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日本分析化学会第６６年会を迎えて 
 

 

公益社団法人 日本分析化学会 会長 

（東京工業大学理学院）岡田 哲男 

 

 

日本分析化学会は、分析化学を研究し、実践する研究者や技術者が集う学会です。分析化学は、物質

が何からできていて、どのような性質や機能をもち、それらがどのようにして生まれるのかなどを調べ、

知ること、そのための方法を考案、開発することを目的とした物質科学の最重要分野の一つです。また、

企業における製品開発や評価をはじめ、医療･健康計測、環境評価、食品検査、犯罪捜査など私たちに

生活に密着した様々な場面で重要な役割を果たし、人類の発展と社会の安全・安心に寄与しています。 

分析化学会年会は、学会の会員が集まり、研究成果を発表・議論し、情報交換する重要イベントで、

一年に一度開かれます。年会での議論などを通じて新たな研究の芽が出て、新たな研究の方向性が見出

されること、これまでできなかった計測を可能にする新たな方法を生み出す端緒となることなどが期待

されます。日本分析化学会年会には、学問的なバックグラウンドや職種が異なる多様な人々が集まりま

す。当然、問題意識、得意とする領域や手法、研究の目的なども異なります。このような多様な研究者

が集まることで、これまでなかった発想が生まれ、新たな分析法の展開へとつながります。日本の分析

化学の要素技術は一流ですが、複数の方法や ITO 技術などを組み合わせたシステムとしての分析法を作

り上げるのが苦手と言われます。年会は、このような分野横断的な発想や共同研究を促す場でもありま

す。 

年会ではシンポジウム講演を設けて、非会員の研究者にも発表していただいています。非会員研究者

の参加は、分析化学に新しい視点を取り入れ、分析化学のサポーターや仲間を増やすことにつながりま

す。年会は通常全国に 7 つある支部の一つが担当して開催していますが、今年は初めての試みとして学

会本部が担当します。本部担当のイベントを定期的に行うことで、シンポジウムなど学会外部とのつな

がりの継続性を保つことが重要な理由の一つです。 

日本分析化学会は、年会参加者に満足いただけるよう内容の充実に努力しています。「展望とトピッ

クス」から分析化学のおもしろさ、有用性、多様性を垣間見ることができます。年会そのものは、さら

にバリエーションに富んだ、まさに知的好奇心のアドベンチャーワールドです。一度年会に参加してみ

てください。きっと、次の機会には発表したくなるに違いありません。 

 



1 
 

日本分析化学会第６６年会を迎えて 
 

 

公益社団法人 日本分析化学会 会長 

（東京工業大学理学院）岡田 哲男 

 

 

日本分析化学会は、分析化学を研究し、実践する研究者や技術者が集う学会です。分析化学は、物質

が何からできていて、どのような性質や機能をもち、それらがどのようにして生まれるのかなどを調べ、

知ること、そのための方法を考案、開発することを目的とした物質科学の最重要分野の一つです。また、

企業における製品開発や評価をはじめ、医療･健康計測、環境評価、食品検査、犯罪捜査など私たちに

生活に密着した様々な場面で重要な役割を果たし、人類の発展と社会の安全・安心に寄与しています。 

分析化学会年会は、学会の会員が集まり、研究成果を発表・議論し、情報交換する重要イベントで、

一年に一度開かれます。年会での議論などを通じて新たな研究の芽が出て、新たな研究の方向性が見出

されること、これまでできなかった計測を可能にする新たな方法を生み出す端緒となることなどが期待

されます。日本分析化学会年会には、学問的なバックグラウンドや職種が異なる多様な人々が集まりま

す。当然、問題意識、得意とする領域や手法、研究の目的なども異なります。このような多様な研究者

が集まることで、これまでなかった発想が生まれ、新たな分析法の展開へとつながります。日本の分析

化学の要素技術は一流ですが、複数の方法や ITO 技術などを組み合わせたシステムとしての分析法を作

り上げるのが苦手と言われます。年会は、このような分野横断的な発想や共同研究を促す場でもありま

す。 

年会ではシンポジウム講演を設けて、非会員の研究者にも発表していただいています。非会員研究者

の参加は、分析化学に新しい視点を取り入れ、分析化学のサポーターや仲間を増やすことにつながりま

す。年会は通常全国に 7 つある支部の一つが担当して開催していますが、今年は初めての試みとして学

会本部が担当します。本部担当のイベントを定期的に行うことで、シンポジウムなど学会外部とのつな

がりの継続性を保つことが重要な理由の一つです。 

日本分析化学会は、年会参加者に満足いただけるよう内容の充実に努力しています。「展望とトピッ

クス」から分析化学のおもしろさ、有用性、多様性を垣間見ることができます。年会そのものは、さら

にバリエーションに富んだ、まさに知的好奇心のアドベンチャーワールドです。一度年会に参加してみ

てください。きっと、次の機会には発表したくなるに違いありません。 

 

─1─



- 3 - 

 

⾲  ᙲ 
ࠝ2017年ᗘ学会㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
今௵� ⛱ᙪ� ྩ� 㸦஑ᕞ኱学ᕤ学研究㝔� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 新つࢭンシング技術を用いるࣟࣇー分析法の開発 
㔠⃝� ⚽Ꮚ� ྩ� 㸦៞᠕⩏ሿ኱学⸆学部� ᩍᤵ・⸆学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 機能性㧗分Ꮚを用いた分㞳・分析システムの๰製とそのᛂ用 
୹⩚� � ಟ� ྩ� 㸦ᇸ⋢ᕤ業኱学ඛ端科学研究ᡤ� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ᚤᑠ㟁ᴟや新つ㟁ᴟᮦᩱを用いる㟁Ẽ化学分析㸪ࢭンシング法の研究 
 
ࠝ2017年ᗘ学会ຌປ㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
⃅㇂� 康ᙪ� Ặ� 㸦኱㜰ᕤ業኱学ᕤ学部� ≉௵ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 環≧化合物・Schiff ሷᇶの合成およࡧイ࢜ンࢭンサへのᛂ用研究と学会への㈉⊩ 
㧗ᒣ� � ᳃� Ặ� 㸦ス࣌クトラ・࢛ࣇーラム� ௦表㸧 
� 研究業⦼ 㧗分Ꮚ分析技術ཬࢹࡧータベースの開発と学会への㈉⊩ 
㇂ཱྀ� 一㞝� Ặ� 㸦ओテクࣀエックス� ௦表取⥾役・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ X ⥺およࡧᨺᑕ⥺計測技術の開発と学会への㈉⊩ 
⸨⏣� ⰾ一� Ặ� 㸦኱㜰⸆科኱学� ྡ㄃ᩍᤵ・⸆学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 㔠ᒓイ࢜ンと࢟サンテン⣔Ⰽ素を用いる生య㛵㐃化合物の྾ගග度法の開発と学会への㈉⊩ 
 
ࠝ2017年ᗘᢏ⾡ຌ⦼㈹ཷ㈹⪅ࠞ  
ఀỌ� 㝯ྐ� Ặ� 㸦༓ⴥ科学኱学༴機⟶理学部� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ࣐イクࣟࣟࣇー分析システムཬࡧᑠᆺ質㔞分析ࢹバイスの開発 
Ώ部� ᝋᖾ� Ặ� 㸦ओᓥὠ製作ᡤ� ୺௵・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ⮬ື๓ฎ理を組み㎸んだᴟᚤ㔞環境化学物質測定システムの開発 
 
ࠝ2017年ᗘዡບ㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
ᕝ஭� 㝯அ� ྩ� 㸦�国研�理化学研究ᡤ� ᕤ学༤ኈ㸧�
� 研究業⦼� ࢜ンライン試ᩱ⃰⦰法を㥑౑した⡆౽かつ㧗ឤ度な࣑クࣟスࢣール㟁ẼὋືシステムの๰出�
෠⏣� ❹௓� ྩ� 㸦�国研�⏘業技術⥲合研究ᡤ� ᕤ学༤ኈ㸧�
� 研究業⦼ 機Ე学⩦を活用したタンࣃク質分析法の開発と⣽⬊評価へのᛂ用 
༙⏣཭⾰Ꮚ� ྩ� 㸦ᇸ⋢኱学኱学㝔理ᕤ学研究科� ຓᩍ・理学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 分Ꮚ集合యの㧗次ᵓ㐀がもたらす✵間を฼用する物質分㞳と分㞳機ᵓのゎ᫂ 
༡� � � ㇦� ྩ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� 講ᖌ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 分Ꮚㄆ識能を㈿与したග学ཬࡧ㟁Ẽ化学ࢭンサࢹバイスの開発 
安஭� 㝯㞝� ྩ� 㸦ྡྂᒇ኱学኱学㝔ᕤ学研究科� ຓᩍ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ࣀࢼᵓ㐀≉有の新つ分㞳・検出ཎ理発見と㧗性能生య分Ꮚゎ析 
 
ࠝ2017年ᗘඛ➃分析ᢏ⾡㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
JAIMA ᶵჾ㛤Ⓨ㈹ 
಴内� ዉ⨾� Ặ� 㸦ி㒔㟁Ꮚᕤ業ओ� ಀ㛗㸧 
保⏣� ṇ⠊� Ặ� 㸦ி㒔㟁Ꮚᕤ業ओ� ಀ㛗㸧 
㓇஭� ၨྖ� Ặ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
ᖹ野� ኴ一� Ặ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� 技術ᑓ㛛職員・ᕤ学༤ኈ㸧 
ᖹ野� ⨾ᕼ� Ặ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� ඖ技術⿵బ員㸧 
⣽⏣┿ድᏊ� Ặ� 㸦ᮾி㟁機኱学理ᕤ学部� ෸ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ⌫ᅇ㌿ᆺ⢓度計の開発 
᳃⏣� 㔠ᕷ� Ặ� 㸦ウシ࢜㟁機ओ㸧 
⯆� � 㞝ྖ� Ặ� 㸦஑ᕞ኱学኱学㝔システム情報科学研究㝔� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ シリࢥーンග学⣔を用いたᑠᆺ㧗性能ග分ග分析⿦⨨の開発 
CERI ホ౯ᢏ⾡㈹ 
୰ᮧ� ฼ᘅ� Ặ� 㸦᫂἞኱学� ྡ㄃ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧�
� 研究業⦼� 環境分析用新つ㧗機能ᶆ‽物質の開発�
 
ࠝ2016年ᗘࠕ分析化学ࠖㄽᩥ㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
໭ᕝ� ៅஓ� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科෸ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
目方� ᏹ᫂� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科㸧 
㣤ᅧ� Ⰻつ� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科ຓᩍ・理学༤ኈ㸧 
኱㇂�   ⫕� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
ཷ㈹論ᩥ�  「ーの開発࢕ࣇー┤交ᆺ㟁Ẽク࣐ࣟトグラࣟࣇールド࢕ࣇ」
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日本分析化学会第６６年会を㛤ദࡗࡓ࠶࡟ࡿࡍて 
 

 

第 �� 年会ᐇ⾜ጤဨ長 

（東京理⛉大学理学㒊）ᐑᮧ ୍ኵ 

 

 

 公益社団法人 日本分析化学会（���� 年タ❧）ࠊࡣ�� 年ࡢṔྐをࠊࡕࡶ理࣭工࣭㎰࣭⸆࣭་࣭ṑ学

ᢏ⾡⪅⣙ࡸ⪅✲◊ࡢ分析化学㛵㐃㡿ᇦࡢ⏺業⏘ࠊ公❧◊✲ᶵ㛵ࠊ大学࣭ᑓ㛛学ᰯࡢ学ၥ分㔝࠸ᗈࡢ࡝࡞

����� ྜ⥲てࡋࡑᇶ♏化学ࠊࡾ࠶学⾡団య࡛ࡢୡ⏺᭱大ࡣ分析化学㡿ᇦ࡛ࠋࡍࡲ࠸てࡗᡂࡽ࠿会ဨࡢྡ

化学ࡋ࡜てࡢ❧ሙࠊࡽ࠿⌧௦ࡢ⮬↛⛉学ࡿࡺࡽ࠶ࡢ分㔝ࡢⓎᒎをᨭえてࠋࡓࡋࡲࡁ本会࡛ࠊࡣ分析化学

をඹ㏻ࡢᇶ┙ࡓࡋ࡜ᗈ⠊ᅖࡪࡼ࠾࡟ᑓ㛛分㔝ࡢ会ဨࠊࡀ社会ࢬ࣮ࢽࡢを⪃៖ࡘࡘࡋ᫬௦࡟༶ࡓࡋάⓎ࡞

άືを⾜ࠊ࠸分析化学ࡢᇶ♏ྛࡧࡼ࠾分㔝ࡢᛂ⏝◊✲ࡸᢏ⾡ࡢⓎᒎ࡟ᐤ୚ࡋてࠋࡓࡋࡲࡁ本㒊ᡤ⟶ࡢ୺

せ࡞஦業ࠊࡣ（㸯）ウㄽ会（᫓Ꮨ㛤ദ）ࠊ年会（⛅Ꮨ㛤ദ）᭱ࡿࡅ࠾࡟ඛ➃ࡢ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲࡜会ဨ┦஫

ࡁࡏࢇࡪࠕ会ㄅ（㸰）ࠊ஺ὶࡢ 分析化学ࠕ㑥ᩥㄅࠊࠖ 分析ࡿࡼ࡟⾜QDO\WLFDO 6FLHQFHVࠖⓎ$ࠕⱥᩥㄅࠊࠖ

化学分㔝ࡢ᝟ሗ࡜◊✲ᡂᯝࡢⓎಙࠊ（㸱）ㅮ₇会ࡸㅮ⩦会➼ࡿࡼ࡟分析化学ࡢᬑཬ࣭ၨⓎάືࠊ（㸲）᭩

⡠ࡢⓎ⾜ࡸᶆ‽≀㉁➼ࡢᥦ౪ࡿࡼ࡟分析化学ᨭ᥼ࠊ࡝࡞ከᒱ࡟⛅ࠊࡶ࡛࠿࡞ࠋࡍࡲࡾࡓࢃ࡟㛤ദࡿࢀࡉ

年会ࠊࡣẖᅇ༓人を㉸えࡿ会ဨࡀ㞟ࡿࡲ本会ࡢ௦⾲ⓗ஦業ࠋࡍ࡛ࡘ୍ࡢ 

 ௒年ࡣ第６６年会をࠊ㸷᭶㸷日（ᅵ）㹼㸯㸰日（ⅆ）ࡢ㸲日㛫ࠊ東京理⛉大学ⴱ㣭࢟ࣕࣥࢫࣃ（東京

㒔ⴱ㣭༊᪂ᐟ）を会ሙࠊ࡟学会本㒊୺ദࡢ年会ࡋ࡜て㛤ദࠋࡍࡲࡋࡓ࠸会ሙࠊࡣ㛤ᰯࡋて㸲年┠ࡢ᪂ࡋ

5-ࠋࡍࡲ࠸てࡗ⾜を✲◊ࠊ⫱ᩍ࡟工学㒊࣭ᇶ♏工学㒊を୰ᚰࠊ࡛ࢫࣃࣥࣕ࢟࠸ ᖖ☬⥺ࠕࡢ㔠⏫㥐ࠖࡽ࠿

ᚐṌ㸯㸮分⛬ᗘࡢ౽฼ࠕࡢ⏬ᫎࠊࡾ࠶࡟ࢁࡇ࡜࡞男ࡋ࡜ྎ⯙ࡢࠖࡼ࠸ࡽࡘࡣて▱ࡿࢀࡽᰘཪࡢᖇ㔘ኳࡣ

๓ࡢᅗ᭩㤋ࡿ࡞࡜会ሙࡢᤵ㈹ᘧࠋࡍࡲぢえࡃࡼࡶ࣮ࣜࢶ࢖࢝ࢫ東京ࡣࡽ࠿ࢫࣃࣥࣕ࢟ࠊࡋࡍ࡛ࡃ㏆ࡄࡍ

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ☃ࡢ大ᮧᬛඛ⏕（本学理学◊✲⛉化学ᑓᨷಟ஢⏕）ࡓࢀࡉ㈹をཷ㈹࣮ࣝ࣋ࣀ࡟㸰年๓ࠊࡣ࡟

ࣥࣙࢩࢵࢭᅜ㝿ࡢ日ึࠊてࡋ࡜年会ࡢ本㒊୺ദࡣ年会࡛ࡢ௒ᅇࠊてࡉ $VLD�&-. V\PSRVLXP RQ 

$QDO\WLFDO 6FLHQFH ࠊ����分析化学ࣥࣙࢩࢵࢭ࣮ࣕࢳ࣮ࣗࣇを⓶ษࣥࣙࢩࢵࢭࣝ࢔ࣜࢺ࣮ࣗࢳࠊ࡟ࡾ

ࡢ分析化学ᐇ㦂 ᇶ本͆ࠕ ࡁ ࠖ（㸽࠿ࡍࡲ࠸えてࡉ࠾ࠊᇶ本ࡢࡑ͇） を㛤ദࡋࡑࠋࡍࡲࡋて㸰日┠ࠊࡣࡽ࠿

≉ู公㛤࣭࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏘業⏺ࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ௻業ࡿࡅ࠾࡟ᮍ᮶ᚿྥ᭱ࡢඛ➃分析ゎ析ᢏ⾡ࠖࠊ࠿࡯ࡢ

㸯㸯୍࡜࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩู≉ࡢ⯡ㅮ₇࣮ࣗࣅࣞࣀࢡࢸࠊを㸯㸳ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲会ሙࡧࡼ࠾ⱝᡭㅮ₇（࣏࣮ࢱࢫ）

をྵ࣮ࢱࢫ࣏ࡴⓎ⾲ࡢ会ሙ࡟分ࢀ࠿て㛤ദࡿࡍணᐃ࡛ࠊ࡛࠿࡞ࡢࡇࠋࡍ⏘業⏺ࡢ࡜஺ὶを┠ⓗࠕࡓࡋ࡜≉

ู公㛤࣭࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏘業⏺ࡧࡼ࠾࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ分析ᢏ⾡ࡢᬑཬを┠ⓗࢵࢭࣝ࢔ࣜࢺ࣮ࣗࢳࠕࡓࡋ࡜

࡟ࠎ᪉ࡢ⯡୍ࠊࡋࡍࡲࡾ࠶ࡶ㛤ദ࡛ࡢᅵ日ࠋࡍ࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡁᩱ࡛ཧຍ࡛↓ࡶ࡛ࡓ࡞࡝ࠊࡣࠖࣥࣙࢩ

㢪࡜ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸てࡗ▱を࡝࡞ࡾࢃ࠿࠿ࡢ࡜社会ࠊ㔜せᛶࡢ分析化学ࠖࠕࠊࡁࡔࡓ࠸ཧຍࡈ࡟ᴟⓗ✚ࡶ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾てࡗ

୰ࡢㅮ₇࣮ࢱࢫⱝᡭ࣏࡜（࣮ࢱࢫ࣏࡜㢌ཱྀ）ㅮ₇⯡୍ࠊ୺㢟ウㄽࡿࢀࡉ⾲本ウㄽ会࡛Ⓨࠊࡣ෉Ꮚࡢࡇ 

を➃୍ࡢάືࡢ本会ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡓࡋゎㄝࡃࡍࡸࡾ࠿分ࠊࡧ㑅࡟を分㔝ูࡢࡶ࠸㧗ࡢ㛵ᚰ࡟社会ⓗࠊࡽ࠿

てࡋᐤ୚࡟ၥ㢟ゎỴࡸࢬ࣮ࢽ࡞ࠎᵝࡢ社会ࡀて分析化学ࡋ෉Ꮚを㏻ࡢࡇࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠾てࡋࡓ࠸௓⤂ࡈ

 ࠋࡍ࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸理ゎࡈを࡜ࡇࡿ࠸

⥲ㅮ₇ᩘ ��� ௳   

内ヂ㸸シンポジウム講演➼ 1�� ௳、一⯡講演 ��� ௳㸦ཱྀ㢌 ��� ௳・ポスター1�� ௳㸧、ⱝ手ポスタ

ー講演 �11 ௳、テクࣗࣅࣞࣀー講演 � ௳㸦ཱྀ㢌 � ௳・ポスター� ௳㸧、 

─2─
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⾲  ᙲ 
ࠝ2017年ᗘ学会㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
今௵� ⛱ᙪ� ྩ� 㸦஑ᕞ኱学ᕤ学研究㝔� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 新つࢭンシング技術を用いるࣟࣇー分析法の開発 
㔠⃝� ⚽Ꮚ� ྩ� 㸦៞᠕⩏ሿ኱学⸆学部� ᩍᤵ・⸆学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 機能性㧗分Ꮚを用いた分㞳・分析システムの๰製とそのᛂ用 
୹⩚� � ಟ� ྩ� 㸦ᇸ⋢ᕤ業኱学ඛ端科学研究ᡤ� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ᚤᑠ㟁ᴟや新つ㟁ᴟᮦᩱを用いる㟁Ẽ化学分析㸪ࢭンシング法の研究 
 
ࠝ2017年ᗘ学会ຌປ㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
⃅㇂� 康ᙪ� Ặ� 㸦኱㜰ᕤ業኱学ᕤ学部� ≉௵ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 環≧化合物・Schiff ሷᇶの合成およࡧイ࢜ンࢭンサへのᛂ用研究と学会への㈉⊩ 
㧗ᒣ� � ᳃� Ặ� 㸦ス࣌クトラ・࢛ࣇーラム� ௦表㸧 
� 研究業⦼ 㧗分Ꮚ分析技術ཬࢹࡧータベースの開発と学会への㈉⊩ 
㇂ཱྀ� 一㞝� Ặ� 㸦ओテクࣀエックス� ௦表取⥾役・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ X ⥺およࡧᨺᑕ⥺計測技術の開発と学会への㈉⊩ 
⸨⏣� ⰾ一� Ặ� 㸦኱㜰⸆科኱学� ྡ㄃ᩍᤵ・⸆学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 㔠ᒓイ࢜ンと࢟サンテン⣔Ⰽ素を用いる生య㛵㐃化合物の྾ගග度法の開発と学会への㈉⊩ 
 
ࠝ2017年ᗘᢏ⾡ຌ⦼㈹ཷ㈹⪅ࠞ  
ఀỌ� 㝯ྐ� Ặ� 㸦༓ⴥ科学኱学༴機⟶理学部� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ࣐イクࣟࣟࣇー分析システムཬࡧᑠᆺ質㔞分析ࢹバイスの開発 
Ώ部� ᝋᖾ� Ặ� 㸦ओᓥὠ製作ᡤ� ୺௵・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ⮬ື๓ฎ理を組み㎸んだᴟᚤ㔞環境化学物質測定システムの開発 
 
ࠝ2017年ᗘዡບ㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
ᕝ஭� 㝯அ� ྩ� 㸦�国研�理化学研究ᡤ� ᕤ学༤ኈ㸧�
� 研究業⦼� ࢜ンライン試ᩱ⃰⦰法を㥑౑した⡆౽かつ㧗ឤ度な࣑クࣟスࢣール㟁ẼὋືシステムの๰出�
෠⏣� ❹௓� ྩ� 㸦�国研�⏘業技術⥲合研究ᡤ� ᕤ学༤ኈ㸧�
� 研究業⦼ 機Ე学⩦を活用したタンࣃク質分析法の開発と⣽⬊評価へのᛂ用 
༙⏣཭⾰Ꮚ� ྩ� 㸦ᇸ⋢኱学኱学㝔理ᕤ学研究科� ຓᩍ・理学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 分Ꮚ集合యの㧗次ᵓ㐀がもたらす✵間を฼用する物質分㞳と分㞳機ᵓのゎ᫂ 
༡� � � ㇦� ྩ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� 講ᖌ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ 分Ꮚㄆ識能を㈿与したග学ཬࡧ㟁Ẽ化学ࢭンサࢹバイスの開発 
安஭� 㝯㞝� ྩ� 㸦ྡྂᒇ኱学኱学㝔ᕤ学研究科� ຓᩍ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ࣀࢼᵓ㐀≉有の新つ分㞳・検出ཎ理発見と㧗性能生య分Ꮚゎ析 
 
ࠝ2017年ᗘඛ➃分析ᢏ⾡㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
JAIMA ᶵჾ㛤Ⓨ㈹ 
಴内� ዉ⨾� Ặ� 㸦ி㒔㟁Ꮚᕤ業ओ� ಀ㛗㸧 
保⏣� ṇ⠊� Ặ� 㸦ி㒔㟁Ꮚᕤ業ओ� ಀ㛗㸧 
㓇஭� ၨྖ� Ặ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
ᖹ野� ኴ一� Ặ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� 技術ᑓ㛛職員・ᕤ学༤ኈ㸧 
ᖹ野� ⨾ᕼ� Ặ� 㸦ᮾி኱学生⏘技術研究ᡤ� ඖ技術⿵బ員㸧 
⣽⏣┿ድᏊ� Ặ� 㸦ᮾி㟁機኱学理ᕤ学部� ෸ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ ⌫ᅇ㌿ᆺ⢓度計の開発 
᳃⏣� 㔠ᕷ� Ặ� 㸦ウシ࢜㟁機ओ㸧 
⯆� � 㞝ྖ� Ặ� 㸦஑ᕞ኱学኱学㝔システム情報科学研究㝔� ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
� 研究業⦼ シリࢥーンග学⣔を用いたᑠᆺ㧗性能ග分ග分析⿦⨨の開発 
CERI ホ౯ᢏ⾡㈹ 
୰ᮧ� ฼ᘅ� Ặ� 㸦᫂἞኱学� ྡ㄃ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧�
� 研究業⦼� 環境分析用新つ㧗機能ᶆ‽物質の開発�
 
ࠝ2016年ᗘࠕ分析化学ࠖㄽᩥ㈹ཷ㈹⪅ࠞ 
໭ᕝ� ៅஓ� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科෸ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
目方� ᏹ᫂� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科㸧 
㣤ᅧ� Ⰻつ� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科ຓᩍ・理学༤ኈ㸧 
኱㇂�   ⫕� ྩ� 㸦ྡྂᒇᕤ業኱学኱学㝔ᕤ学研究科ᩍᤵ・ᕤ学༤ኈ㸧 
ཷ㈹論ᩥ�  「ーの開発࢕ࣇー┤交ᆺ㟁Ẽク࣐ࣟトグラࣟࣇールド࢕ࣇ」

 
 
 

� � � 
 

日本分析化学会第６６年会を㛤ദࡗࡓ࠶࡟ࡿࡍて 
 

 

第 �� 年会ᐇ⾜ጤဨ長 

（東京理⛉大学理学㒊）ᐑᮧ ୍ኵ 

 

 

 公益社団法人 日本分析化学会（���� 年タ❧）ࠊࡣ�� 年ࡢṔྐをࠊࡕࡶ理࣭工࣭㎰࣭⸆࣭་࣭ṑ学

ᢏ⾡⪅⣙ࡸ⪅✲◊ࡢ分析化学㛵㐃㡿ᇦࡢ⏺業⏘ࠊ公❧◊✲ᶵ㛵ࠊ大学࣭ᑓ㛛学ᰯࡢ学ၥ分㔝࠸ᗈࡢ࡝࡞

����� ྜ⥲てࡋࡑᇶ♏化学ࠊࡾ࠶学⾡団య࡛ࡢୡ⏺᭱大ࡣ分析化学㡿ᇦ࡛ࠋࡍࡲ࠸てࡗᡂࡽ࠿会ဨࡢྡ

化学ࡋ࡜てࡢ❧ሙࠊࡽ࠿⌧௦ࡢ⮬↛⛉学ࡿࡺࡽ࠶ࡢ分㔝ࡢⓎᒎをᨭえてࠋࡓࡋࡲࡁ本会࡛ࠊࡣ分析化学

をඹ㏻ࡢᇶ┙ࡓࡋ࡜ᗈ⠊ᅖࡪࡼ࠾࡟ᑓ㛛分㔝ࡢ会ဨࠊࡀ社会ࢬ࣮ࢽࡢを⪃៖ࡘࡘࡋ᫬௦࡟༶ࡓࡋάⓎ࡞

άືを⾜ࠊ࠸分析化学ࡢᇶ♏ྛࡧࡼ࠾分㔝ࡢᛂ⏝◊✲ࡸᢏ⾡ࡢⓎᒎ࡟ᐤ୚ࡋてࠋࡓࡋࡲࡁ本㒊ᡤ⟶ࡢ୺

せ࡞஦業ࠊࡣ（㸯）ウㄽ会（᫓Ꮨ㛤ദ）ࠊ年会（⛅Ꮨ㛤ദ）᭱ࡿࡅ࠾࡟ඛ➃ࡢ◊✲ᡂᯝࡢⓎ⾲࡜会ဨ┦஫

ࡁࡏࢇࡪࠕ会ㄅ（㸰）ࠊ஺ὶࡢ 分析化学ࠕ㑥ᩥㄅࠊࠖ 分析ࡿࡼ࡟⾜QDO\WLFDO 6FLHQFHVࠖⓎ$ࠕⱥᩥㄅࠊࠖ

化学分㔝ࡢ᝟ሗ࡜◊✲ᡂᯝࡢⓎಙࠊ（㸱）ㅮ₇会ࡸㅮ⩦会➼ࡿࡼ࡟分析化学ࡢᬑཬ࣭ၨⓎάືࠊ（㸲）᭩

⡠ࡢⓎ⾜ࡸᶆ‽≀㉁➼ࡢᥦ౪ࡿࡼ࡟分析化学ᨭ᥼ࠊ࡝࡞ከᒱ࡟⛅ࠊࡶ࡛࠿࡞ࠋࡍࡲࡾࡓࢃ࡟㛤ദࡿࢀࡉ

年会ࠊࡣẖᅇ༓人を㉸えࡿ会ဨࡀ㞟ࡿࡲ本会ࡢ௦⾲ⓗ஦業ࠋࡍ࡛ࡘ୍ࡢ 

 ௒年ࡣ第６６年会をࠊ㸷᭶㸷日（ᅵ）㹼㸯㸰日（ⅆ）ࡢ㸲日㛫ࠊ東京理⛉大学ⴱ㣭࢟ࣕࣥࢫࣃ（東京

㒔ⴱ㣭༊᪂ᐟ）を会ሙࠊ࡟学会本㒊୺ദࡢ年会ࡋ࡜て㛤ദࠋࡍࡲࡋࡓ࠸会ሙࠊࡣ㛤ᰯࡋて㸲年┠ࡢ᪂ࡋ

5-ࠋࡍࡲ࠸てࡗ⾜を✲◊ࠊ⫱ᩍ࡟工学㒊࣭ᇶ♏工学㒊を୰ᚰࠊ࡛ࢫࣃࣥࣕ࢟࠸ ᖖ☬⥺ࠕࡢ㔠⏫㥐ࠖࡽ࠿

ᚐṌ㸯㸮分⛬ᗘࡢ౽฼ࠕࡢ⏬ᫎࠊࡾ࠶࡟ࢁࡇ࡜࡞男ࡋ࡜ྎ⯙ࡢࠖࡼ࠸ࡽࡘࡣて▱ࡿࢀࡽᰘཪࡢᖇ㔘ኳࡣ

๓ࡢᅗ᭩㤋ࡿ࡞࡜会ሙࡢᤵ㈹ᘧࠋࡍࡲぢえࡃࡼࡶ࣮ࣜࢶ࢖࢝ࢫ東京ࡣࡽ࠿ࢫࣃࣥࣕ࢟ࠊࡋࡍ࡛ࡃ㏆ࡄࡍ

 ࠋࡍࡲࡾ࠶ࡶ☃ࡢ大ᮧᬛඛ⏕（本学理学◊✲⛉化学ᑓᨷಟ஢⏕）ࡓࢀࡉ㈹をཷ㈹࣮ࣝ࣋ࣀ࡟㸰年๓ࠊࡣ࡟

ࣥࣙࢩࢵࢭᅜ㝿ࡢ日ึࠊてࡋ࡜年会ࡢ本㒊୺ദࡣ年会࡛ࡢ௒ᅇࠊてࡉ $VLD�&-. V\PSRVLXP RQ 

$QDO\WLFDO 6FLHQFH ࠊ����分析化学ࣥࣙࢩࢵࢭ࣮ࣕࢳ࣮ࣗࣇを⓶ษࣥࣙࢩࢵࢭࣝ࢔ࣜࢺ࣮ࣗࢳࠊ࡟ࡾ

ࡢ分析化学ᐇ㦂 ᇶ本͆ࠕ ࡁ ࠖ（㸽࠿ࡍࡲ࠸えてࡉ࠾ࠊᇶ本ࡢࡑ͇） を㛤ദࡋࡑࠋࡍࡲࡋて㸰日┠ࠊࡣࡽ࠿

≉ู公㛤࣭࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏘業⏺ࠕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ௻業ࡿࡅ࠾࡟ᮍ᮶ᚿྥ᭱ࡢඛ➃分析ゎ析ᢏ⾡ࠖࠊ࠿࡯ࡢ

㸯㸯୍࡜࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩู≉ࡢ⯡ㅮ₇࣮ࣗࣅࣞࣀࢡࢸࠊを㸯㸳ཱྀࡢ㢌Ⓨ⾲会ሙࡧࡼ࠾ⱝᡭㅮ₇（࣏࣮ࢱࢫ）

をྵ࣮ࢱࢫ࣏ࡴⓎ⾲ࡢ会ሙ࡟分ࢀ࠿て㛤ദࡿࡍணᐃ࡛ࠊ࡛࠿࡞ࡢࡇࠋࡍ⏘業⏺ࡢ࡜஺ὶを┠ⓗࠕࡓࡋ࡜≉

ู公㛤࣭࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏘業⏺ࡧࡼ࠾࣒ࠖ࢘ࢪ࣏ࣥࢩ分析ᢏ⾡ࡢᬑཬを┠ⓗࢵࢭࣝ࢔ࣜࢺ࣮ࣗࢳࠕࡓࡋ࡜

࡟ࠎ᪉ࡢ⯡୍ࠊࡋࡍࡲࡾ࠶ࡶ㛤ദ࡛ࡢᅵ日ࠋࡍ࡛࣒ࣛࢢࣟࣉࡿࡁᩱ࡛ཧຍ࡛↓ࡶ࡛ࡓ࡞࡝ࠊࡣࠖࣥࣙࢩ

㢪࡜ࡤࢀࡅࡔࡓ࠸てࡗ▱を࡝࡞ࡾࢃ࠿࠿ࡢ࡜社会ࠊ㔜せᛶࡢ分析化学ࠖࠕࠊࡁࡔࡓ࠸ཧຍࡈ࡟ᴟⓗ✚ࡶ

 ࠋࡍࡲࡾ࠾てࡗ

୰ࡢㅮ₇࣮ࢱࢫⱝᡭ࣏࡜（࣮ࢱࢫ࣏࡜㢌ཱྀ）ㅮ₇⯡୍ࠊ୺㢟ウㄽࡿࢀࡉ⾲本ウㄽ会࡛Ⓨࠊࡣ෉Ꮚࡢࡇ 

を➃୍ࡢάືࡢ本会ࠋࡍ࡛ࡢࡶࡓࡋゎㄝࡃࡍࡸࡾ࠿分ࠊࡧ㑅࡟を分㔝ูࡢࡶ࠸㧗ࡢ㛵ᚰ࡟社会ⓗࠊࡽ࠿

てࡋᐤ୚࡟ၥ㢟ゎỴࡸࢬ࣮ࢽ࡞ࠎᵝࡢ社会ࡀて分析化学ࡋ෉Ꮚを㏻ࡢࡇࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠾てࡋࡓ࠸௓⤂ࡈ

 ࠋࡍ࡛࠸ᖾࡤࢀࡅࡔࡓ࠸理ゎࡈを࡜ࡇࡿ࠸

⥲ㅮ₇ᩘ ��� ௳   

内ヂ㸸シンポジウム講演➼ 1�� ௳、一⯡講演 ��� ௳㸦ཱྀ㢌 ��� ௳・ポスター1�� ௳㸧、ⱝ手ポスタ

ー講演 �11 ௳、テクࣗࣅࣞࣀー講演 � ௳㸦ཱྀ㢌 � ௳・ポスター� ௳㸧、 
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〔2017 年度有功賞受賞者〕（敬称略）

田路  勉 ㈱コベルコ科研 
磯村 隆徳 ㈱トクヤマ 
桑原 晴彦 ㈱環境科学 
松﨑 勝雄 ㈱三井化学分析センター 
小山みゆき ㈱三井化学分析センター 
松田 昭吉 ㈱三井化学分析センター 
好田 照美 ㈱三井化学分析センター 
久保沢久仁治 ㈱産業公害・医学研究所 
佐川 博美 ㈱住化分析センター 
細川 清美 ㈱住化分析センター 
山本  潔 ㈱住化分析センター 
郡  宗一 ㈱大同分析リサーチ 
和気 知子 ㈱島津製作所 
山口 耕二 ㈱島津製作所 
内池 明美 ㈱島津製作所 
斎藤 良弘 ㈱島津製作所 
川本 啓三 ㈱島津製作所 
弘中 和美 ㈱東ソー分析センター 
中住 建二 ㈱東ソー分析センター 
大橋 晃子 ㈱東レリサーチセンター 
石田 浩康 ㈱日立ハイテクサイエンス 
島田 憲一 ㈱日立ハイテクフィールディング 
宮内 芳治 ㈱日立ハイテクフィールディング 

横山 政昭 ㈱堀場テクノサービス 
高柳 敏雄 (独)造幣局 
高垣 英樹 JFE スチール㈱ 
濱登  等 JFE テクノリサーチ㈱ 
高橋  弘 JFE テクノリサーチ㈱ 
藤原 利行 JFE テクノリサーチ㈱ 
新井 彰秀 JFE テクノリサーチ㈱ 
山口 隆則 MHI ソリューション 

テクノロジーズ㈱ 
水落 幸江 デンカ㈱ 
高田 博次 トヨタ自動車㈱ 
沖本 恭子 旭化成㈱ 
馬原 忠典 旭化成㈱ 
早坂 由起 旭硝子㈱ 
遠藤 英典 花王㈱ 
杉本 利夫 三菱マテリアル㈱ 
野澤 金男 昭和電工㈱ 
帆足 昭成 昭和電工㈱ 
磯部 睦美 昭和電工セラミックス㈱ 
平野 利明 日産化学工業㈱ 
田中 正人 日鉄住金テクノロジー㈱ 
角谷 孝義 日鉄住金テクノロジー㈱ 
水戸 隆幸 日鉄住金テクノロジー㈱

 
〔2017 年度名誉会員推戴者〕 
河嶌 拓治 君 （筑波大学名誉教授） 

─4─



බ開シンポジウム 

- 5 - 
 

≉ู公㛤࣭࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏘業⏺࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 

㸫�௻業ࡿࡅ࠾࡟ᮍ᮶ᚿྥ᭱ࡢඛ➃分析ゎ析ᢏ⾡�㸫 

�

分析化学は㸪㐣ཤから企業の研究・生⏘➼の஦業活ືを支࠼てきた。最㏆の分析・ゎ析技術の発展は

ⴭしく㸪ほ࠼ないものがほ࠼㸪ゎらないことがゎるように㸪まさに分析化学は⌧㇟の本質理ゎに㏕る

ことができるようになり㸪企業の分析・ゎ析部㛛においても㸪最ඛ端の分析・ゎ析技術を㥑౑して㸪

⌧㇟の本質理ゎやㄢ題ゎỴを行なってきた。企業における最ඛ端の分析化学とその展開・ᑗ᮶ീにつ

いて議論することを目的とする。 

�

日᫬㸸9 ᭶ 10 日㸦日㸧13 ᫬ 㹼 16 ᫬ 15 分 

会場㸸ᮾி理科኱学ⴱ㣭࢟ャンࣃス ᅗ᭩㤋Ჷ኱࣍ール㸦A 会場㸧 

 

�グラム㸸ࣟࣉ

AS2001   13:00㹼13:30 

分析化学を㉳点とする新たな価್の๰㐀と社会㈉⊩� � � � � � ᰴᘧ会社ᓥὠ製作ᡤ� 上⏣ ㍤ஂ 

AS2002   13:30㹼14:00 

医⸆品᥈⣴研究における分析の多様性と⌧≧� � � � � ➨一୕共 RD �バーࣞᰴᘧ会社ࣀ 㧗ᶫ 㞞行 

AS2003   14:00㹼14:30 

計⟬機シ࣑ࣗࣞーションによる㧗分Ꮚ㧗次ᵓ㐀ゎ析� � � � � � � ⏘業技術⥲合研究ᡤ� 㟷ᰗ ᓅྖ 

AS2004   14:45㹼15:15 

㕲㗰業における分析技術の⌧≧とᑗ᮶ 

JFE スチール 1・JFE テクࣀリサーチ 2� ᇛ௦ ဴྐ 1・ྡ㉺ ṇὈ 2 

AS2005   15:15㹼15:45 

非㕲ᮦᩱ࣓ー࢝ーに᪊ける分析評価の活用� � � � � � � � � ୕⳻࣐テリアルᰴᘧ会社� Დ ఙ一㑻 

AS2006   15:45㹼16:15 

㟁ụ分析の最๓⥺� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ᰴᘧ会社日⏘アーク� 野࿅ ⣧஧

- 㻠 - 

 

 
 
 
ࠝ2017年ᗘ᭷ຌ㈹ཷ㈹⪅ࠞ（ᩗ⛠␎）

⏣㊰� � ຮ ओࢥベルࢥ科研 
☾ᮧ� 㝯ᚨ ओトク࣐ࣖ 
᱓ཎ� ᬕᙪ ओ環境科学 
ᯇ㷂� ຾㞝 ओ୕஭化学分析ࢭンター 
ᑠᒣみࡺき ओ୕஭化学分析ࢭンター 
ᯇ⏣� ᫛ྜྷ ओ୕஭化学分析ࢭンター 
好⏣� ↷⨾ ओ୕஭化学分析ࢭンター 
ஂ保ἑஂோ἞ ओ⏘業බᐖ・医学研究ᡤ 
బᕝ� ༤⨾ ओఫ化分析ࢭンター 
⣽ᕝ� Ύ⨾ ओఫ化分析ࢭンター 
ᒣ本� � ₩ ओఫ化分析ࢭンター 
㒆� � ᐀一 ओ኱同分析リサーチ 
࿴Ẽ� 知Ꮚ ओᓥὠ製作ᡤ 
ᒣཱྀ� ⪔஧ ओᓥὠ製作ᡤ 
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Asia/ CJK Symposium on Analytical Science 2017 
�

日୰㡑㸦CJK㸧分析研究交流会シンポジウムは㸪2002 年に࢞スク࣐ࣟトグラ࢕ࣇー研究᠓ㄯ会㸦௨

ୗ GC ᠓㸧の 40 ࿘年グᛕ஦業として㸪໭ிで日୰環境分析化学研究会を開催したことに端を発する。

そのᚋ 2003 年に㡑国の GC グルーࣉとの日㡑シンポジウムがࢯウルで開催された㝿に日୰㡑 3 ࢝国

での開催がỴまり㸪⩣年 2004 年に㸪➨ 1 ᅇ CJK シンポジウムが໭ிでスタートした。ẖ年 100 ྡ

⛬度の参加を得ており㸪研究発表の機会を通じて୰国・㡑国の研究者や学生のཷけ入れやゼ問などが

活発に行われてきた。14 ᅇ目を㏄࠼る今ᅇは㸪➨ 66 年会とేせて開催される。多くの研究成果の発

表・議論が行われ㸪日୰㡑の分析化学研究の発展に寄与することが期待される。 

�

日᫬㸸9 ᭶ 9 日㸦ᅵ㸧 㹼 9 ᭶ 10 日㸦日㸧 

会場㸸ᮾி理科኱学ⴱ㣭࢟ャンࣃス 講⩏Ჷ 1 㝵� Y 会場㸦101 ᩍᐊ㸧㸪X 会場㸦ポスター発表㸧 

 

 
分析化学ࣥࣙࢩࢵࢭ࣮ࣕࢳ࣮ࣗࣇ 

�

分析化学研究のトッࣉランࢼーをおᣍきして㸪グᛕࢭッションを開催する。本ࢭッションでは講演

者⮬㌟の研究⤂௓とあわせて㸪ᑗ᮶の分析化学を展望していただく。 

�

日᫬㸸9 ᭶ 9 日㸦ᅵ㸧9 ᫬ 10 分 㹼 12 ᫬ 20 分 

会場㸸ᮾி理科኱学ⴱ㣭࢟ャンࣃス 講⩏Ჷ 1 㝵� Y 会場㸦101 ᩍᐊ㸧 

 

�グラム㸸ࣟࣉ

Prof. Abraham Lee (University of California at Irvine, USA)  

͆Microfluidic sample preparation and sorting for single cell analysis͇ 

Prof. Adrian Michael (University of Pittsburgh, USA) 

“Analytical Chemistry for Monitoring the Brain”  

Prof. Craig Banks (The Manchester Metropolitan University, UK) 

“Electrochemical Sensors: from screen-printed electrodes to graphene” 

Prof. Takehiko Kitamori (The University of Tokyo, Japan)  

“Innovating Microfluidics and Pioneering Nanofluidics”  

බ開シンポジウム 
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 㸹ࣥࣙࢩࢵࢭࣝ࢔ࣜࢺ࣮ࣗࢳ
分析化学ᐇ㦂 ᇶ本͇ࡁ͇ࡢ 

 （㸽࠿ࡍࡲ࠸えてࡉ࠾ᇶ本㸪ࡢࡑ）

�

機ჾ分析法の発㐩は化学分析を㌟㏆なものにしてきた。測定⿦⨨にかけれࡤ何がしかの測定್が容

᫆に得られる。その一方で㸪その測定್のᣢつ意࿡を理ゎしないままに㸪測定್が一人Ṍきするとい

ったᠱᛕも㧗まっている。本ࢭッションでは㸪分析್を得るという行Ⅽ㸪すなわち分析化学実㦂にお

いて㸪ᬑẁは見㐣ࡈされがちなᇶ本的な஦㡯についてᨵめて↔点を当てる。ලయ的には㸪何のために㸪

何を㸪どのように分析するのか㸪そして得られた測定್から分析್を⟬出するためにはどんな点に␃

意すべきか㸪といった視点から議論する。 

�

日᫬㸸9 ᭶ 9 日㸦ᅵ㸧13 ᫬ 10 分 㹼 16 ᫬ 40 分 

会場㸸ᮾி理科኱学ⴱ㣭࢟ャンࣃス㸦F 会場㸧 

 

�グラム㸸ࣟࣉ

FS1001   13:10㹼13:50 

実㦂ࣀートの㐺☜な௜け方� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ༓ⴥ኱学� ᑠ⇃� ᖾ一 

FS1002   13:50㹼14:30 

実㦂ჾලの取りᢅい方法� � � � � � � � � � � � � � ᮾி㒔❧⏘業技術研究ࢭンター� ᯘ� ⱥ⏨ 

FS1003   14:30㹼15:10 

ṇしい⁐ᾮ調製法㸪㸫 何をどう取り㸪どう⁐かすか 㸫 

Ᏹ㒔ᐑ኱学኱学㝔ᕤ学研究科� 上ཎ� ఙኵ 

FS1004   15:20㹼16:00 

୙☜かさに័れる� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ⏘業技術⥲合研究ᡤ� ᇛ野� ඞᗈ 

FS1005   16:00㹼16:40 

測定್を分析್にするためのᇶ♏知識� � � � � � � � ᫂ᫍ኱学኱学㝔理ᕤ学研究科� 上本� 㐨ஂ 
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エࢿルࢠー・環境 

 � � �

穏やかな pH 制御によりホウ酸を回収する 

࠙講演␒ྕ3����࠙ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦᭶㸧��㸸��㹼��㸸�� 

࠙講演タイトルࣞ࢟ࠚート㓄఩Ꮚ㸫㝧イ࢜ンಟ㣭ࣁイࣈリッド機能ᶞ⬡によるỈ⁐性࣍ウ素のᤕ

集およࡧ⬺着ᣲື 
� �  
࠙ᴫ要࣍ࠚウ素は科学技術に有用なඖ素であるが㸪その᤼出は健康上のリスクから法つไされて

いる。本研究では㸪௦表的なỈ⁐性࣍ウ素化合物である࣍ウ㓟をຠ⋡よくᤕ集・ᅇ཰するための

リッド機能ᶞ⬡の開発を行った。ᕷ㈍の࣍ウ㓟ᅇ཰ᶞ⬡には࢟ࣞート㓄఩Ꮚがᑟ入されてࣈイࣁ

いるが㸪྾着ᤕ集した࣍ウ㓟をᶞ⬡から外すこと㸦⬺着㸧が㞴しかった。今ᅇのᶞ⬡には࢟ࣞー

ト㓄఩Ꮚに加࠼て㝧イ࢜ン部఩がᑟ入されており㸪これにより S+ �� ௨上での྾着ᤕ集と S+ � ⛬

度での定㔞的⬺着が実⌧された。✜࿴な S+ ไᚚのみで㸪ᅇ཰した࣍ウ㓟と用いたᶞ⬡の୧方が

෌฼用可能となることから㸪環境にඃしいฎ理技術としての発展が期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ⏥༡኱理ᕤ �・᪩኱ඛ㐍理ᕤ ��  

ྐ⪾ᒾ᭶ۑ �・ྂᶫ⋹ዉ �・➉ᒣ知ᚿ �・ᖹ野由ᕼᏊ �・ᮅ見ಇ௓ �・ᮌᮧ⪽ᚿ �

Ⲕᒣ健஧ �・▼ཎᾈ஧ �

රᗜ┴⚄ᡞᕷᮾℿ༊ᒸ本 �����㸪㟁ヰ �7����������㸪LZDWVXNL#FHQWHU�NRQDQ�X�DF�MS

 

� ࣍ウ素㸦%㸧は㸪今日の科学技術にᚲ要୙可Ḟなඖ素のࡦとつであり㸪その฼用価್はᴟめて㧗

い。一方で㸪「࡯う素ཬࡧその化合物」は ���� 年᪋行のᨵṇỈ質ở⃮㜵Ṇ法で有ᐖ物質にᣦ定さ

れ㸪᤼出ᇶ‽が設けられている。したがって㸪ᗫỈ➼にྵまれるỈ⁐性࣍ウ素化合物を㧗ຠ⋡に

分㞳・ᅇ཰する新たな技術の๰出は㸪環境問題のみなら࣍ࡎウ素㈨※の෌฼用のほ点からもᴟめ

て重要である。ᡃ々は㸪新たなỈ⁐性࣍ウ素分㞳・ᅇ཰技術の๰出を目ᣦし㸪Ỉ⁐性の௦表的な

࣍ウ素化合物である࣍ウ㓟と⤖合する࢟ࣞート㓄఩Ꮚと㸪その⤖果として生成する࣍ウ㓟࢟ࣞー

ト㘒య㝜イ࢜ンの㈇㟁Ⲵをᡴちᾘす㝧イ࢜ンの཮方を機能部఩としてᑟ入したࣁイࣈリッド機能

ᶞ⬡を開発し㸪࣍ウ㓟の化学྾着に㛵するᇶ♏検ウを行っている。本発表では㸪ࣁイࣈリッド機

能ᶞ⬡によるỈ⁐ᾮ୰からの࣍ウ㓟のᤕ集㸦྾着㸧およࡧ⬺着ᣲືについて検ウした。 

開発したᶞ⬡のうち㸪⌧ẁ㝵で最も࣍ウ㓟のᤕ集能力が㧗いのは㸪࢟ࣞート㓄఩Ꮚとしてグル

࣑࢝ンㄏᑟయを㸪㝧イ࢜ン部఩としてトリエチルアンࣔࢽウムをᑟ入したᶞ⬡である。このᶞ⬡

は㸪S+ �� ௨上でᕷ㈍の࣍ウ素㝖ཤ用ᶞ⬡に༉ᩛするඃれた࣍ウ㓟のᤕ集能力を♧した。次に㸪

࣍ウ㓟をᤕ集したᶞ⬡について㸪S+ � のỈ⁐ᾮ୰で࣍ウ㓟の⬺着を試みた。その⤖果㸪ࣁイࣈリ

ッド機能ᶞ⬡はࡰ࡯すべての࣍ウ㓟を⬺着したが㸪ᕷ㈍ᶞ⬡では࡯とんど⬺着しなかった。 

௨上の⤖果から㸪ᕷ㈍ᶞ⬡はᖜᗈい S+ 領域で࣍ウ㓟を安定的にᤕ集できる点でඃれているが㸪

⬺着については S+ � ⛬度の᮲௳では㞴しいと考࠼られる。一方㸪本研究のࣁイࣈリッド機能ᶞ⬡

は㸪S+ �㹼�� ⛬度のẚ㍑的✜࿴な S+ ኚ化で࣍ウ㓟のᤕ集と⬺着をไᚚでき㸪さらにᶞ⬡の෌฼

用も可能なことから㸪環境にやさしい新たなỈ⁐性࣍ウ素の分㞳・ᅇ཰用ᶞ⬡としての฼用価್

が期待される。 
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 ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩู≉

�

�㸬分析ᢏ⾡ࡿࡼ࡟௻業ෆ 5	' ᥎㐍࡜ㄢ㢟ゎỴ（⏘業⏺࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ） 

㐣ཤ 3 年にわたり㸪企業における分析化学分野の研究開発を⤂௓してきた。今ᅇは㸪分析ゎ析技術が企業

のࢯリࣗーションに㈉⊩した研究を⤂௓し㸪議論する。 

�㸬ᐃ㔞分析法ࡋ࡜てࡢ 105  （࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏺業⏘）⏝ᛂ࡜⩏ពࡢ

㏆年㸪定㔞性のṇ☜さが向上したことから㸪異なる物質をᇶ‽にṇ☜な定㔞を㎿㏿・⡆౽に行࠼る NMR

の定㔞技術にὀ目が集まっている。そのᛂ用や技術的問題について議論を行う。 

�㸬ࣟࢡ࢖࣐࣭ࣀࢼ化学分析᭱ࡢ๓⥺（ࣟࢡ࢖࣐࣭ࣀࢼ化学分析◊✲᠓ㄯ会） 

の⣽Ꮝを฼用する研究㸪ᑐ㇟そのものࢬサイࣀࢼバイス開発・ᛂ用研究㸪ࢹイクࣟ✵間を用いる࣐・ࣀࢼ

がࣀࢼ・࣐イクࣟサイࢬである研究など㸪ᗈ⠊ᅖのࣀࢼ・࣐イクࣟ化学分析の⌧≧とᑗ᮶について㸪ᚑ᮶

のᯟ組みにとらわれࡎ議論する。 

�㸬ὶࢀ分析法ࡢࡑ࡜㛵㐃ᢏ⾡ࡢ᪂ᒎ㛤（),$ ◊✲᠓ㄯ会） 

ーインジ࢙クション分析法などの流れ分析法と試ᩱの๓ฎ理技術に㛵㐃する研究㸪環境分析や⮫ᗋ検ࣟࣇ

査にᛂ用する研究㸪およࡧこれらの⿦⨨開発研究について議論する。 

�㸬分㞳࣓࢝ࡢ࣒ࢬࢽ๰ᡂ㹼๓ฎ理࡜分㞳᳨ฟࡢ᪂ᒎ㛤㹼 

新しい化学的・物理的分㞳࣓࢝ࢬࢽムの๰成と๓ฎ理や分㞳検出へのᛂ用は㸪㠉新的分析法の㘽をᥱる。

新しい࣓࢝ࢬࢽムの๰成をᣦ向した成果について議論し㸪次ୡ௦分析システムへの展開を目ᣦす。 

�㸬分析化学を࣮ࣜࡿࡍࢻⱝᡭ◊✲⪅࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 

Analytical Sciences.ㄅのᘬ用上఩のⱝ手研究者をᣍ⪸し㸪次ୡ௦を担う分析化学研究を展望する。 

�㸬ࢧࣥࢭ ,R7  （᠓ㄯ会ࢧࣥࢭ化学）ᒎ㛤ྜ⼥ࡢ分析化学࡜

ウエアラࣈル化学ࢭンサ㸪༳ๅ技術ᛂ用ࢹバイス㸪生య IoT 計測㸪㉥外⥺⾑⢾計測に加࠼㸪ࢭンサ IoT を

支࠼るエࢿルࢠー・通ಙ技術➼について㸪当ヱ領域における分析化学の展開について議論する。 

�㸬ᐇヨᩱ࡟ᣮࡴ㟁Ẽ分析化学（㟁Ẽ分析化学◊✲᠓ㄯ会） 

医療㸪環境㸪ᶆ‽物質など㸪実試ᩱ分析を担う㟁Ẽ分析化学の研究に↷‽をあてて議論する。 

�㸬ᮍ᮶を⫱ࡴᬽࡢࡋࡽᏳ඲࣭Ᏻᚰ࡜分析化学（⎔ቃ分析◊✲᠓ㄯ会） 

環境␿学㸪バイ࢜分析㸪非౵く技術㸪⢭度⟶理などさまࡊまな分野の発表を通じて㸪社会がồめる安全・

安心にᑐする分析化学の㈉⊩のあり方を問う。 

��㸬⣽⬊分析ࡢ᪂ᒎ㛤 

⌧ᅾ㸪バイ࢜分析の分野では≉に⣽⬊をターࢤットとした分析技術が非常にὀ目を集めている。この分野

で最ඛ端の研究を実᪋している研究者とともに当ヱ分野の今ᚋの展開について議論する。 

��㸬᭱ඛ➃分㞳化学ࡢࡑ࡜ᛂ⏝ 

ᾮయク࣐ࣟトグラ࢕ࣇーを୰心とする分㞳化学について㸪㧗分㞳能や㧗㑅ᢥ性を実⌧する様々な分㞳場㸪

྾着፹యについて㸪最新の研究を⤂௓する。�
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 � � �

穏やかな pH 制御によりホウ酸を回収する 

࠙講演␒ྕ3����࠙ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦᭶㸧��㸸��㹼��㸸�� 

࠙講演タイトルࣞ࢟ࠚート㓄఩Ꮚ㸫㝧イ࢜ンಟ㣭ࣁイࣈリッド機能ᶞ⬡によるỈ⁐性࣍ウ素のᤕ

集およࡧ⬺着ᣲື 
� �  
࠙ᴫ要࣍ࠚウ素は科学技術に有用なඖ素であるが㸪その᤼出は健康上のリスクから法つไされて

いる。本研究では㸪௦表的なỈ⁐性࣍ウ素化合物である࣍ウ㓟をຠ⋡よくᤕ集・ᅇ཰するための

リッド機能ᶞ⬡の開発を行った。ᕷ㈍の࣍ウ㓟ᅇ཰ᶞ⬡には࢟ࣞート㓄఩Ꮚがᑟ入されてࣈイࣁ

いるが㸪྾着ᤕ集した࣍ウ㓟をᶞ⬡から外すこと㸦⬺着㸧が㞴しかった。今ᅇのᶞ⬡には࢟ࣞー

ト㓄఩Ꮚに加࠼て㝧イ࢜ン部఩がᑟ入されており㸪これにより S+ �� ௨上での྾着ᤕ集と S+ � ⛬

度での定㔞的⬺着が実⌧された。✜࿴な S+ ไᚚのみで㸪ᅇ཰した࣍ウ㓟と用いたᶞ⬡の୧方が

෌฼用可能となることから㸪環境にඃしいฎ理技術としての発展が期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ⏥༡኱理ᕤ �・᪩኱ඛ㐍理ᕤ ��  

ྐ⪾ᒾ᭶ۑ �・ྂᶫ⋹ዉ �・➉ᒣ知ᚿ �・ᖹ野由ᕼᏊ �・ᮅ見ಇ௓ �・ᮌᮧ⪽ᚿ �

Ⲕᒣ健஧ �・▼ཎᾈ஧ �

රᗜ┴⚄ᡞᕷᮾℿ༊ᒸ本 �����㸪㟁ヰ �7����������㸪LZDWVXNL#FHQWHU�NRQDQ�X�DF�MS

 

� ࣍ウ素㸦%㸧は㸪今日の科学技術にᚲ要୙可Ḟなඖ素のࡦとつであり㸪その฼用価್はᴟめて㧗

い。一方で㸪「࡯う素ཬࡧその化合物」は ���� 年᪋行のᨵṇỈ質ở⃮㜵Ṇ法で有ᐖ物質にᣦ定さ

れ㸪᤼出ᇶ‽が設けられている。したがって㸪ᗫỈ➼にྵまれるỈ⁐性࣍ウ素化合物を㧗ຠ⋡に

分㞳・ᅇ཰する新たな技術の๰出は㸪環境問題のみなら࣍ࡎウ素㈨※の෌฼用のほ点からもᴟめ

て重要である。ᡃ々は㸪新たなỈ⁐性࣍ウ素分㞳・ᅇ཰技術の๰出を目ᣦし㸪Ỉ⁐性の௦表的な

࣍ウ素化合物である࣍ウ㓟と⤖合する࢟ࣞート㓄఩Ꮚと㸪その⤖果として生成する࣍ウ㓟࢟ࣞー

ト㘒య㝜イ࢜ンの㈇㟁Ⲵをᡴちᾘす㝧イ࢜ンの཮方を機能部఩としてᑟ入したࣁイࣈリッド機能

ᶞ⬡を開発し㸪࣍ウ㓟の化学྾着に㛵するᇶ♏検ウを行っている。本発表では㸪ࣁイࣈリッド機

能ᶞ⬡によるỈ⁐ᾮ୰からの࣍ウ㓟のᤕ集㸦྾着㸧およࡧ⬺着ᣲືについて検ウした。 

開発したᶞ⬡のうち㸪⌧ẁ㝵で最も࣍ウ㓟のᤕ集能力が㧗いのは㸪࢟ࣞート㓄఩Ꮚとしてグル

࣑࢝ンㄏᑟయを㸪㝧イ࢜ン部఩としてトリエチルアンࣔࢽウムをᑟ入したᶞ⬡である。このᶞ⬡

は㸪S+ �� ௨上でᕷ㈍の࣍ウ素㝖ཤ用ᶞ⬡に༉ᩛするඃれた࣍ウ㓟のᤕ集能力を♧した。次に㸪

࣍ウ㓟をᤕ集したᶞ⬡について㸪S+ � のỈ⁐ᾮ୰で࣍ウ㓟の⬺着を試みた。その⤖果㸪ࣁイࣈリ

ッド機能ᶞ⬡はࡰ࡯すべての࣍ウ㓟を⬺着したが㸪ᕷ㈍ᶞ⬡では࡯とんど⬺着しなかった。 

௨上の⤖果から㸪ᕷ㈍ᶞ⬡はᖜᗈい S+ 領域で࣍ウ㓟を安定的にᤕ集できる点でඃれているが㸪

⬺着については S+ � ⛬度の᮲௳では㞴しいと考࠼られる。一方㸪本研究のࣁイࣈリッド機能ᶞ⬡

は㸪S+ �㹼�� ⛬度のẚ㍑的✜࿴な S+ ኚ化で࣍ウ㓟のᤕ集と⬺着をไᚚでき㸪さらにᶞ⬡の෌฼

用も可能なことから㸪環境にやさしい新たなỈ⁐性࣍ウ素の分㞳・ᅇ཰用ᶞ⬡としての฼用価್

が期待される。 

≉ูシンポジウム 
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 ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩู≉

�

�㸬分析ᢏ⾡ࡿࡼ࡟௻業ෆ 5	' ᥎㐍࡜ㄢ㢟ゎỴ（⏘業⏺࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ） 

㐣ཤ 3 年にわたり㸪企業における分析化学分野の研究開発を⤂௓してきた。今ᅇは㸪分析ゎ析技術が企業

のࢯリࣗーションに㈉⊩した研究を⤂௓し㸪議論する。 

�㸬ᐃ㔞分析法ࡋ࡜てࡢ 105  （࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ⏺業⏘）⏝ᛂ࡜⩏ពࡢ

㏆年㸪定㔞性のṇ☜さが向上したことから㸪異なる物質をᇶ‽にṇ☜な定㔞を㎿㏿・⡆౽に行࠼る NMR

の定㔞技術にὀ目が集まっている。そのᛂ用や技術的問題について議論を行う。 

�㸬ࣟࢡ࢖࣐࣭ࣀࢼ化学分析᭱ࡢ๓⥺（ࣟࢡ࢖࣐࣭ࣀࢼ化学分析◊✲᠓ㄯ会） 

の⣽Ꮝを฼用する研究㸪ᑐ㇟そのものࢬサイࣀࢼバイス開発・ᛂ用研究㸪ࢹイクࣟ✵間を用いる࣐・ࣀࢼ

がࣀࢼ・࣐イクࣟサイࢬである研究など㸪ᗈ⠊ᅖのࣀࢼ・࣐イクࣟ化学分析の⌧≧とᑗ᮶について㸪ᚑ᮶

のᯟ組みにとらわれࡎ議論する。 

�㸬ὶࢀ分析法ࡢࡑ࡜㛵㐃ᢏ⾡ࡢ᪂ᒎ㛤（),$ ◊✲᠓ㄯ会） 

ーインジ࢙クション分析法などの流れ分析法と試ᩱの๓ฎ理技術に㛵㐃する研究㸪環境分析や⮫ᗋ検ࣟࣇ

査にᛂ用する研究㸪およࡧこれらの⿦⨨開発研究について議論する。 

�㸬分㞳࣓࢝ࡢ࣒ࢬࢽ๰ᡂ㹼๓ฎ理࡜分㞳᳨ฟࡢ᪂ᒎ㛤㹼 

新しい化学的・物理的分㞳࣓࢝ࢬࢽムの๰成と๓ฎ理や分㞳検出へのᛂ用は㸪㠉新的分析法の㘽をᥱる。

新しい࣓࢝ࢬࢽムの๰成をᣦ向した成果について議論し㸪次ୡ௦分析システムへの展開を目ᣦす。 

�㸬分析化学を࣮ࣜࡿࡍࢻⱝᡭ◊✲⪅࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 

Analytical Sciences.ㄅのᘬ用上఩のⱝ手研究者をᣍ⪸し㸪次ୡ௦を担う分析化学研究を展望する。 

�㸬ࢧࣥࢭ ,R7  （᠓ㄯ会ࢧࣥࢭ化学）ᒎ㛤ྜ⼥ࡢ分析化学࡜

ウエアラࣈル化学ࢭンサ㸪༳ๅ技術ᛂ用ࢹバイス㸪生య IoT 計測㸪㉥外⥺⾑⢾計測に加࠼㸪ࢭンサ IoT を

支࠼るエࢿルࢠー・通ಙ技術➼について㸪当ヱ領域における分析化学の展開について議論する。 

�㸬ᐇヨᩱ࡟ᣮࡴ㟁Ẽ分析化学（㟁Ẽ分析化学◊✲᠓ㄯ会） 

医療㸪環境㸪ᶆ‽物質など㸪実試ᩱ分析を担う㟁Ẽ分析化学の研究に↷‽をあてて議論する。 

�㸬ᮍ᮶を⫱ࡴᬽࡢࡋࡽᏳ඲࣭Ᏻᚰ࡜分析化学（⎔ቃ分析◊✲᠓ㄯ会） 

環境␿学㸪バイ࢜分析㸪非౵く技術㸪⢭度⟶理などさまࡊまな分野の発表を通じて㸪社会がồめる安全・

安心にᑐする分析化学の㈉⊩のあり方を問う。 

��㸬⣽⬊分析ࡢ᪂ᒎ㛤 

⌧ᅾ㸪バイ࢜分析の分野では≉に⣽⬊をターࢤットとした分析技術が非常にὀ目を集めている。この分野

で最ඛ端の研究を実᪋している研究者とともに当ヱ分野の今ᚋの展開について議論する。 

��㸬᭱ඛ➃分㞳化学ࡢࡑ࡜ᛂ⏝ 

ᾮయク࣐ࣟトグラ࢕ࣇーを୰心とする分㞳化学について㸪㧗分㞳能や㧗㑅ᢥ性を実⌧する様々な分㞳場㸪

྾着፹యについて㸪最新の研究を⤂௓する。�
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 � �� �

䜲䜸䞁ᾮయを⏝䛔䛶䝎䜲䜸䜻䝅䞁㢮をᡭ㝿よ䛟䛿かる 

࠙講演␒ྕ���7࠙/ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚイ࢜ンᾮయをᢳ出፹యとしたᅵተおよࡧᗏ質୰のࢲイ࢜࢟シン類の分析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᅵተやᗏ質にྵまれるࢲイ࢜࢟シン類を分析する㝿のබ定法では㸪トルエン➼の有機⁐

፹による �� ᫬間௨上のࢯックスࣞーᢳ出➼の↹㞧な๓ฎ理がᚲ要となる。本研究では㸪常 でᾮ

యのሷである୙᥹発性のイ࢜ンᾮయをᢳ出⁐፹として用い㸪ᢳ出されたࢲイ࢜࢟シン類を࣊࢟サ

ンに⛣行させるという手㡰を組み合わせ㸪๓ฎ理᧯作の⡆౽化と環境㈇Ⲵのపῶをᅗった。この

方法により㸪බ定法に༉ᩛする性能でのࢲイ࢜࢟シン類分析が㸪より▷᫬間で可能となり㸪また

有機⁐፹の౑用も最ప㝈とすることができた。今ᚋ㸪イ࢜ンᾮయのリサイクルを☜❧することに

より㸪ࢥスト面の問題のゎỴも期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ⚟ᒸ┴保環研 ��  

㓇㇂ᆂ一ۑ �・㧗ᶫᾈྖ �

⚟ᒸ┴ኴᐓᗓᕷ኱Ꮠ向బ野 ��㸪㟁ヰ ������������㸪VDNDWDQL#ILKHV�SUHI�IXNXRND�MS

 

� イ࢜࢟シン類はᙉいẘ性と㧗いṧ␃性をᣢつことから㸪人や生ែ⣔へのᙳ㡪がᠱᛕされていࢲ

る物質である。環境୰にᨺ出されるࢲイ࢜࢟シン類は኱きくῶᑡしたが㸪㐣ཤにᨺ出されたࢲイ

࢜࢟シン類はᅵተやᗏ質୰などにṧ␃している。ᅵተおよࡧᗏ質୰のࢲイ࢜࢟シン類の分析法は

���� 年にබ定法が♧されているものの㸪これらの分析法は↹㞧な᧯作をᚲ要とし㸪㛗᫬間を要す

ることや多㔞の⁐፹を౑用することなどがㄢ題となっている。 
一方㸪イ࢜ンᾮయは㝧イ࢜ンと㝜イ࢜ンのみからなるሷでありながらᐊ ௜㏆でもᾮయとして

Ꮡᅾし㸪⵨Ẽᅽがᴟめてపく㸪㞴⇞性で㸪⇕安定性が㧗いことからప環境㈇Ⲵ物質とされている。

また㸪ᵓ成イ࢜ンの組み合わせによって⁐፹≉性を目的にᛂじて調⠇可能であることからも㸪㏆

年ὀ目されている。 
そこで本研究では㸪ᅵተおよࡧᗏ質試ᩱをᑐ㇟に㸪イ࢜ンᾮయを用いてࢲイ࢜࢟シン類をᢳ出

し㸪分析する方法を開発した。本分析法のࣟࣇーをᅗ 1 に♧す。本分析法は試ᩱにイ࢜ンᾮయを

ῧ加し㸪加⇕しながらࢲイ࢜࢟シン類をᢳ出したᚋ㸪࣊࢟サンで㏫ᢳ出するというシンࣉルなも

のである。㧗分ゎ能࢞スク࣐ࣟトグラࣇ質㔞分析⿦

⨨㸦+5*&�+506㸧による測定を行う๓に⡆༢な⢭

製᧯作をᚲ要とするが㸪分析全యで౑用する⁐፹は

ᑡ㔞のイ࢜ンᾮయと࣊࢟サンのみであり㸪環境への

㈇Ⲵのపῶຠ果が期待できる。また㸪බ定法にẚべ

シンࣉルで㎿㏿な分析が可能であることから㸪ຠ⋡

的な環境┘視యไのᵓ⠏に㈉⊩できるものと考࠼る。

今ᚋはイ࢜ンᾮయの෌฼用についても検ウし㸪より

పࢥストで環境にඃしい分析法のᵓ⠏を目ᣦす。 
ᅗ �� 分析ࣟࣇー 

試料

抽出

逆抽出

精製

測定
（HRGC/HRMS）

リサイクル

イオン液体の回収・再利用

分析

イオン液体

ヘキサン

エࢿルࢠー・環境 

 � �� �

䝯䝏䝹Ỉ㖟᭚㟢ㄪᰝ䛾⢭ᗘ⟶⌮にᙺ❧䛴ᶆ‽≀㉁ 

࠙講演␒ྕ3����࠙ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦᭶㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトル࣓ࠚチルỈ㖟᭚㟢㔞調査のためのẟ㧥ᶆ‽物質の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᆅ⌫つᶍでのỈ㖟ởᰁを㜵Ṇする「Ỉ㖟に㛵するỈಛ᮲⣙」の発ຠにకい㸪開発㏵上国

をྵࡴୡ⏺ྛᆅで࣓チルỈ㖟᭚㟢調査が実᪋される。本研究では㸪人యの࣓チルỈ㖟᭚㟢㔞評価

に有ຠなᣦᶆであるẟ㧥୰Ỉ㖟⃰度の定㔞分析の⢭度⟶理に฼用できるẟ㧥ᶆ‽物質を開発し

た。開発したᶆ‽物質は㸪Ỉ㖟⃰度ཬࡧそのᆒ質性㸪安定性が担保された物質であり㸪分析技能

の評価㸪分析機ჾのᰯṇ➼の⢭度⟶理に有ຠである。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 国Ỉ研 イබ⾗⾨生㝔ࣀࣁ・� �・いであ㸦ᰴ㸧�・ 

国環研 �・ᮾὒ኱ � 

ཎཱྀᾈ一ۑ �・ᆏ本ᓠ⮳ �・ᒣඖ� ᜨ �・ᯇᒣ᫂人 �・'DQJ TKH +XQJ�・㛗ᆏὒග �・

ᒣᕝ� ⲁ �・బ野཭᫓ �・ྜྷỌ� ῟ �

⇃本┴Ỉಛᕷ὾ �������㸪㟁ヰ ������������㸪KDUDJXFKL#QLPG�JR�MS

 

Ỉಛ⑓のබᘧ☜ㄆから⣙༙ୡ⣖を⤒て㸪ᆅ⌫つᶍでのỈ㖟ởᰁを㜵Ṇする「Ỉ㖟に㛵するỈಛ

᮲⣙」が ���7 年 � ᭶に発ຠした。Ỉಛ᮲⣙の⥾⣙国には「ởᰁ≧ἣのᢕᥱ㸦�� ᮲㸪�� ᮲㸧」㸪「Ỉ

㖟ᑐ⟇の計⏬❧案㸦�� ᮲㸧」ཬࡧ「ᑐ⟇の有ຠ性の評価㸦�� ᮲㸧」という⩏ົがあり㸪その実᪋に

は環境㸪野生生物ཬࡧ人యのṇ☜なỈ㖟㔞のᢕᥱが୙可Ḟである。 

ẟ㧥୰Ỉ㖟⃰度は⾑ᾮ୰の࣓チルỈ㖟⃰度と㧗い┦㛵を♧すことが知られているため㸪人యの

࣓チルỈ㖟᭚㟢㔞の評価にはẟ㧥୰のỈ㖟⃰度が有用なᣦᶆになり得る。さらにẟ㧥は౵く性が

పく㸪かつᐊ での保⟶も可能であるため㸪ẟ㧥Ỉ㖟調査は᥇取㸪㍺㏦㸪保⟶がẚ㍑的容᫆に実

᪋できる≉ᚩを有する。 

本研究で開発・作製したᶆ‽物質は㸪化学分析のᇶ‽物質として㸪分析⌧場における⢭度⟶理

のために౑われる。᮲⣙発ຠᚋに開発㏵上国をྵࡴୡ⏺ྛᆅで実᪋される࣓チルỈ㖟᭚㟢調査の

ために㸪Ỉ㖟ࣞベルがపく㸪かつᆒ一性が㧗い製品を目ᣦした。製品の安定性➼を☜ㄆᚋ㸪㡺ᕸ

ண定である。 
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 � �� �

䜲䜸䞁ᾮయを⏝䛔䛶䝎䜲䜸䜻䝅䞁㢮をᡭ㝿よ䛟䛿かる 

࠙講演␒ྕ���7࠙/ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚイ࢜ンᾮయをᢳ出፹యとしたᅵተおよࡧᗏ質୰のࢲイ࢜࢟シン類の分析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᅵተやᗏ質にྵまれるࢲイ࢜࢟シン類を分析する㝿のබ定法では㸪トルエン➼の有機⁐

፹による �� ᫬間௨上のࢯックスࣞーᢳ出➼の↹㞧な๓ฎ理がᚲ要となる。本研究では㸪常 でᾮ

యのሷである୙᥹発性のイ࢜ンᾮయをᢳ出⁐፹として用い㸪ᢳ出されたࢲイ࢜࢟シン類を࣊࢟サ

ンに⛣行させるという手㡰を組み合わせ㸪๓ฎ理᧯作の⡆౽化と環境㈇Ⲵのపῶをᅗった。この

方法により㸪බ定法に༉ᩛする性能でのࢲイ࢜࢟シン類分析が㸪より▷᫬間で可能となり㸪また

有機⁐፹の౑用も最ప㝈とすることができた。今ᚋ㸪イ࢜ンᾮయのリサイクルを☜❧することに

より㸪ࢥスト面の問題のゎỴも期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ⚟ᒸ┴保環研 ��  

㓇㇂ᆂ一ۑ �・㧗ᶫᾈྖ �

⚟ᒸ┴ኴᐓᗓᕷ኱Ꮠ向బ野 ��㸪㟁ヰ ������������㸪VDNDWDQL#ILKHV�SUHI�IXNXRND�MS

 

� イ࢜࢟シン類はᙉいẘ性と㧗いṧ␃性をᣢつことから㸪人や生ែ⣔へのᙳ㡪がᠱᛕされていࢲ

る物質である。環境୰にᨺ出されるࢲイ࢜࢟シン類は኱きくῶᑡしたが㸪㐣ཤにᨺ出されたࢲイ

࢜࢟シン類はᅵተやᗏ質୰などにṧ␃している。ᅵተおよࡧᗏ質୰のࢲイ࢜࢟シン類の分析法は

���� 年にබ定法が♧されているものの㸪これらの分析法は↹㞧な᧯作をᚲ要とし㸪㛗᫬間を要す

ることや多㔞の⁐፹を౑用することなどがㄢ題となっている。 
一方㸪イ࢜ンᾮయは㝧イ࢜ンと㝜イ࢜ンのみからなるሷでありながらᐊ ௜㏆でもᾮయとして

Ꮡᅾし㸪⵨Ẽᅽがᴟめてపく㸪㞴⇞性で㸪⇕安定性が㧗いことからప環境㈇Ⲵ物質とされている。

また㸪ᵓ成イ࢜ンの組み合わせによって⁐፹≉性を目的にᛂじて調⠇可能であることからも㸪㏆

年ὀ目されている。 
そこで本研究では㸪ᅵተおよࡧᗏ質試ᩱをᑐ㇟に㸪イ࢜ンᾮయを用いてࢲイ࢜࢟シン類をᢳ出

し㸪分析する方法を開発した。本分析法のࣟࣇーをᅗ 1 に♧す。本分析法は試ᩱにイ࢜ンᾮయを

ῧ加し㸪加⇕しながらࢲイ࢜࢟シン類をᢳ出したᚋ㸪࣊࢟サンで㏫ᢳ出するというシンࣉルなも

のである。㧗分ゎ能࢞スク࣐ࣟトグラࣇ質㔞分析⿦

⨨㸦+5*&�+506㸧による測定を行う๓に⡆༢な⢭

製᧯作をᚲ要とするが㸪分析全యで౑用する⁐፹は

ᑡ㔞のイ࢜ンᾮయと࣊࢟サンのみであり㸪環境への

㈇Ⲵのపῶຠ果が期待できる。また㸪බ定法にẚべ

シンࣉルで㎿㏿な分析が可能であることから㸪ຠ⋡

的な環境┘視యไのᵓ⠏に㈉⊩できるものと考࠼る。

今ᚋはイ࢜ンᾮయの෌฼用についても検ウし㸪より

పࢥストで環境にඃしい分析法のᵓ⠏を目ᣦす。 
ᅗ �� 分析ࣟࣇー 

試料

抽出

逆抽出

精製

測定
（HRGC/HRMS）

リサイクル

イオン液体の回収・再利用

分析

イオン液体

ヘキサン
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䝯䝏䝹Ỉ㖟᭚㟢ㄪᰝ䛾⢭ᗘ⟶⌮にᙺ❧䛴ᶆ‽≀㉁ 

࠙講演␒ྕ3����࠙ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦᭶㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトル࣓ࠚチルỈ㖟᭚㟢㔞調査のためのẟ㧥ᶆ‽物質の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᆅ⌫つᶍでのỈ㖟ởᰁを㜵Ṇする「Ỉ㖟に㛵するỈಛ᮲⣙」の発ຠにకい㸪開発㏵上国

をྵࡴୡ⏺ྛᆅで࣓チルỈ㖟᭚㟢調査が実᪋される。本研究では㸪人యの࣓チルỈ㖟᭚㟢㔞評価

に有ຠなᣦᶆであるẟ㧥୰Ỉ㖟⃰度の定㔞分析の⢭度⟶理に฼用できるẟ㧥ᶆ‽物質を開発し

た。開発したᶆ‽物質は㸪Ỉ㖟⃰度ཬࡧそのᆒ質性㸪安定性が担保された物質であり㸪分析技能

の評価㸪分析機ჾのᰯṇ➼の⢭度⟶理に有ຠである。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 国Ỉ研 イබ⾗⾨生㝔ࣀࣁ・� �・いであ㸦ᰴ㸧�・ 

国環研 �・ᮾὒ኱ � 

ཎཱྀᾈ一ۑ �・ᆏ本ᓠ⮳ �・ᒣඖ� ᜨ �・ᯇᒣ᫂人 �・'DQJ TKH +XQJ�・㛗ᆏὒග �・

ᒣᕝ� ⲁ �・బ野཭᫓ �・ྜྷỌ� ῟ �

⇃本┴Ỉಛᕷ὾ �������㸪㟁ヰ ������������㸪KDUDJXFKL#QLPG�JR�MS

 

Ỉಛ⑓のබᘧ☜ㄆから⣙༙ୡ⣖を⤒て㸪ᆅ⌫つᶍでのỈ㖟ởᰁを㜵Ṇする「Ỉ㖟に㛵するỈಛ

᮲⣙」が ���7 年 � ᭶に発ຠした。Ỉಛ᮲⣙の⥾⣙国には「ởᰁ≧ἣのᢕᥱ㸦�� ᮲㸪�� ᮲㸧」㸪「Ỉ

㖟ᑐ⟇の計⏬❧案㸦�� ᮲㸧」ཬࡧ「ᑐ⟇の有ຠ性の評価㸦�� ᮲㸧」という⩏ົがあり㸪その実᪋に

は環境㸪野生生物ཬࡧ人యのṇ☜なỈ㖟㔞のᢕᥱが୙可Ḟである。 

ẟ㧥୰Ỉ㖟⃰度は⾑ᾮ୰の࣓チルỈ㖟⃰度と㧗い┦㛵を♧すことが知られているため㸪人యの

࣓チルỈ㖟᭚㟢㔞の評価にはẟ㧥୰のỈ㖟⃰度が有用なᣦᶆになり得る。さらにẟ㧥は౵く性が

పく㸪かつᐊ での保⟶も可能であるため㸪ẟ㧥Ỉ㖟調査は᥇取㸪㍺㏦㸪保⟶がẚ㍑的容᫆に実

᪋できる≉ᚩを有する。 

本研究で開発・作製したᶆ‽物質は㸪化学分析のᇶ‽物質として㸪分析⌧場における⢭度⟶理

のために౑われる。᮲⣙発ຠᚋに開発㏵上国をྵࡴୡ⏺ྛᆅで実᪋される࣓チルỈ㖟᭚㟢調査の

ために㸪Ỉ㖟ࣞベルがపく㸪かつᆒ一性が㧗い製品を目ᣦした。製品の安定性➼を☜ㄆᚋ㸪㡺ᕸ

ண定である。 
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 � �� �

༢⣽⬊⸴㢮に㈗㔠ᒓ䛾ⓑ㔠を回収䛥䛫䛶䠈䝸䝃䜲䜽䝹ά⏝する 

࠙講演␒ྕࠚ<����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ༢⣽⬊⸴類 Chlamydomonas reinhardtii に⵳✚されたⓑ㔠の⺯ග ; ⥺分析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚⓑ㔠㸦ࣉラチࢼ㸧はྛ種のゐ፹としてᕤ業的に重要なඖ素であるが㸪ᇙⶶ㔞がᑡなく㸪

㧗価であることから㸪そのリサイクル技術の☜❧がồめられている。こうした୰で㸪本研究では㸪

༢⣽⬊⸴類の⣽⬊内にⓑ㔠をᅇ཰させる技術開発を目ᣦしており㸪今ᅇは≉に Chlamydomonas 

reinhardtii という⸴類にὀ目し㸪そのⓑ㔠ᅇ཰㔞の評価を行った。なお㸪ここでは分析法として⺯

ග ; ⥺を用いて㸪⸴類⣽⬊を◚ቯせࡎにそのまま計測する方⟇を講じた。その⤖果㸪この⸴類は㸪

≉に⣽⬊の୰心部にⓑ㔠を㧗い⃰度で取り㎸ࡴことが᫂らかになった。今ᚋ㸪⵳✚࣓࢝ࢬࢽムの

ゎ᫂を通じて㸪⸴類によるຠ⋡的なⓑ㔠ᅇ཰が実用化されることが期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾி㟁機኱ᕤ �・⏘⥲研 ��  

すஅᆓᣅᘺۑ �・今ᮧ� ᝆ �・⇃㇂࿴༤ �・保಴᫂Ꮚ �

ᮾி㒔足❧༊༓ఫ᪫⏫ �㸪㟁ヰ ������������㸪KRNXUD#PDLO�GHQGDL�DF�MS

 

� ⓑ㔠は⿦㣭品などに用いられているが㸪ᕤ業的には⮬ື㌴᤼࢞スのί化に฼用されるゐ፹とし

ての㟂要がもっとも኱きい。್ẁが非常に㧗価でᇙⶶ㔞にも㝈りがあることからⓑ㔠リサイクル

の技術開発はႚ⥭のㄢ題である。㏆年㸪᳜物を฼用した㔠ᒓᅇ཰技術͆࢓ࣇイト࣐イࢽング͇が

పࢥストの環境にやさしい技術としてὀ目を集めている。そこでᡃ々は㸪༢⣽⬊⸴類を用いて様々

な有用࣓タルのᅇ཰方法の検ウを行っている。今ᅇは㸪ⓑ㔠を⵳✚した⸴類⣽⬊を㸪㓟分ゎする

ことなく㸪⺯ග ; ⥺分析⿦⨨で非◚ቯ定㔞し㸪༢⣽⬊⸴類におけるⓑ㔠の⵳✚能について評価を

行った。 

内でᇵ㣴した༢⣽⬊⸴類ࢥラスࣇ Chlamydomonas reinhardtii に㸪ሷ化ⓑ㔠㓟⁐ᾮ�>3W@   ��� SSP�

をῧ加し㸪一定᫬間᣺とうした。そのᚋ㸪⸴類⣽⬊を෾⤖஝⇱し㸪ⓑ㔠 /Į ⥺㸦���� NH9㸧を฼用

して検㔞⥺法で定㔞した。その⤖果㸪ⓑ㔠をῧ加して � 日ᚋには㸪༢⣽⬊⸴類は஝⇱質㔞あたり

����� SSP ものⓑ㔠を⵳✚することが♧された。そのᚋもⓑ㔠の取り㎸みは⦆やかに㐍行し㸪� 㐌

間⤒㐣ᚋも⵳✚㔞の増加が見られた。一方㸪ᨺᑕග ; ⥺࣐イクࣟࣅームを用いた⣽⬊の ;5) イ࣓

ージングの⤖果から㸪ⓑ㔠は⣽⬊表面ではなく

⣽⬊の୰心௜㏆にᏑᅾしていると᥎定された。 

� ௨上のように㸪ⓑ㔠は༢⣽⬊⸴類 C. reinhardtii

の⣽⬊内部において㧗⃰度に⵳✚されることが

♧された。今ᚋはよりヲ⣽な⵳✚࣓࢝ࢬࢽムの

ゎ᫂を行い㸪ⓑ㔠リサイクルのための㧗ຠ⋡な

ᅇ཰技術の開発を目ᣦす。 

ᅗ ��༢⣽⬊⸴類 Chlamydomonas reinhardtii
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 � �� �

⡿୰䛾䜹䝗䝭ウ䝮䛸ᙉ䛟⤖ྜする䝍䞁䝟䜽㉁ 

࠙講演␒ྕ3����࠙ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦᭶㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ食品୰の⡿における࢝ド࣑ウムの化学ᙧែ 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⡿にྵまれる࢝ド࣑ウム⃰度は㸪食の安全のほ点から常᫬┘視すべき㡯目である。しか

し㸪⡿୰の࢝ド࣑ウムの化学ᙧែについてはẘ性の点から重要であるにも㛵わらࡎ㸪୙᫂な点が

多く㸪࢝ド࣑ウムと⤖合する分Ꮚについても᫂らかでなかった。本研究では㸪分㞳分析法を㥑౑

して⡿୰から࢝ド࣑ウムとᙉく⤖合する≉定のタンࣃク質を見出した。また㸪このタンࣃク質を

作る㑇ఏᏊがḞᦆしたイࢿでは㸪⡿への࢝ド࣑ウムの取り㎸みがᢚไされることがわかった。こ

の研究は㸪࢝ド࣑ウムリスクのṇ☜な評価やప࢝ド࣑ウム⡿の作出に㈉⊩が期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ኱㝔㎰ �・㡰ኳᇽ኱医 �・ΎἨዪᏊ኱ �・ᨺ㏦኱ᩍ㣴 � 

㝞� ჆上 �・ᯇᕝᓅஂ �・⠛ཎཌᏊ �・஭ᮧ♸ᕫ �・ྜྷᮧᝋ㑻 㕥ᮌ㐨生ۑ・��� �

ᮾி㒔ᩥி༊ᘺ生 �����㸪㟁ヰ ������������㸪DPLFKLZR#PDLO�HFF�X�WRN\R�DF�MS

 

� ᳜物は生⫱のためにᚲ㡲な㔠ᒓを྾཰する一方で㸪生⫱にᐖのある重㔠ᒓも取り㎸んでしまう。

これまでの研究から᳜物య内で生合成される種々の⤖合物質が重㔠ᒓの↓ẘ化に㛵与しているこ

とが♧၀されている。㧗➼᳜物のなかでも࣓ࢥは࢝ド࣑ウムを㧗⃰度に⵳✚する≉ᚩがあること

が知られている。࣓ࢥの࢝ド࣑ウムởᰁは㸪㐣ཤにも富ᒣ┴のイタイイタイ⑓㸪ྎ‴᱈ᅬ┴の࢝

ド࣑ウム⡿஦௳などの῝้な社会問題を生じている。しかし㸪࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウムの化学ᙧែに

ついては୙᫂なことが多く㸪࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウム⤖合分Ꮚについても᫂らかになっていない。�

� 私㐩のグルーࣉでは࣐ウスを用いた実㦂により㸪⤒ཱྀᦤ取᫬において࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウムが༢

なる↓機࢝ド࣑ウムよりもయ内に取り㎸まれるഴ向にあることを᫂らかにした。このことは㸪ࢥ

࣓୰の࢝ド࣑ウムが⭠⟶⣽⬊に取り㎸まれ᫆い化学ᙧែになっていることを♧၀するものである。

そこで㸪࣓ࢥ୰において࢝ド࣑ウムと≉異的に⤖合する成分について㸪ポスト࢝ラム࢟ࣞーター

法およࡧアࢽ࢕ࣇテ࢝࢕ラムク࣐ࣟトグラ࢕ࣇーにより᥈⣴を行い㸪࣓ࢥ୰から࢝ド࣑ウムの⤖

合に㛵与する≉定のタンࣃク質を見出すことに成ຌした。

このタンࣃク質の機能ゎ析を行うため㸪኱⭠⳦を用いて組

み換࠼యタンࣃク質を኱㔞に調製し㸪࢝ ド࣑ウム⤖合活性

を☜ㄆしたところ㸪࢝ ド࣑ウムにᑐしᙉい⤖合活性がある

ことがุ᫂した。また㸪このタンࣃク質の㑇ఏᏊをḞᦆし

たイࢿのኚ異ᰴを用いた実㦂では㸪࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウムの

取り㎸みがᢚ࠼られるという⤖果が得られた。�

� ௨上のような研究は㸪ⓑ⡿の࢝ド࣑ウムリスクのṇ☜な

評価を行うことにつながり㸪またప࢝ド࣑ウム⡿の作出に

㈉⊩出᮶ると考࠼られる。�
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エࢿルࢠー・環境 

 � �� �

༢⣽⬊⸴㢮に㈗㔠ᒓ䛾ⓑ㔠を回収䛥䛫䛶䠈䝸䝃䜲䜽䝹ά⏝する 

࠙講演␒ྕࠚ<����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ༢⣽⬊⸴類 Chlamydomonas reinhardtii に⵳✚されたⓑ㔠の⺯ග ; ⥺分析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚⓑ㔠㸦ࣉラチࢼ㸧はྛ種のゐ፹としてᕤ業的に重要なඖ素であるが㸪ᇙⶶ㔞がᑡなく㸪

㧗価であることから㸪そのリサイクル技術の☜❧がồめられている。こうした୰で㸪本研究では㸪

༢⣽⬊⸴類の⣽⬊内にⓑ㔠をᅇ཰させる技術開発を目ᣦしており㸪今ᅇは≉に Chlamydomonas 

reinhardtii という⸴類にὀ目し㸪そのⓑ㔠ᅇ཰㔞の評価を行った。なお㸪ここでは分析法として⺯

ග ; ⥺を用いて㸪⸴類⣽⬊を◚ቯせࡎにそのまま計測する方⟇を講じた。その⤖果㸪この⸴類は㸪

≉に⣽⬊の୰心部にⓑ㔠を㧗い⃰度で取り㎸ࡴことが᫂らかになった。今ᚋ㸪⵳✚࣓࢝ࢬࢽムの

ゎ᫂を通じて㸪⸴類によるຠ⋡的なⓑ㔠ᅇ཰が実用化されることが期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾி㟁機኱ᕤ �・⏘⥲研 ��  

すஅᆓᣅᘺۑ �・今ᮧ� ᝆ �・⇃㇂࿴༤ �・保಴᫂Ꮚ �

ᮾி㒔足❧༊༓ఫ᪫⏫ �㸪㟁ヰ ������������㸪KRNXUD#PDLO�GHQGDL�DF�MS

 

� ⓑ㔠は⿦㣭品などに用いられているが㸪ᕤ業的には⮬ື㌴᤼࢞スのί化に฼用されるゐ፹とし

ての㟂要がもっとも኱きい。್ẁが非常に㧗価でᇙⶶ㔞にも㝈りがあることからⓑ㔠リサイクル

の技術開発はႚ⥭のㄢ題である。㏆年㸪᳜物を฼用した㔠ᒓᅇ཰技術͆࢓ࣇイト࣐イࢽング͇が

పࢥストの環境にやさしい技術としてὀ目を集めている。そこでᡃ々は㸪༢⣽⬊⸴類を用いて様々

な有用࣓タルのᅇ཰方法の検ウを行っている。今ᅇは㸪ⓑ㔠を⵳✚した⸴類⣽⬊を㸪㓟分ゎする

ことなく㸪⺯ග ; ⥺分析⿦⨨で非◚ቯ定㔞し㸪༢⣽⬊⸴類におけるⓑ㔠の⵳✚能について評価を

行った。 

内でᇵ㣴した༢⣽⬊⸴類ࢥラスࣇ Chlamydomonas reinhardtii に㸪ሷ化ⓑ㔠㓟⁐ᾮ�>3W@   ��� SSP�

をῧ加し㸪一定᫬間᣺とうした。そのᚋ㸪⸴類⣽⬊を෾⤖஝⇱し㸪ⓑ㔠 /Į ⥺㸦���� NH9㸧を฼用

して検㔞⥺法で定㔞した。その⤖果㸪ⓑ㔠をῧ加して � 日ᚋには㸪༢⣽⬊⸴類は஝⇱質㔞あたり

����� SSP ものⓑ㔠を⵳✚することが♧された。そのᚋもⓑ㔠の取り㎸みは⦆やかに㐍行し㸪� 㐌

間⤒㐣ᚋも⵳✚㔞の増加が見られた。一方㸪ᨺᑕග ; ⥺࣐イクࣟࣅームを用いた⣽⬊の ;5) イ࣓

ージングの⤖果から㸪ⓑ㔠は⣽⬊表面ではなく

⣽⬊の୰心௜㏆にᏑᅾしていると᥎定された。 

� ௨上のように㸪ⓑ㔠は༢⣽⬊⸴類 C. reinhardtii

の⣽⬊内部において㧗⃰度に⵳✚されることが

♧された。今ᚋはよりヲ⣽な⵳✚࣓࢝ࢬࢽムの

ゎ᫂を行い㸪ⓑ㔠リサイクルのための㧗ຠ⋡な

ᅇ཰技術の開発を目ᣦす。 

ᅗ ��༢⣽⬊⸴類 Chlamydomonas reinhardtii

エࢿルࢠー・環境 

 � �� �

⡿୰䛾䜹䝗䝭ウ䝮䛸ᙉ䛟⤖ྜする䝍䞁䝟䜽㉁ 

࠙講演␒ྕ3����࠙ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦᭶㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ食品୰の⡿における࢝ド࣑ウムの化学ᙧែ 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⡿にྵまれる࢝ド࣑ウム⃰度は㸪食の安全のほ点から常᫬┘視すべき㡯目である。しか

し㸪⡿୰の࢝ド࣑ウムの化学ᙧែについてはẘ性の点から重要であるにも㛵わらࡎ㸪୙᫂な点が

多く㸪࢝ド࣑ウムと⤖合する分Ꮚについても᫂らかでなかった。本研究では㸪分㞳分析法を㥑౑

して⡿୰から࢝ド࣑ウムとᙉく⤖合する≉定のタンࣃク質を見出した。また㸪このタンࣃク質を

作る㑇ఏᏊがḞᦆしたイࢿでは㸪⡿への࢝ド࣑ウムの取り㎸みがᢚไされることがわかった。こ

の研究は㸪࢝ド࣑ウムリスクのṇ☜な評価やప࢝ド࣑ウム⡿の作出に㈉⊩が期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ኱㝔㎰ �・㡰ኳᇽ኱医 �・ΎἨዪᏊ኱ �・ᨺ㏦኱ᩍ㣴 � 

㝞� ჆上 �・ᯇᕝᓅஂ �・⠛ཎཌᏊ �・஭ᮧ♸ᕫ �・ྜྷᮧᝋ㑻 㕥ᮌ㐨生ۑ・��� �

ᮾி㒔ᩥி༊ᘺ生 �����㸪㟁ヰ ������������㸪DPLFKLZR#PDLO�HFF�X�WRN\R�DF�MS

 

� ᳜物は生⫱のためにᚲ㡲な㔠ᒓを྾཰する一方で㸪生⫱にᐖのある重㔠ᒓも取り㎸んでしまう。

これまでの研究から᳜物య内で生合成される種々の⤖合物質が重㔠ᒓの↓ẘ化に㛵与しているこ

とが♧၀されている。㧗➼᳜物のなかでも࣓ࢥは࢝ド࣑ウムを㧗⃰度に⵳✚する≉ᚩがあること

が知られている。࣓ࢥの࢝ド࣑ウムởᰁは㸪㐣ཤにも富ᒣ┴のイタイイタイ⑓㸪ྎ‴᱈ᅬ┴の࢝

ド࣑ウム⡿஦௳などの῝้な社会問題を生じている。しかし㸪࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウムの化学ᙧែに

ついては୙᫂なことが多く㸪࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウム⤖合分Ꮚについても᫂らかになっていない。�

� 私㐩のグルーࣉでは࣐ウスを用いた実㦂により㸪⤒ཱྀᦤ取᫬において࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウムが༢

なる↓機࢝ド࣑ウムよりもయ内に取り㎸まれるഴ向にあることを᫂らかにした。このことは㸪ࢥ

࣓୰の࢝ド࣑ウムが⭠⟶⣽⬊に取り㎸まれ᫆い化学ᙧែになっていることを♧၀するものである。

そこで㸪࣓ࢥ୰において࢝ド࣑ウムと≉異的に⤖合する成分について㸪ポスト࢝ラム࢟ࣞーター

法およࡧアࢽ࢕ࣇテ࢝࢕ラムク࣐ࣟトグラ࢕ࣇーにより᥈⣴を行い㸪࣓ࢥ୰から࢝ド࣑ウムの⤖

合に㛵与する≉定のタンࣃク質を見出すことに成ຌした。

このタンࣃク質の機能ゎ析を行うため㸪኱⭠⳦を用いて組

み換࠼యタンࣃク質を኱㔞に調製し㸪࢝ ド࣑ウム⤖合活性

を☜ㄆしたところ㸪࢝ ド࣑ウムにᑐしᙉい⤖合活性がある

ことがุ᫂した。また㸪このタンࣃク質の㑇ఏᏊをḞᦆし

たイࢿのኚ異ᰴを用いた実㦂では㸪࣓ࢥ୰の࢝ド࣑ウムの

取り㎸みがᢚ࠼られるという⤖果が得られた。�

� ௨上のような研究は㸪ⓑ⡿の࢝ド࣑ウムリスクのṇ☜な

評価を行うことにつながり㸪またప࢝ド࣑ウム⡿の作出に

㈉⊩出᮶ると考࠼られる。�
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医療・生࿨ 

 � �� �

⾑⟶䛾㞴⑓や⾑ᾮ⣽⬊Ⓨ⏕䝰䝕䝹䛾ᑠᆺᐇ㦂ᐊをసᡂする 

࠙講演␒ྕ6����࠙-ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ生య環境をᶍೌした⾑⟶࣐イクࣟ実㦂ᐊのᵓ⠏ 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᚤ⣽な流㊰をᣢつ࣐イクࣟࢹバイス内で⣽⬊をᇵ㣴することで㸪⣽⬊の生理的機能をよ

り生య内に㏆い≧ែに⥔ᣢし㸪ᚤᑠな⮚ჾのࣔࢹルをᵓ⠏する試みが㏆年発展している。本発表

では㸪⣽⬊への流れ่⃭の㈇Ⲵやఙ展่⃭と⣽⬊ᛂ⟅の㛵ಀを見るࢹバイスを⫵㧗⾑ᅽや⾑ᾮ⣽

⬊⏘生のࣔࢹルへ展開した౛を⤂௓する。生య環境をᶍೌした⾑⟶࣐イクࣟࢹバイスの技術は㸪

⾑⟶が㛵与する⑌ᝈや⾑⟶や⾑ᾮ⣽⬊の分化の機ᗎを生理学的な面から考࠼る⣒ཱྀを与࠼㸪新つ

の἞療法の開発や組⧊ᕤ学の分野にも㈉⊩できるものと考࠼ている。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 日ዪ኱理�  

బ⸨㤶ᯞۑ

ᮾி㒔ᩥி༊目ⓑྎ �����㸪㟁ヰ ������������㸪VDWRXN#IF�MZX�DF�MS

 

ᚤ⣽な流㊰をᣢつ࣐イクࣟࢹバイス内で⣽⬊をᇵ㣴することで㸪⣽⬊の生理的機能をより

生య内に㏆い≧ែに⥔ᣢし㸪ᚤᑠな⮚ჾのࣔࢹルをᵓ⠏する OUJDQ�RQ�D�FKLS㸦⮚ჾチッࣉ㸧

と࿧ࡤれる試みが㏆年発展している。࣐イクࣟࢹバイスでは㸪ᰤ㣴成分を㏦ᾮしながらのᇵ

㣴や⣽⬊にఙ展่⃭㈇Ⲵが可能なことに着目し㸪当研究ᐊでは⾑⟶やリンࣃ⟶などのࣔࢹル

を作る実㦂を行っている。本発表では㸪⣽⬊への流れ่⃭の㈇Ⲵやఙ展่⃭と⣽⬊ᛂ⟅の㛵

ಀを見るࢹバイスを⫵㧗⾑ᅽや⾑ᾮ⣽⬊⏘生のࣔࢹルへ展開した౛を⤂௓する。 

⫵㧗⾑ᅽは㸪⫵⾑⟶の異常な⣽⬊増Ṫがཎᅉで㸪⾑ᾮが流れにくくなり⾑ᅽが上᪼し心⮚

に㈇Ⲵがかかる㞴⑓である。最㏆の研究で⾑⟶のᣑᙇとఙ⦰が⑌⑓の㐍行に㛵ಀする可能性

が♧၀されている。そこで㸪⣽⬊へ流れやఙ展่⃭を与࠼るࢹバイスの୰で⫵の⾑⟶ᖹ⁥➽

⣽⬊をᇵ㣴した。่⃭により⣽⬊は増Ṫする様Ꮚが見られ㸪増Ṫに㛵わる㑇ఏᏊの㌿෗㔞も

増加し㸪௬ㄝを⿬௜ける⤖果が得られた。一方㸪⾑ᾮ⣽⬊の※である㐀⾑ᖿ⣽⬊・㐀⾑๓㥑

⣽⬊の発生には㸪心⮚のᢿືや⾑流の㛵与が知られている。この機ᵓを調べるには⾑⟶の環

境をᶍᨃするᇵ㣴法のᵓ⠏がᚲ要である。そこでࢹバイス内で࣐ウス (6 ⣽⬊から⾑ᾮ⣽⬊へ

の分化ㄏᑟを試みた。⣽⬊にఙ展่⃭を与࠼ながら

ᇵ㣴すると㟼⨨᮲௳よりも⾑ᾮ⣽⬊数が増࠼㸪ఙ展

่⃭の重要性が☜ㄆできた。 

生య環境をᶍೌした⾑⟶࣐イクࣟࢹバイスの技術

は㸪⾑⟶が㛵与する⑌ᝈや⾑⟶や⾑ᾮ⣽⬊の分化の

機ᗎを生理学的な面から考࠼る⣒ཱྀを与࠼㸪新つの

἞療法の開発や組⧊ᕤ学の分野にも㈉⊩できるもの

と考࠼ている。 

医療・生࿨ 

 � �� �

ᢞ୚๓に⸆䛸䛜䜣䛸䛾┦ᛶを▱る䛯䜑䛾㧗ឤᗘなᡭἲを㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚ)����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚがんࢥン࢜ࢽࣃンデ断のためのࣟࣇーサイト࣓トリー増ឤ法 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ同じがんでも㸪ಶ々のᝈ者によって⸆との┦性があり㸪最㐺の⸆やそのᢞ与ࣟࣉグラム

がある。౛ࡤ࠼㸪⸆にᑐする≉定のᝈ者のឤཷ性によっては㸪⸆が多㐣ࡂれࡤ๪作用を㉳こし㸪

ᑡなけれࡤ἞療のタイ࣑ングを㐓してしまう。ࣟࣇーサイト࣓トリーは⣽⬊を一つࡎつ࢝ウント

する定㔞性にඃれた手法であるが㸪⸆๣との┦性をỴ定する⣽⬊表面のタンࣃク㔞が多くないた

め㸪ឤ度のᨵၿが望まれていた。講演者らは㸪あらたに⺯ග性の⭷アン࢝ーᇶ質を開発し㸪これ

を㓝素ᶆ識ᢠయと組み合わせて⣽⬊をฎ理することでシグࢼルを増ᖜすることに成ຌした。すな

わち㸪㓝素཯ᛂにより⭷アン࢝ーᇶ質のぶỈᇶ部分が次々と⧞り㏉しษりⴠとされる。཯ᛂᚋの

⭷アン࢝ーᇶ質は␯Ỉ性が増し㸪⣽⬊⭷をຠ⋡的に㏱㐣して⣽⬊全యをᰁめることができる。こ

のᇶ質にはẘ性もᑡなく㸪౑用ᚋの⣽⬊はᇵ㣴することも可能であった。⡆౽で㧗ឤ度ながんの

 。ンデ断技術としてたいへん期待される࢜ࢽࣃンࢥ
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ஑኱㝔ᕤ �・஑኱ඛ端医療イࣀベࢭ �・ 

஑኱ᮍ᮶化学ࢭ �・ ஑኱分Ꮚシステムࢭ �・ &<&8� TDLZDQ� 

ᒣెᶞ∦ۑ ���������・Ⓩ� ㈗ಙ �・⚄野健ኴ �・ᓊᮧ㢧ᗈ ���・᳃� 健 ���

⚟ᒸᕷす༊ඖᒸ 7��� 㟁ヰ ������������� \NDWDWFP#PDLO�FVWP�N\XVKX�X�DF�MS

 

� ㏆年㸪ᢠయ医⸆を୰心とする分Ꮚᶆ的⸆がὀ目されているが㸪これらの⸆はᶆ的とする分Ꮚが

一定௨上Ꮡᅾしないとຠ果が期待できない。そこで㸪ᢞ⸆までにはಶ々のᝈ者のがんにその⸆が

有ຠかどうかを調べるࢥン࢜ࢽࣃンデ断がᚲ要である。ところが⌧ᅾ㸪有ຠな方法がないため㸪

実㝿にはຠ果が期待できないᝈ者にもᢞ⸆され㸪ዌຌ⋡は非常にపくなっており㸪⭾኱な医療㈝

と๪作用が問題となっている。がんの性質を知るには㸪⸆物のᶆ的である⣽⬊表面のタンࣃク質

㸦⭷ᢠཎ㸧の㔞をṇ☜に知ることが重要である。ᢠయに⺯ගᶆ識して⣽⬊表面のᶆ的⭷ᢠཎに⤖

合し㸪⣽⬊を一つࡎつ流しながら⺯ගᙉ度を測定するࣟࣇーサイト࣓トリー㸦)&0㸧は㸪最も㐺

した方法であるが㸪ṧᛕながら⣽⬊の⮬ᐙ⺯ගのため㸪ᶆ的分Ꮚが㸯୓分Ꮚ௨上発⌧していなけ

れࡤ測定できない。一方㸪⭷ᢠཎの࡯とんどは発⌧㔞が

����� 分Ꮚ௨ୗであり㸪⌧≧ではこの方法は㐺用できない

でいる。)&0 を増ឤできれࡤこの問題はゎỴするが㸪)&0

の増ឤは㞴᫆度が㧗くୡ⏺的にも実用的なものは↓い。今

ᅇ㸪⊂⮬の⺯ගࣟࣉーࣈ法を設計してこれを可能にし㸪ᚑ

᮶法では検出୙可能な࣐ー࢝ーも検出できるようになっ

た。⏬期的なデ断法に⧅がると期待できる。 
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⾑⟶䛾㞴⑓や⾑ᾮ⣽⬊Ⓨ⏕䝰䝕䝹䛾ᑠᆺᐇ㦂ᐊをసᡂする 

࠙講演␒ྕ6����࠙-ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ生య環境をᶍೌした⾑⟶࣐イクࣟ実㦂ᐊのᵓ⠏ 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᚤ⣽な流㊰をᣢつ࣐イクࣟࢹバイス内で⣽⬊をᇵ㣴することで㸪⣽⬊の生理的機能をよ

り生య内に㏆い≧ែに⥔ᣢし㸪ᚤᑠな⮚ჾのࣔࢹルをᵓ⠏する試みが㏆年発展している。本発表

では㸪⣽⬊への流れ่⃭の㈇Ⲵやఙ展่⃭と⣽⬊ᛂ⟅の㛵ಀを見るࢹバイスを⫵㧗⾑ᅽや⾑ᾮ⣽

⬊⏘生のࣔࢹルへ展開した౛を⤂௓する。生య環境をᶍೌした⾑⟶࣐イクࣟࢹバイスの技術は㸪

⾑⟶が㛵与する⑌ᝈや⾑⟶や⾑ᾮ⣽⬊の分化の機ᗎを生理学的な面から考࠼る⣒ཱྀを与࠼㸪新つ

の἞療法の開発や組⧊ᕤ学の分野にも㈉⊩できるものと考࠼ている。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 日ዪ኱理�  

బ⸨㤶ᯞۑ

ᮾி㒔ᩥி༊目ⓑྎ �����㸪㟁ヰ ������������㸪VDWRXN#IF�MZX�DF�MS

 

ᚤ⣽な流㊰をᣢつ࣐イクࣟࢹバイス内で⣽⬊をᇵ㣴することで㸪⣽⬊の生理的機能をより

生య内に㏆い≧ែに⥔ᣢし㸪ᚤᑠな⮚ჾのࣔࢹルをᵓ⠏する OUJDQ�RQ�D�FKLS㸦⮚ჾチッࣉ㸧

と࿧ࡤれる試みが㏆年発展している。࣐イクࣟࢹバイスでは㸪ᰤ㣴成分を㏦ᾮしながらのᇵ

㣴や⣽⬊にఙ展่⃭㈇Ⲵが可能なことに着目し㸪当研究ᐊでは⾑⟶やリンࣃ⟶などのࣔࢹル

を作る実㦂を行っている。本発表では㸪⣽⬊への流れ่⃭の㈇Ⲵやఙ展่⃭と⣽⬊ᛂ⟅の㛵

ಀを見るࢹバイスを⫵㧗⾑ᅽや⾑ᾮ⣽⬊⏘生のࣔࢹルへ展開した౛を⤂௓する。 

⫵㧗⾑ᅽは㸪⫵⾑⟶の異常な⣽⬊増Ṫがཎᅉで㸪⾑ᾮが流れにくくなり⾑ᅽが上᪼し心⮚

に㈇Ⲵがかかる㞴⑓である。最㏆の研究で⾑⟶のᣑᙇとఙ⦰が⑌⑓の㐍行に㛵ಀする可能性

が♧၀されている。そこで㸪⣽⬊へ流れやఙ展่⃭を与࠼るࢹバイスの୰で⫵の⾑⟶ᖹ⁥➽

⣽⬊をᇵ㣴した。่⃭により⣽⬊は増Ṫする様Ꮚが見られ㸪増Ṫに㛵わる㑇ఏᏊの㌿෗㔞も

増加し㸪௬ㄝを⿬௜ける⤖果が得られた。一方㸪⾑ᾮ⣽⬊の※である㐀⾑ᖿ⣽⬊・㐀⾑๓㥑

⣽⬊の発生には㸪心⮚のᢿືや⾑流の㛵与が知られている。この機ᵓを調べるには⾑⟶の環

境をᶍᨃするᇵ㣴法のᵓ⠏がᚲ要である。そこでࢹバイス内で࣐ウス (6 ⣽⬊から⾑ᾮ⣽⬊へ

の分化ㄏᑟを試みた。⣽⬊にఙ展่⃭を与࠼ながら

ᇵ㣴すると㟼⨨᮲௳よりも⾑ᾮ⣽⬊数が増࠼㸪ఙ展

่⃭の重要性が☜ㄆできた。 

生య環境をᶍೌした⾑⟶࣐イクࣟࢹバイスの技術

は㸪⾑⟶が㛵与する⑌ᝈや⾑⟶や⾑ᾮ⣽⬊の分化の

機ᗎを生理学的な面から考࠼る⣒ཱྀを与࠼㸪新つの

἞療法の開発や組⧊ᕤ学の分野にも㈉⊩できるもの

と考࠼ている。 
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ᢞ୚๓に⸆䛸䛜䜣䛸䛾┦ᛶを▱る䛯䜑䛾㧗ឤᗘなᡭἲを㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚ)����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚがんࢥン࢜ࢽࣃンデ断のためのࣟࣇーサイト࣓トリー増ឤ法 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ同じがんでも㸪ಶ々のᝈ者によって⸆との┦性があり㸪最㐺の⸆やそのᢞ与ࣟࣉグラム

がある。౛ࡤ࠼㸪⸆にᑐする≉定のᝈ者のឤཷ性によっては㸪⸆が多㐣ࡂれࡤ๪作用を㉳こし㸪

ᑡなけれࡤ἞療のタイ࣑ングを㐓してしまう。ࣟࣇーサイト࣓トリーは⣽⬊を一つࡎつ࢝ウント

する定㔞性にඃれた手法であるが㸪⸆๣との┦性をỴ定する⣽⬊表面のタンࣃク㔞が多くないた

め㸪ឤ度のᨵၿが望まれていた。講演者らは㸪あらたに⺯ග性の⭷アン࢝ーᇶ質を開発し㸪これ

を㓝素ᶆ識ᢠయと組み合わせて⣽⬊をฎ理することでシグࢼルを増ᖜすることに成ຌした。すな

わち㸪㓝素཯ᛂにより⭷アン࢝ーᇶ質のぶỈᇶ部分が次々と⧞り㏉しษりⴠとされる。཯ᛂᚋの

⭷アン࢝ーᇶ質は␯Ỉ性が増し㸪⣽⬊⭷をຠ⋡的に㏱㐣して⣽⬊全యをᰁめることができる。こ

のᇶ質にはẘ性もᑡなく㸪౑用ᚋの⣽⬊はᇵ㣴することも可能であった。⡆౽で㧗ឤ度ながんの

 。ンデ断技術としてたいへん期待される࢜ࢽࣃンࢥ
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ஑኱㝔ᕤ �・஑኱ඛ端医療イࣀベࢭ �・ 

஑኱ᮍ᮶化学ࢭ �・ ஑኱分Ꮚシステムࢭ �・ &<&8� TDLZDQ� 

ᒣెᶞ∦ۑ ���������・Ⓩ� ㈗ಙ �・⚄野健ኴ �・ᓊᮧ㢧ᗈ ���・᳃� 健 ���

⚟ᒸᕷす༊ඖᒸ 7��� 㟁ヰ ������������� \NDWDWFP#PDLO�FVWP�N\XVKX�X�DF�MS

 

� ㏆年㸪ᢠయ医⸆を୰心とする分Ꮚᶆ的⸆がὀ目されているが㸪これらの⸆はᶆ的とする分Ꮚが

一定௨上Ꮡᅾしないとຠ果が期待できない。そこで㸪ᢞ⸆までにはಶ々のᝈ者のがんにその⸆が

有ຠかどうかを調べるࢥン࢜ࢽࣃンデ断がᚲ要である。ところが⌧ᅾ㸪有ຠな方法がないため㸪

実㝿にはຠ果が期待できないᝈ者にもᢞ⸆され㸪ዌຌ⋡は非常にపくなっており㸪⭾኱な医療㈝

と๪作用が問題となっている。がんの性質を知るには㸪⸆物のᶆ的である⣽⬊表面のタンࣃク質

㸦⭷ᢠཎ㸧の㔞をṇ☜に知ることが重要である。ᢠయに⺯ගᶆ識して⣽⬊表面のᶆ的⭷ᢠཎに⤖

合し㸪⣽⬊を一つࡎつ流しながら⺯ගᙉ度を測定するࣟࣇーサイト࣓トリー㸦)&0㸧は㸪最も㐺

した方法であるが㸪ṧᛕながら⣽⬊の⮬ᐙ⺯ගのため㸪ᶆ的分Ꮚが㸯୓分Ꮚ௨上発⌧していなけ

れࡤ測定できない。一方㸪⭷ᢠཎの࡯とんどは発⌧㔞が

����� 分Ꮚ௨ୗであり㸪⌧≧ではこの方法は㐺用できない

でいる。)&0 を増ឤできれࡤこの問題はゎỴするが㸪)&0

の増ឤは㞴᫆度が㧗くୡ⏺的にも実用的なものは↓い。今

ᅇ㸪⊂⮬の⺯ගࣟࣉーࣈ法を設計してこれを可能にし㸪ᚑ

᮶法では検出୙可能な࣐ー࢝ーも検出できるようになっ

た。⏬期的なデ断法に⧅がると期待できる。 
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⚄⤒ఏ㐩≀㉁を䠈ᑻ䛾㛗䛔䜹䞊䝪䞁䝘䝜䝏䝳䞊䝤䛷᳨ฟ 

࠙講演␒ྕ���7࠙>ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈ㟁ᴟを用いたドー࣑ࣃンの検出 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⚄⤒ఏ㐩の୰心的役割を果たしているドー࣑ࣃンの㐣୙足は㸪ࣃー࢟ンࢯン㸪⤫合ኻ調

⑕などの⑌ᝈと㛵ಀがある。ドー࣑ࣃンを検出・定㔞する上で㟁Ẽ化学測定は⡆౽であるが㸪ᚑ

᮶の࢝ー࣎ン㟁ᴟではドー࣑ࣃン㸭ドー࣑ࣃン࢟ࣀンの㓟化㑏ඖ཯ᛂしか検出できなかった。講

演者らが開発した㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈ㟁ᴟは≉異的なᙧ≧と㟁Ꮚᵓ㐀をᣢつため㸪ࣟイࢥ

ドー࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃンクࣟムの㓟化㑏ඖ཯ᛂも検出可能であり㸪試ᩱに共Ꮡするアスࢥ

ルࣅン㓟やᒀ㓟のᙳ㡪をཷけࡎにドー࣑ࣃンが検出できる。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 Ⱚᾆᕤ኱ �・日本㈨ᮦ㸦ᰴ㸧��  

ᮧ上知ྐۑ �・භ㌴ோᚿ �・஭上� ᆒ �・኱⃝㐩ஓ �

ᮾி㒔Ụᮾ༊㇏Ὢ ��7���㸪㟁ヰ ������������㸪PXJXUXPD#VKLEDXUD�LW�DF�MS

 

� ドー࣑ࣃンは㸪⚄⤒⣽⬊୰にᏑᅾし㸪⚄⤒ఏ㐩の୰心的役割を果たす。その㐣୙足は㸪ࣃー࢟

ンࢯン㸪アルࣁࢶイ࣐ー㸪うつ⑓㸪⤫合ኻ調⑕㸪⮬㛢⑕㸪⪁年性ㄆ知⑕㸪ὀ意Ḟ㝗多ື性㞀ᐖな

どの⑌ᝈと㛵ಀがあり㸪ドー࣑ࣃンの検出には኱きな意⩏がある。一方㸪㟁Ẽ化学測定は㸪▷᫬

間で容᫆に測定でき㸪኱がかりな⿦⨨をᚲ要としない฼点がある。そこで本研究では㸪㟁ᴟᮦᩱ

に㸪ゐ፹能と㟁Ꮚఏ㐩能にඃれた㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈを౑用して㸪ドー࣑ࣃンの検出を試

みた。多くの࢝ー࣎ン㟁ᴟは㸪㟁ᴟ検出཯ᛂにకうドー࣑ࣃン㸭ドー࣑ࣃン࢟ࣀンの㓟化㑏ඖ཯

ᛂピークしか検出できないが㸪ᡃ々が開発した㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈ㟁ᴟは㸪๓出の཯ᛂに

加࠼㸪ࣟイࢥドー࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃンクࣟムの㓟化㑏ඖ཯ᛂも検出できた。㛗ᑻ࢝ー࣎ン

ンシートが多ᒙに⟄≧にᕳかれ㸪┤ᚄが࢙ࣇは㸪グラࣈチࣗーࣀࢼ ��㹼�� ートル㸪㛗さが㸪࣓ࣀࢼ

��� ࣑リ࣓ートルである。通常の࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈにẚべて኱ᖜに㛗いために͆㛗ᑻ͇と࿧ࡤ

れる。この㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈの≉異的なᙧ≧と㟁Ꮚᵓ㐀が㸪ドー࣑ࣃン㸭ドー࣑ࣃン࢟

࠼ンクࣟムの可㏫性を保つことができたためと考࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃドーࢥイࣟࡧンおよࣀ

る。ࣟイࢥドー࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃンクࣟムの㓟化㑏ඖ཯ᛂを฼用したドー࣑ࣃンの検出も

行࠼ることも☜ㄆした。この฼点は㸪測定ᑐ㇟試ᩱにྵまれるዃ㞧物質㸪౛ࡤ࠼㸪アスࢥルࣅン

㓟やᒀ㓟の㓟化のᙳ㡪をཷけࡎ㸪㑅ᢥ的にドー࣑ࣃンが検出できることである。また㸪㛗ᑻ࢝ー

࣎ンࣀࢼチࣗーࣈは㸪㏱᫂㟁ᴟや⮬❧㟁ᴟとして฼用できるため㸪ࢭンサࢹバイスへのᛂ用⠊ᅖ

がᗈい。 
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ගにより⣽⬊ෆ䛾⏕࿨⌧㇟を⮬ᅾに䝁䞁䝖䝻䞊䝹する 

࠙講演␒ྕ6����࠙-ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ生࿨⌧㇟を᥈⣴するためのග᧯作技術 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⣽⬊に様々な化学的㸪物理的่⃭を与࠼てその機能をไᚚしようという試みが行われて

いる。なかでもගという物理่⃭は㸪⣔୰に何かをῧ加するᚲ要がない㸪཯ᛂをἼ㛗㸪ගᙉ度㸪

↷ᑕ᫬間を⮬ᅾにኚ化させてࢥントࣟールできるという点で非常にඃれている。ගで生࿨⌧㇟を

ไᚚする技術の☜❧は㸪デ断㸪἞療に㛵わるᇶ♏研究において多኱な㈉⊩が期待できる。講演者

はࣟࣉテインエンジࢽアリングによりア࢝ࣃン࢝ࣅ由᮶の᪤Ꮡのタンࣃクの㟷Ⰽගཷ容యをᨵኚ

してࢲウンサイジング化し㸪さらに㸪㧗いග཯ᛂ性を有し㸪ගにより཯ᛂ㏿度を可㏫的にスイッ

チングできるタンࣃクを得ることに成ຌした。このᇶ♏技術を฼用して㸪ගによりࣀࢤムのሷᇶ

㓄ิを᭩き換࠼たり㸪ᰁⰍయ上の内ᅾ性の㑇ఏᏊの発⌧を⮬ᅾに活性化できることを♧すことが

できた。そのᑗ᮶性にᙉく期待のできる研究成果である。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ኱㝔⥲合ᩥ化 ��  

బ⸨Ᏺಇۑ �

ᮾி㒔目㯮༊㥖場 �����㸪㟁ヰ ����������7�㸪FPVDWR#PDLO�HFF�X�WRN\R�DF�MS

  

� ⺯ගタンࣃク質の実用化をዎ機として㸪���� 年௦௨㝆㸪ගを౑ったバイ࢜イ࣓ージング技術は

ୡ⏺୰の研究ᐊで฼用されるようになった。しかし㸪ライࣇサイエンスにおけるග技術のᑗ᮶は㸪

ᚲࡎしもバイ࢜イ࣓ージングに㝈定されない。౛ࡤ࠼㸪ගを౑って生࿨⌧㇟を「見る」だけでな

く㸪それらをගで「᧯る」ことができるとしたら㸪ライࣇサイエンスはどうなるだろう㸽⣽⬊内

シグࢼルఏ㐩をගで᧯作できるようになれࡤ㸪௦ㅰ㸪分Ἢ㸪⣽⬊増Ṫ㸪⣽⬊分化㸪⣽⬊Ṛ➼の生

࿨機能を⮬由⮬ᅾにࢥントࣟールできるようになるかもしれない。㑇ఏᏊのാきやሷᇶ㓄ิを⮬

由⮬ᅾにไᚚできるようになったらどうだろう㸽ගが得意とする㧗い᫬間・✵間ไᚚ能をもって

すれࡤ㸪≺った WLPH ZLQGRZ のみで㸪≺った生య部఩のみで㸪様々な生࿨機能や⑌ᝈをࢥントࣟ

ールできるかもしれない。このような生࿨⌧㇟のග᧯作を実⌧するために㸪まࡎ重要と考࠼て最

初に取り組んだのは㸪᧯り人ᙧで言ࣔࣄࡤ࠼とかᲬに┦当する㸪ỗ用性の㧗いᇶ┙ࢶールの開発

である。そこで㸪ア࢝ࣃン࢝ࣅが有する㟷Ⰽගཷ容యに様々なࣟࣉテインエンジࢽアリングを᪋

して㸪非常にサイࢬがᑠさく㸪㧗いග཯ᛂ性と可㏫性を有し㸪཯ᛂ㏿度を⮬由⮬ᅾにチࣗーࢽン

グできる⊂⮬のගスイッチタンࣃク質㸦0DJQHW

システム㸧を開発した。さらに㸪このᇶ┙技術を

ᛂ用して㸪ࣀࢤムのሷᇶ㓄ิをග่⃭で⮬由⮬ᅾ

に᭩き換࠼る技術や㸪ᰁⰍయにࢥードされた内ᅾ

性の㑇ఏᏊの発⌧をග่⃭で⮬ᅾに活性化㸪つま

りࣀࢤムの情報をගでㄞみ出す技術を開発した。 
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⚄⤒ఏ㐩≀㉁を䠈ᑻ䛾㛗䛔䜹䞊䝪䞁䝘䝜䝏䝳䞊䝤䛷᳨ฟ 

࠙講演␒ྕ���7࠙>ࠚ講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈ㟁ᴟを用いたドー࣑ࣃンの検出 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⚄⤒ఏ㐩の୰心的役割を果たしているドー࣑ࣃンの㐣୙足は㸪ࣃー࢟ンࢯン㸪⤫合ኻ調

⑕などの⑌ᝈと㛵ಀがある。ドー࣑ࣃンを検出・定㔞する上で㟁Ẽ化学測定は⡆౽であるが㸪ᚑ

᮶の࢝ー࣎ン㟁ᴟではドー࣑ࣃン㸭ドー࣑ࣃン࢟ࣀンの㓟化㑏ඖ཯ᛂしか検出できなかった。講

演者らが開発した㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈ㟁ᴟは≉異的なᙧ≧と㟁Ꮚᵓ㐀をᣢつため㸪ࣟイࢥ

ドー࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃンクࣟムの㓟化㑏ඖ཯ᛂも検出可能であり㸪試ᩱに共Ꮡするアスࢥ

ルࣅン㓟やᒀ㓟のᙳ㡪をཷけࡎにドー࣑ࣃンが検出できる。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 Ⱚᾆᕤ኱ �・日本㈨ᮦ㸦ᰴ㸧��  

ᮧ上知ྐۑ �・භ㌴ோᚿ �・஭上� ᆒ �・኱⃝㐩ஓ �

ᮾி㒔Ụᮾ༊㇏Ὢ ��7���㸪㟁ヰ ������������㸪PXJXUXPD#VKLEDXUD�LW�DF�MS

 

� ドー࣑ࣃンは㸪⚄⤒⣽⬊୰にᏑᅾし㸪⚄⤒ఏ㐩の୰心的役割を果たす。その㐣୙足は㸪ࣃー࢟

ンࢯン㸪アルࣁࢶイ࣐ー㸪うつ⑓㸪⤫合ኻ調⑕㸪⮬㛢⑕㸪⪁年性ㄆ知⑕㸪ὀ意Ḟ㝗多ື性㞀ᐖな

どの⑌ᝈと㛵ಀがあり㸪ドー࣑ࣃンの検出には኱きな意⩏がある。一方㸪㟁Ẽ化学測定は㸪▷᫬

間で容᫆に測定でき㸪኱がかりな⿦⨨をᚲ要としない฼点がある。そこで本研究では㸪㟁ᴟᮦᩱ

に㸪ゐ፹能と㟁Ꮚఏ㐩能にඃれた㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈを౑用して㸪ドー࣑ࣃンの検出を試

みた。多くの࢝ー࣎ン㟁ᴟは㸪㟁ᴟ検出཯ᛂにకうドー࣑ࣃン㸭ドー࣑ࣃン࢟ࣀンの㓟化㑏ඖ཯

ᛂピークしか検出できないが㸪ᡃ々が開発した㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈ㟁ᴟは㸪๓出の཯ᛂに

加࠼㸪ࣟイࢥドー࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃンクࣟムの㓟化㑏ඖ཯ᛂも検出できた。㛗ᑻ࢝ー࣎ン

ンシートが多ᒙに⟄≧にᕳかれ㸪┤ᚄが࢙ࣇは㸪グラࣈチࣗーࣀࢼ ��㹼�� ートル㸪㛗さが㸪࣓ࣀࢼ

��� ࣑リ࣓ートルである。通常の࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈにẚべて኱ᖜに㛗いために͆㛗ᑻ͇と࿧ࡤ

れる。この㛗ᑻ࢝ー࣎ンࣀࢼチࣗーࣈの≉異的なᙧ≧と㟁Ꮚᵓ㐀が㸪ドー࣑ࣃン㸭ドー࣑ࣃン࢟

࠼ンクࣟムの可㏫性を保つことができたためと考࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃドーࢥイࣟࡧンおよࣀ

る。ࣟイࢥドー࣑ࣃンクࣟム㸭ドー࣑ࣃンクࣟムの㓟化㑏ඖ཯ᛂを฼用したドー࣑ࣃンの検出も

行࠼ることも☜ㄆした。この฼点は㸪測定ᑐ㇟試ᩱにྵまれるዃ㞧物質㸪౛ࡤ࠼㸪アスࢥルࣅン

㓟やᒀ㓟の㓟化のᙳ㡪をཷけࡎ㸪㑅ᢥ的にドー࣑ࣃンが検出できることである。また㸪㛗ᑻ࢝ー

࣎ンࣀࢼチࣗーࣈは㸪㏱᫂㟁ᴟや⮬❧㟁ᴟとして฼用できるため㸪ࢭンサࢹバイスへのᛂ用⠊ᅖ

がᗈい。 
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ගにより⣽⬊ෆ䛾⏕࿨⌧㇟を⮬ᅾに䝁䞁䝖䝻䞊䝹する 
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࠙講演タイトルࠚ生࿨⌧㇟を᥈⣴するためのග᧯作技術 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⣽⬊に様々な化学的㸪物理的่⃭を与࠼てその機能をไᚚしようという試みが行われて

いる。なかでもගという物理่⃭は㸪⣔୰に何かをῧ加するᚲ要がない㸪཯ᛂをἼ㛗㸪ගᙉ度㸪

↷ᑕ᫬間を⮬ᅾにኚ化させてࢥントࣟールできるという点で非常にඃれている。ගで生࿨⌧㇟を

ไᚚする技術の☜❧は㸪デ断㸪἞療に㛵わるᇶ♏研究において多኱な㈉⊩が期待できる。講演者

はࣟࣉテインエンジࢽアリングによりア࢝ࣃン࢝ࣅ由᮶の᪤Ꮡのタンࣃクの㟷Ⰽගཷ容యをᨵኚ

してࢲウンサイジング化し㸪さらに㸪㧗いග཯ᛂ性を有し㸪ගにより཯ᛂ㏿度を可㏫的にスイッ

チングできるタンࣃクを得ることに成ຌした。このᇶ♏技術を฼用して㸪ගによりࣀࢤムのሷᇶ

㓄ิを᭩き換࠼たり㸪ᰁⰍయ上の内ᅾ性の㑇ఏᏊの発⌧を⮬ᅾに活性化できることを♧すことが

できた。そのᑗ᮶性にᙉく期待のできる研究成果である。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ኱㝔⥲合ᩥ化 ��  

బ⸨Ᏺಇۑ �

ᮾி㒔目㯮༊㥖場 �����㸪㟁ヰ ����������7�㸪FPVDWR#PDLO�HFF�X�WRN\R�DF�MS

  

� ⺯ගタンࣃク質の実用化をዎ機として㸪���� 年௦௨㝆㸪ගを౑ったバイ࢜イ࣓ージング技術は

ୡ⏺୰の研究ᐊで฼用されるようになった。しかし㸪ライࣇサイエンスにおけるග技術のᑗ᮶は㸪

ᚲࡎしもバイ࢜イ࣓ージングに㝈定されない。౛ࡤ࠼㸪ගを౑って生࿨⌧㇟を「見る」だけでな

く㸪それらをගで「᧯る」ことができるとしたら㸪ライࣇサイエンスはどうなるだろう㸽⣽⬊内

シグࢼルఏ㐩をගで᧯作できるようになれࡤ㸪௦ㅰ㸪分Ἢ㸪⣽⬊増Ṫ㸪⣽⬊分化㸪⣽⬊Ṛ➼の生

࿨機能を⮬由⮬ᅾにࢥントࣟールできるようになるかもしれない。㑇ఏᏊのാきやሷᇶ㓄ิを⮬

由⮬ᅾにไᚚできるようになったらどうだろう㸽ගが得意とする㧗い᫬間・✵間ไᚚ能をもって

すれࡤ㸪≺った WLPH ZLQGRZ のみで㸪≺った生య部఩のみで㸪様々な生࿨機能や⑌ᝈをࢥントࣟ

ールできるかもしれない。このような生࿨⌧㇟のග᧯作を実⌧するために㸪まࡎ重要と考࠼て最

初に取り組んだのは㸪᧯り人ᙧで言ࣔࣄࡤ࠼とかᲬに┦当する㸪ỗ用性の㧗いᇶ┙ࢶールの開発

である。そこで㸪ア࢝ࣃン࢝ࣅが有する㟷Ⰽගཷ容యに様々なࣟࣉテインエンジࢽアリングを᪋

して㸪非常にサイࢬがᑠさく㸪㧗いග཯ᛂ性と可㏫性を有し㸪཯ᛂ㏿度を⮬由⮬ᅾにチࣗーࢽン

グできる⊂⮬のගスイッチタンࣃク質㸦0DJQHW

システム㸧を開発した。さらに㸪このᇶ┙技術を

ᛂ用して㸪ࣀࢤムのሷᇶ㓄ิをග่⃭で⮬由⮬ᅾ

に᭩き換࠼る技術や㸪ᰁⰍయにࢥードされた内ᅾ

性の㑇ఏᏊの発⌧をග่⃭で⮬ᅾに活性化㸪つま

りࣀࢤムの情報をගでㄞみ出す技術を開発した。 
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῝㒊䛾䛜䜣を㡢Ἴ䛷䜲䝯䞊䝆䞁䜾する 

࠙講演␒ྕࠚF2019࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 10 日㸦日㸧16㸸05 㹼 16㸸20 

࠙講演タイトルࠚⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యをࣟࣉーࣈとして฼用したがん⣽⬊のග㡢㡪イ࣓ージング

� �  
࠙ᴫ要ࠚග㡢㡪イ࣓ージング㸦PAI㸧が分析化学の分野でイ࣓ージング技術として౑われるように

なったのは㸪࿘㎶技術が発㐩してきたࡈく最㏆のことである。㐲㉥外ගによりࣟࣉーࣈ分Ꮚをບ

㉳し㸪ບ㉳≧ែのエࢿルࢠーが⇕にኚ換され㸪⇕⭾ᙇによりᨺ出される㡢㡪Ἴ㸦␯密Ἴ㸧を検出

する。組⧊ᙧែはもちろん㸪㡢㡪ἼのఏわりやすさはࣟࣉーࣈのᏑᅾする生య組⧊のືែにもᙳ

㡪するため得られる情報㔞は多い。講演者らは PA として㸪あらたに合成したⓑ㔠ジラࣈーࣟࣉ

ジ࢝ル㘒యを用いた。この㘒యは㏆㉥外ගをよく྾཰し㸪↓⺯ග性なので⇕ኚ換ຠ⋡がきわめて

㧗い。ࣄト⬚⭢がん⣽⬊のᇵ㣴ᾮ୰にこのⓑ㔠㘒యをῧ加する実㦂を行なった⤖果㸪同㘒యは⣽

⬊⭷およࡧ⣽⬊内に分ᕸしていることが☜ㄆされ㸪⣽⬊⭷㏱㐣性にඃれていることがわかった。

また㸪PA ス࣌クトルはこの㘒యの≉ᚩをよく཯ᫎしており㸪この手法が㸪がん⣽⬊をṇ☜にຠ⋡

Ⰻく見分けるための手法として฼用可能であることがわかった。 

 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ໭኱㝔環境 1・ᮾ໭኱㝔ᕤ 2・ᮾ໭኱㝔医ᕤ 3 

బ⸨ᑗ㈗ۑ 1・㕥ᮌᩔᏊ 1・ఀ野ᾈ௓ 2・⌔⋪ ோ 2・すᲄⰾᩥ 3・ኒᒱఙᙪ 1

䛈980-8579 ᐑᇛ┴௝ྎᕷ㟷ⴥ༊ⲨᕳᏐ㟷ⴥ 6-6-07䠈㟁ヰ 022-795-7221䠈iki@m.tohoku.ac.jp

 

ග㡢㡪イ࣓ージング㸦PAI㸧は㸪生యに㏆㉥外㸦NIR㸧ගを↷ᑕし㸪྾཰されたගから生じる㉸

㡢Ἴを検出するప౵くなイ࣓ージング法である。PAI のようなගを฼用するイ࣓ージングは㸪生

య組⧊のᙧែだけでなくືែや機能をリアルタイムでほ測できる。さらに㸪PAI は㸪ཌみある組

⧊を⺯ගイ࣓ージングより㧗分ゎ能でほᐹできるという฼点をᣢっている。これらの≉ᚩから㸪

PAI は医用⏬ീデ断から㢧ᚤ㙾ほᐹまでᖜᗈい分野での発展が期待されている。PAI では NIR ග

を྾཰し⇕へኚ換する物質を PA として用いる。これまでࣈーࣟࣉ PA として用いられてࣈーࣟࣉ

きた有機ᑠ分Ꮚは㸪྾཰したගのエࢿルࢠーを⇕だけでなく⺯ගとしてもᨺ出してしまうものが

とんどであった。そこで本研究では㸪NIR࡯ ගをᙉく྾཰するが⺯ගを♧さࡎ㸪㧗いග⇕ኚ換ຠ

⋡が期待できるⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యを合成し㸪がん⣽⬊にᑟ入して PAI を行った。合成したⓑ㔠

ジラジ࢝ル㘒యは㸪⁐ᾮ୰で NIR ගをຠ⋡よく྾཰し㸪⺯ගを♧さなかった。さらに㸪このⓑ㔠

ジラジ࢝ル㘒యをࣄト⬚⭢がん⣽⬊に取りこませ PAI を行ったところ㸪PA シグࢼルをほ測する

ことができた。 

௨上㸪ⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యは有用な PA とࣈーࣟࣉ

なりうることを♧した。今ᚋ㸪このⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒

యをᇶ┙として㸪がん⣽⬊ཬࡧ組⧊をㄆ識して PA シ

グࢼルがスイッチするࣟࣉーࣈを設計・合成し㸪がん

㑅ᢥ的な PA イ࣓ージングを行うことを目ᣦす。 ᅗ� ⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యを PA ࣈーࣟࣉ

とした PAI㸬 
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࠙講演タイトル3ࠚT)( チࣗーࣈを分㞳場とするア࣑ࣟイド⥺⥔の分㞳分析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚアルࣁࢶイ࣐ー⑓は㸪タンࣃク質がจ集してできる⧄⥔≧の物質㸦ア࣑ࣟイド⥺⥔㸧に

よりᘬき㉳こされることが知られている。このア࣑ࣟイド⥺⥔は様々なサイࢬの⥺⥔からなる集

合యであるため㸪アルࣁࢶイ࣐ー⑓のデ断では㸪その集合యをサイูࢬに⡆༢に分析することが

ᚲ要である。本研究では㸪୰✵のポリテトラࣇル࢜ࣟエチࣞン㸦3T)(㸧チࣗーࣈにア࣑ࣟイド⥺

⥔をྵࡴ試ᩱを通㐣させることによって㸪その⥺⥔の㔞をサイࡈࢬとに分けて分析することを可

能にした。この方法では㸪医療機㛵にᗈくᬑཬしている⿦⨨を活用して分析が行࠼ることから㸪

今ᚋ㸪アルࣁࢶイ࣐ー⑓の⡆᫆かつṇ☜なデ断に本手法がᛂ用されることが期待できる。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 日኱㝔生⏘ᕤ �・日኱生⏘ᕤ ��  

㛗ᔱᜤ௓ۑ �・ᮅ本⣫充 �・୰㔩㐩ᮁ �・㰺⸨࿴᠇ �・༡⃝ᏹ᫂ �

༓ⴥ┴⩦ᚿ野ᕷ新ᰤ ������㸪㟁ヰ ��7��7������㸪DVDPRWR�KLURPLFKL#QLKRQ�X�DF�MS

 

� ㉸㧗㱋化社会を㏄࠼たᡃが国において㸪アルࣁࢶイ࣐ー⑓をはじめとしたㄆ知⑕ᝈ者の増加は

῝้な社会問題であり㸪᪩期の἞療を実⌧するためにも⡆᫆的かつṇ☜なデ断法の☜❧がᛴົで

ある。アルࣁࢶイ࣐ー⑓はア࣑ࣟイドșタンࣃク質がᙧ成する⧄⥔≧のจ集య㸦ア࣑ࣟイド⥺⥔㸧

によりច㉳されることが知られている。最㏆では㸪ᙧ成の初期ẁ㝵で生成するᑠさなจ集యもᙉ

い⣽⬊ẘ性を♧すことが報࿌されていることから㸪⑓ែᢕᥱのためにはサイࢬの異なるア࣑ࣟイ

ド⥺⥔を⥙⨶的に定㔞出᮶る分析法がᚲ要となる。一方で㸪⌧ᅾのㄆ知⑕のデ断法はᝈ者の㌟య

的およࡧ㔠㖹的な㈇担が኱きく㸪検査が可能な᪋設も㝈られている。 

ᡃ々は㸪医療機㛵や企業などにᗈくᬑཬしている㧗㏿ᾮయク࣐ࣟトグラ࢕ࣇー㸦+3/&㸧をア࣑

ࣟイド⥺⥔の⥙⨶的分析にᛂ用するための取り組みを行っている。しかし㸪+3/& で౑用される

᪤Ꮡの分㞳場㸦࢝ラム㸧は⟶内にᚤ⢏Ꮚが充ሸされたᵓ㐀のため㧗いᅽ力がかかり㸪จ集యの分

ゎをᘬき㉳こす可能性があった。そこで㸪試ᩱにかかるᅽ力を最ᑠ㝈にᢚ࠼つつ分㞳能を有する

新つ分㞳場として㸪୰✵のポリテトラࣇル࢜ࣟエチࣞン㸦3T)(㸧チࣗーࣈを᥇用した。本手法に

より㸪実㝿にア࣑ࣟイド⥺⥔ᵓ㐀をᙧ成した試ᩱ୰からサイࢬが異なるจ集యとᛮわれる複数の

物質の検出に成ຌした。こうした知見はᑗ᮶的にアルࣁࢶイ࣐ー⑓などの⡆᫆的かつṇ☜なデ断

法の開発に⧅がると期待できる。 

䜰䝭 䝻䜲 䝗 ⥺⥔䛾ศ㞳ศᯒἲ䛾ᴫ␎ᅗ

㻼㼀㻲㻱䝏䝳 䞊䝤ཎᅉ≀㉁
䠄 䜰䝭 䝻䜲 䝗 ⥺⥔䠅

H㻼㻸㻯⏝䜹 䝷 䝮
ᚑ᮶ἲ

᪂つἲ

ᅽຊศゎ䛾ྍ⬟ᛶ

ඖ䛾ᵓ㐀を⥔ᣢ䛧 䛯䜎䜎
䝃䜲 䝈ูᐃ㔞䛜ྍ⬟

䛆 H㻼㻸㻯㻙⺯ග᳨ฟჾ䛇
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῝㒊䛾䛜䜣を㡢Ἴ䛷䜲䝯䞊䝆䞁䜾する 

࠙講演␒ྕࠚF2019࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 10 日㸦日㸧16㸸05 㹼 16㸸20 

࠙講演タイトルࠚⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యをࣟࣉーࣈとして฼用したがん⣽⬊のග㡢㡪イ࣓ージング

� �  
࠙ᴫ要ࠚග㡢㡪イ࣓ージング㸦PAI㸧が分析化学の分野でイ࣓ージング技術として౑われるように

なったのは㸪࿘㎶技術が発㐩してきたࡈく最㏆のことである。㐲㉥外ගによりࣟࣉーࣈ分Ꮚをບ

㉳し㸪ບ㉳≧ែのエࢿルࢠーが⇕にኚ換され㸪⇕⭾ᙇによりᨺ出される㡢㡪Ἴ㸦␯密Ἴ㸧を検出

する。組⧊ᙧែはもちろん㸪㡢㡪ἼのఏわりやすさはࣟࣉーࣈのᏑᅾする生య組⧊のືែにもᙳ

㡪するため得られる情報㔞は多い。講演者らは PA として㸪あらたに合成したⓑ㔠ジラࣈーࣟࣉ

ジ࢝ル㘒యを用いた。この㘒యは㏆㉥外ගをよく྾཰し㸪↓⺯ග性なので⇕ኚ換ຠ⋡がきわめて

㧗い。ࣄト⬚⭢がん⣽⬊のᇵ㣴ᾮ୰にこのⓑ㔠㘒యをῧ加する実㦂を行なった⤖果㸪同㘒యは⣽

⬊⭷およࡧ⣽⬊内に分ᕸしていることが☜ㄆされ㸪⣽⬊⭷㏱㐣性にඃれていることがわかった。

また㸪PA ス࣌クトルはこの㘒యの≉ᚩをよく཯ᫎしており㸪この手法が㸪がん⣽⬊をṇ☜にຠ⋡

Ⰻく見分けるための手法として฼用可能であることがわかった。 

 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ໭኱㝔環境 1・ᮾ໭኱㝔ᕤ 2・ᮾ໭኱㝔医ᕤ 3 

బ⸨ᑗ㈗ۑ 1・㕥ᮌᩔᏊ 1・ఀ野ᾈ௓ 2・⌔⋪ ோ 2・すᲄⰾᩥ 3・ኒᒱఙᙪ 1

䛈980-8579 ᐑᇛ┴௝ྎᕷ㟷ⴥ༊ⲨᕳᏐ㟷ⴥ 6-6-07䠈㟁ヰ 022-795-7221䠈iki@m.tohoku.ac.jp

 

ග㡢㡪イ࣓ージング㸦PAI㸧は㸪生యに㏆㉥外㸦NIR㸧ගを↷ᑕし㸪྾཰されたගから生じる㉸

㡢Ἴを検出するప౵くなイ࣓ージング法である。PAI のようなගを฼用するイ࣓ージングは㸪生

య組⧊のᙧែだけでなくືែや機能をリアルタイムでほ測できる。さらに㸪PAI は㸪ཌみある組

⧊を⺯ගイ࣓ージングより㧗分ゎ能でほᐹできるという฼点をᣢっている。これらの≉ᚩから㸪

PAI は医用⏬ീデ断から㢧ᚤ㙾ほᐹまでᖜᗈい分野での発展が期待されている。PAI では NIR ග

を྾཰し⇕へኚ換する物質を PA として用いる。これまでࣈーࣟࣉ PA として用いられてࣈーࣟࣉ

きた有機ᑠ分Ꮚは㸪྾཰したගのエࢿルࢠーを⇕だけでなく⺯ගとしてもᨺ出してしまうものが

とんどであった。そこで本研究では㸪NIR࡯ ගをᙉく྾཰するが⺯ගを♧さࡎ㸪㧗いග⇕ኚ換ຠ

⋡が期待できるⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యを合成し㸪がん⣽⬊にᑟ入して PAI を行った。合成したⓑ㔠

ジラジ࢝ル㘒యは㸪⁐ᾮ୰で NIR ගをຠ⋡よく྾཰し㸪⺯ගを♧さなかった。さらに㸪このⓑ㔠

ジラジ࢝ル㘒యをࣄト⬚⭢がん⣽⬊に取りこませ PAI を行ったところ㸪PA シグࢼルをほ測する

ことができた。 

௨上㸪ⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యは有用な PA とࣈーࣟࣉ

なりうることを♧した。今ᚋ㸪このⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒

యをᇶ┙として㸪がん⣽⬊ཬࡧ組⧊をㄆ識して PA シ

グࢼルがスイッチするࣟࣉーࣈを設計・合成し㸪がん

㑅ᢥ的な PA イ࣓ージングを行うことを目ᣦす。 ᅗ� ⓑ㔠ジラジ࢝ル㘒యを PA ࣈーࣟࣉ

とした PAI㸬 

医療・生࿨ 

 � �� �

䜰䝹䝒䝝䜲䝬䞊⑓䛾ཎᅉ≀㉁䛂䜰䝭䝻䜲䝗⥺⥔䛃を⡆౽にศᯒする 

࠙講演␒ྕࠚ<����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトル3ࠚT)( チࣗーࣈを分㞳場とするア࣑ࣟイド⥺⥔の分㞳分析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚアルࣁࢶイ࣐ー⑓は㸪タンࣃク質がจ集してできる⧄⥔≧の物質㸦ア࣑ࣟイド⥺⥔㸧に

よりᘬき㉳こされることが知られている。このア࣑ࣟイド⥺⥔は様々なサイࢬの⥺⥔からなる集

合యであるため㸪アルࣁࢶイ࣐ー⑓のデ断では㸪その集合యをサイูࢬに⡆༢に分析することが

ᚲ要である。本研究では㸪୰✵のポリテトラࣇル࢜ࣟエチࣞン㸦3T)(㸧チࣗーࣈにア࣑ࣟイド⥺

⥔をྵࡴ試ᩱを通㐣させることによって㸪その⥺⥔の㔞をサイࡈࢬとに分けて分析することを可

能にした。この方法では㸪医療機㛵にᗈくᬑཬしている⿦⨨を活用して分析が行࠼ることから㸪

今ᚋ㸪アルࣁࢶイ࣐ー⑓の⡆᫆かつṇ☜なデ断に本手法がᛂ用されることが期待できる。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 日኱㝔生⏘ᕤ �・日኱生⏘ᕤ ��  

㛗ᔱᜤ௓ۑ �・ᮅ本⣫充 �・୰㔩㐩ᮁ �・㰺⸨࿴᠇ �・༡⃝ᏹ᫂ �

༓ⴥ┴⩦ᚿ野ᕷ新ᰤ ������㸪㟁ヰ ��7��7������㸪DVDPRWR�KLURPLFKL#QLKRQ�X�DF�MS

 

� ㉸㧗㱋化社会を㏄࠼たᡃが国において㸪アルࣁࢶイ࣐ー⑓をはじめとしたㄆ知⑕ᝈ者の増加は

῝้な社会問題であり㸪᪩期の἞療を実⌧するためにも⡆᫆的かつṇ☜なデ断法の☜❧がᛴົで

ある。アルࣁࢶイ࣐ー⑓はア࣑ࣟイドșタンࣃク質がᙧ成する⧄⥔≧のจ集య㸦ア࣑ࣟイド⥺⥔㸧

によりច㉳されることが知られている。最㏆では㸪ᙧ成の初期ẁ㝵で生成するᑠさなจ集యもᙉ

い⣽⬊ẘ性を♧すことが報࿌されていることから㸪⑓ែᢕᥱのためにはサイࢬの異なるア࣑ࣟイ

ド⥺⥔を⥙⨶的に定㔞出᮶る分析法がᚲ要となる。一方で㸪⌧ᅾのㄆ知⑕のデ断法はᝈ者の㌟య

的およࡧ㔠㖹的な㈇担が኱きく㸪検査が可能な᪋設も㝈られている。 

ᡃ々は㸪医療機㛵や企業などにᗈくᬑཬしている㧗㏿ᾮయク࣐ࣟトグラ࢕ࣇー㸦+3/&㸧をア࣑

ࣟイド⥺⥔の⥙⨶的分析にᛂ用するための取り組みを行っている。しかし㸪+3/& で౑用される

᪤Ꮡの分㞳場㸦࢝ラム㸧は⟶内にᚤ⢏Ꮚが充ሸされたᵓ㐀のため㧗いᅽ力がかかり㸪จ集యの分

ゎをᘬき㉳こす可能性があった。そこで㸪試ᩱにかかるᅽ力を最ᑠ㝈にᢚ࠼つつ分㞳能を有する

新つ分㞳場として㸪୰✵のポリテトラࣇル࢜ࣟエチࣞン㸦3T)(㸧チࣗーࣈを᥇用した。本手法に

より㸪実㝿にア࣑ࣟイド⥺⥔ᵓ㐀をᙧ成した試ᩱ୰からサイࢬが異なるจ集యとᛮわれる複数の

物質の検出に成ຌした。こうした知見はᑗ᮶的にアルࣁࢶイ࣐ー⑓などの⡆᫆的かつṇ☜なデ断

法の開発に⧅がると期待できる。 

䜰䝭 䝻䜲 䝗 ⥺⥔䛾ศ㞳ศᯒἲ䛾ᴫ␎ᅗ

㻼㼀㻲㻱䝏䝳 䞊䝤ཎᅉ≀㉁
䠄 䜰䝭 䝻䜲 䝗 ⥺⥔䠅

H㻼㻸㻯⏝䜹 䝷 䝮
ᚑ᮶ἲ
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䛜䜣἞⒪䛾䛯䜑䛾᪂つ䝞䜲䜸䝬䞊䜹䞊を 㻰㻺㻭 䛷᳨ฟ 

࠙講演␒ྕࠚY3060࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 11 日㸦᭶㸧10㸸00 㹼 11㸸00 

࠙講演タイトルࠚ⬺ሷᇶ部఩ྵ有 DNA ஧重㙐/⺯ග性リ࢞ンド┦஫作用を用いたラベルࣇリーエ

クࢯࢯーム検出法の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⑌⑓἞療のための新しいバイ࣐࢜ー࢝ーとして㸪⣽⬊から分Ἢされる͆エクࢯࢯーム͇

という生యᚤ㔞⢏Ꮚが㏆年ὀ目されている。これまで㸪エクࢯࢯームの検出にはᢠయタンࣃク分

Ꮚが用いられてきたが㸪非常に㧗価であることや㸪化学的に୙安定で取ᢅいにὀ意がᚲ要である

ことなどの問題点があった。バイ࣐࢜ー࢝ーとして医療でᗈく実用化されるためには㸪安価で⡆

౽に検出するための技術の開発がḞかせない。本研究では㸪ᢠయタンࣃク分Ꮚに௦࠼て㸪エクࢯ

ームと⤖合する能力をᣢったࢯ DNA 分Ꮚを฼用することで㸪これら問題点がඞ᭹できることを

᫂らかにした。この技術はᑗ᮶㸪がん㌿⛣や⚄⤒⑌ᝈなどの἞療に役❧つ新しいバイ࣐࢜ー࢝ー

の実用化に寄与すると期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ໭኱㝔理�  

୰㎸᛭ዉ・బ⸨㞝௓・す⃝⢭一ۑ

ᐑᇛ┴௝ྎᕷ㟷ⴥ༊ⲨᕳᏐ㟷ⴥ㸪㟁ヰ 022-795-6549㸪nishi@m.tohoku.ac.jp

 

� ㏆年㸪多種多様な生య分Ꮚを内ໟした⣽⬊外ᑠ⬊であるエクࢯࢯームが㸪࢞ン㌿⛣や⚄⤒⑌ᝈ

の発⑕に密᥋に㛵与していることが᫂らかになりつつある。⌧ᅾエクࢯࢯーム検出には୺にエク

く質㸦CD63㸧を≉異的にㄆ識するᢠయを用いた手法がᗈく用いられていࡥーム表面の⭷たんࢯࢯ

るが㸪᧯作性ならࡧに⤒῭性のᨵၿが重要なㄢ題である。 

ᡃ々は化学安定性にඃれ㸪なおかつ安価なDNAアࣉタ࣐ーをCD63ㄆ識に用いることに着目し㸪

これと⬺ሷᇶ部఩㸦AP site㸧ྵ有 DNA ග性⺯・ࣈーࣟࣉ AP site ⤖合リ࢞ンド㸦ATMND㸧とをే

用する新つなエクࢯࢯームゎ析法を開発した。本手法では㸪まࡎアࣉタ࣐ー/AP site ྵ有 DNA ࣉ

ࣟーࣈ஧重㙐にᑐして ATMND を⤖合㸦アࢽ࢕ࣇテ࢕ラベル化㸧させることで㸪஧重㙐/ATMND

複合య㸦⺯ගᾘග≧ែ㸧をᵓ⠏する。そのᚋ㸪アࣉタ࣐ーのエクࢯࢯーム表面 CD63 ㄆ識にకう

複合యゎᾘにより㸪ATMND が AP site からᨺ出されその⺯ගᙉ度がᅇ᚟する。この手法を用いる

ことで㸪ࣄト⾑Ύ由᮶のエクࢯࢯームを発⺯ගᛂ⟅として検出することに成ຌした。㧗価なᢠయ

かつ↹㞧な⺯ගᶆ識を要する᪤Ꮡ法とẚ㍑して㸪本手法では㸪安価かつ取りᢅいが容᫆な DNA ア

タ࣐ーを฼用し㸪さらにࣉ

は DNA への⺯ගᶆ識が一

ษ୙要であるため㸪エクࢯ

ーム㛵㐃研究においてᴟࢯ

めて有用な検出・ゎ析法に

なるものと期待できる。 
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⌧ሙ䛷⡆౽䞉㎿㏿に㧗ឤᗘศᯒ䛷䛝る⿦⨨を㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚY2110࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 10 日㸦日㸧15㸸00 㹼 16㸸00 

࠙講演タイトルࠚピ࣌ットチッࣉ内ቨを཯ᛂ場とする࢜ンサイト測定用⺯ග検出システムの開発

� �  
࠙ᴫ要ࠚ生物のឤᰁ㜵ᚚシステムであるᢠཎᢠయ཯ᛂを฼用する㓝素ච␿測定法㸦ELISA㸧は㑅

ᢥ性が㧗く㧗ឤ度な分析法で㸪医療検査や食品㸪環境などの分野で用いられている。一方㸪⌧場

で⡆౽・㎿㏿に分析するࢽーࢬが㧗まっているものの㸪ELISA 法は๓ฎ理が↹㞧で㛗᫬間を有す

ることと検出⿦⨨が኱ᆺで㧗価であることによって㸪㐺用がᅔ㞴であった。本研究では㸪試ᩱ 10 

ȝL を྾うだけで๓ฎ理できるピ࣌ットチッࣉと手のࡦらサイࢬの検出ჾを作製し㸪ᦠᖏᆺ ELISA

システムを開発した。⮫ᗋ⌧場༶᫬検査や࢜ンサイト環境分析にᴟめて有用で今ᚋのᛂ用が期待

される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 㤳㒔኱㝔㒔ᕷ環境 1・ᮾ⸆኱⸆ ウスࣅ࣓・2 AT3�  

㛗ᔱⴌᏊۑ 1・᳃ᒸ࿴኱ 2・୰ᔱ� ⚽ 1・㎶見ᙲ⚽ 3・᭯� †Ⅿ 1・加⸨ಇ࿃ 1・内ᒣ一⨾ 1

ᮾி㒔ඵ⋤Ꮚᕷ༡኱ἑ 1-1㸪㟁ヰ 042-677-2836㸪nakajima-hizuru@tmu.ac.jp

 

� 㓝素ච␿測定法㸦ELISA㸧はᢠཎᢠయ཯ᛂを฼用するᴟめて㑅ᢥ性の㧗い分析法の一つであり㸪

医療検査や環境分析などにᗈく用いられている。しかし㸪試⸆のῧ加㸪Ὑίなどの᧯作が↹㞧で

あり㸪測定に㛗᫬間を要するなどの問題を有している。一方㸪㏆年㸪試ᩱを᥇取ᚋ㸪その場で分

析して㎿㏿に⤖果を得ようとする࢜ンサイト環境測定やポイント・࢜ࢣ・ࣈア・テスト㸦POCT㸧

のᚲ要性が㧗まってきている。しかし㸪一⯡的な ELISA では目的成分の検出に኱ᆺで㧗価な࣐イ

クࣟࣞࣉートリーࢲーを౑用することから㸪これを࢜ンサイト環境測定や POCT に㐺用すること

はᴟめてᅔ㞴である。 

� このような問題をゎỴするために㸪本研究ではピ࣌ットチッࣉを用いるᑠᆺでポータࣈルな

ELISA システムを開発した。これは㸪ᕷ㈍のピ࣌ットチッࣉの内ቨをᢠཎᢠయ཯ᛂや㓝素཯ᛂの

཯ᛂ場とし㸪ピ࣌ットチッࣉに᥇取した試ᩱ୰の目的成分を㸪ᢠཎᢠయ཯ᛂを฼用して分㞳した

ᚋ㸪LED と µPMT㸦次ୡ௦ග㟁Ꮚ増ಸ⟶㸧を用い

る⮬作のᑠᆺ⺯ග検出ჾで検出するᦠᖏᆺ ELISA

システムである。本システムでは㸪一⯡的な ELISA

で཯ᛂ場として౑用されている96✰࣐イクࣟタイ

ターࣞࣉートを用いࡎに㸪試ᩱ᥇取に用いるピ࣌

ットチッࣉだけで測定できるので㸪᧯作の⡆౽化

と測定᫬間の▷⦰が可能である。また㸪検出ჾも

手のࡦらサイࢬのᑠᆺ・㍍㔞であるので㸪本研究

で開発した ELISA システムは POCT や࢜ンサイト

環境測定にᴟめて有用であると考࠼られる。 
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䛜䜣἞⒪䛾䛯䜑䛾᪂つ䝞䜲䜸䝬䞊䜹䞊を 㻰㻺㻭 䛷᳨ฟ 

࠙講演␒ྕࠚY3060࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 11 日㸦᭶㸧10㸸00 㹼 11㸸00 

࠙講演タイトルࠚ⬺ሷᇶ部఩ྵ有 DNA ஧重㙐/⺯ග性リ࢞ンド┦஫作用を用いたラベルࣇリーエ

クࢯࢯーム検出法の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ⑌⑓἞療のための新しいバイ࣐࢜ー࢝ーとして㸪⣽⬊から分Ἢされる͆エクࢯࢯーム͇

という生యᚤ㔞⢏Ꮚが㏆年ὀ目されている。これまで㸪エクࢯࢯームの検出にはᢠయタンࣃク分

Ꮚが用いられてきたが㸪非常に㧗価であることや㸪化学的に୙安定で取ᢅいにὀ意がᚲ要である

ことなどの問題点があった。バイ࣐࢜ー࢝ーとして医療でᗈく実用化されるためには㸪安価で⡆

౽に検出するための技術の開発がḞかせない。本研究では㸪ᢠయタンࣃク分Ꮚに௦࠼て㸪エクࢯ

ームと⤖合する能力をᣢったࢯ DNA 分Ꮚを฼用することで㸪これら問題点がඞ᭹できることを

᫂らかにした。この技術はᑗ᮶㸪がん㌿⛣や⚄⤒⑌ᝈなどの἞療に役❧つ新しいバイ࣐࢜ー࢝ー

の実用化に寄与すると期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ໭኱㝔理�  

୰㎸᛭ዉ・బ⸨㞝௓・す⃝⢭一ۑ

ᐑᇛ┴௝ྎᕷ㟷ⴥ༊ⲨᕳᏐ㟷ⴥ㸪㟁ヰ 022-795-6549㸪nishi@m.tohoku.ac.jp

 

� ㏆年㸪多種多様な生య分Ꮚを内ໟした⣽⬊外ᑠ⬊であるエクࢯࢯームが㸪࢞ン㌿⛣や⚄⤒⑌ᝈ

の発⑕に密᥋に㛵与していることが᫂らかになりつつある。⌧ᅾエクࢯࢯーム検出には୺にエク

く質㸦CD63㸧を≉異的にㄆ識するᢠయを用いた手法がᗈく用いられていࡥーム表面の⭷たんࢯࢯ

るが㸪᧯作性ならࡧに⤒῭性のᨵၿが重要なㄢ題である。 

ᡃ々は化学安定性にඃれ㸪なおかつ安価なDNAアࣉタ࣐ーをCD63ㄆ識に用いることに着目し㸪

これと⬺ሷᇶ部఩㸦AP site㸧ྵ有 DNA ග性⺯・ࣈーࣟࣉ AP site ⤖合リ࢞ンド㸦ATMND㸧とをే

用する新つなエクࢯࢯームゎ析法を開発した。本手法では㸪まࡎアࣉタ࣐ー/AP site ྵ有 DNA ࣉ

ࣟーࣈ஧重㙐にᑐして ATMND を⤖合㸦アࢽ࢕ࣇテ࢕ラベル化㸧させることで㸪஧重㙐/ATMND

複合య㸦⺯ගᾘග≧ែ㸧をᵓ⠏する。そのᚋ㸪アࣉタ࣐ーのエクࢯࢯーム表面 CD63 ㄆ識にకう

複合యゎᾘにより㸪ATMND が AP site からᨺ出されその⺯ගᙉ度がᅇ᚟する。この手法を用いる

ことで㸪ࣄト⾑Ύ由᮶のエクࢯࢯームを発⺯ගᛂ⟅として検出することに成ຌした。㧗価なᢠయ

かつ↹㞧な⺯ගᶆ識を要する᪤Ꮡ法とẚ㍑して㸪本手法では㸪安価かつ取りᢅいが容᫆な DNA ア

タ࣐ーを฼用し㸪さらにࣉ

は DNA への⺯ගᶆ識が一

ษ୙要であるため㸪エクࢯ

ーム㛵㐃研究においてᴟࢯ

めて有用な検出・ゎ析法に

なるものと期待できる。 
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⌧ሙ䛷⡆౽䞉㎿㏿に㧗ឤᗘศᯒ䛷䛝る⿦⨨を㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚY2110࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 10 日㸦日㸧15㸸00 㹼 16㸸00 

࠙講演タイトルࠚピ࣌ットチッࣉ内ቨを཯ᛂ場とする࢜ンサイト測定用⺯ග検出システムの開発

� �  
࠙ᴫ要ࠚ生物のឤᰁ㜵ᚚシステムであるᢠཎᢠయ཯ᛂを฼用する㓝素ච␿測定法㸦ELISA㸧は㑅

ᢥ性が㧗く㧗ឤ度な分析法で㸪医療検査や食品㸪環境などの分野で用いられている。一方㸪⌧場

で⡆౽・㎿㏿に分析するࢽーࢬが㧗まっているものの㸪ELISA 法は๓ฎ理が↹㞧で㛗᫬間を有す

ることと検出⿦⨨が኱ᆺで㧗価であることによって㸪㐺用がᅔ㞴であった。本研究では㸪試ᩱ 10 

ȝL を྾うだけで๓ฎ理できるピ࣌ットチッࣉと手のࡦらサイࢬの検出ჾを作製し㸪ᦠᖏᆺ ELISA

システムを開発した。⮫ᗋ⌧場༶᫬検査や࢜ンサイト環境分析にᴟめて有用で今ᚋのᛂ用が期待

される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 㤳㒔኱㝔㒔ᕷ環境 1・ᮾ⸆኱⸆ ウスࣅ࣓・2 AT3�  

㛗ᔱⴌᏊۑ 1・᳃ᒸ࿴኱ 2・୰ᔱ� ⚽ 1・㎶見ᙲ⚽ 3・᭯� †Ⅿ 1・加⸨ಇ࿃ 1・内ᒣ一⨾ 1

ᮾி㒔ඵ⋤Ꮚᕷ༡኱ἑ 1-1㸪㟁ヰ 042-677-2836㸪nakajima-hizuru@tmu.ac.jp

 

� 㓝素ච␿測定法㸦ELISA㸧はᢠཎᢠయ཯ᛂを฼用するᴟめて㑅ᢥ性の㧗い分析法の一つであり㸪

医療検査や環境分析などにᗈく用いられている。しかし㸪試⸆のῧ加㸪Ὑίなどの᧯作が↹㞧で

あり㸪測定に㛗᫬間を要するなどの問題を有している。一方㸪㏆年㸪試ᩱを᥇取ᚋ㸪その場で分

析して㎿㏿に⤖果を得ようとする࢜ンサイト環境測定やポイント・࢜ࢣ・ࣈア・テスト㸦POCT㸧

のᚲ要性が㧗まってきている。しかし㸪一⯡的な ELISA では目的成分の検出に኱ᆺで㧗価な࣐イ

クࣟࣞࣉートリーࢲーを౑用することから㸪これを࢜ンサイト環境測定や POCT に㐺用すること

はᴟめてᅔ㞴である。 

� このような問題をゎỴするために㸪本研究ではピ࣌ットチッࣉを用いるᑠᆺでポータࣈルな

ELISA システムを開発した。これは㸪ᕷ㈍のピ࣌ットチッࣉの内ቨをᢠཎᢠయ཯ᛂや㓝素཯ᛂの

཯ᛂ場とし㸪ピ࣌ットチッࣉに᥇取した試ᩱ୰の目的成分を㸪ᢠཎᢠయ཯ᛂを฼用して分㞳した

ᚋ㸪LED と µPMT㸦次ୡ௦ග㟁Ꮚ増ಸ⟶㸧を用い

る⮬作のᑠᆺ⺯ග検出ჾで検出するᦠᖏᆺ ELISA

システムである。本システムでは㸪一⯡的な ELISA

で཯ᛂ場として౑用されている96✰࣐イクࣟタイ

ターࣞࣉートを用いࡎに㸪試ᩱ᥇取に用いるピ࣌

ットチッࣉだけで測定できるので㸪᧯作の⡆౽化

と測定᫬間の▷⦰が可能である。また㸪検出ჾも

手のࡦらサイࢬのᑠᆺ・㍍㔞であるので㸪本研究

で開発した ELISA システムは POCT や࢜ンサイト

環境測定にᴟめて有用であると考࠼られる。 
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新素ᮦ・新技術 

 � �� �

⾑ᾮ䝉䞁䝃䞊䛾≀ᛶホ౯䛜ྍ⬟に 

࠙講演␒ྕࠚ<����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ重合度の異なる 39& を用いたイ࢜ン㑅ᢥ性㟁ᴟ⭷のࣃルス 105 法による物性

評価 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ㧗分Ꮚᾮ⭷ᆺイ࢜ン㑅ᢥ性㟁ᴟ㸦I6(㸧は㸪ࢭンサーとして⾑ᾮなどの⮬ື分析⿦⨨に組

み㎸まれるなど㸪環境・医療分野でᗈく用いられている。I6( ⭷あるいは⭷成分の物理的ཬࡧ化

学的性質がࢭンサー性能をᕥྑするが㸪物理的性質の評価法は☜❧されていなかった。講演者ら

は �+ ᰾☢Ẽ横⦆࿴᫬間 7�に着目し㸪I6( ⭷の分Ꮚ㐠ື性のᕪ異が 7�್に཯ᫎされることを᫂ら

かにしてきた。本研究では㸪重合度の異なる 39& を用いた医療分析用 1D� ࢭンサーI6( ⭷の物性

のᕪ異が 7�್の違いとして検出できることを♧し㸪⦆࿴ス࣌クトルとして可視化した。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 㜰ᕤ኱ᕤ �・රᗜ┴኱㝔ᕤ ��  

᳃内�ᕝ上�㝯௦ ᮧ科学ྜྷۑ・� �・ᾆ℈ᆂᙯ �

኱㜰ᗓ኱㜰ᕷ᪫༊኱ᐑ ������㸪㟁ヰ ����������7�㸪WDND\R�PRULXFKL#RLW�DF�MS

 

� 化学ࢭンサーである㧗分Ꮚᾮ⭷ᆺイ࢜ン㑅ᢥ性㟁ᴟ㸦I6(㸧は㸪医療分析用 1D� ࢭンサーといっ

た⾑ᾮなどの生య試ᩱ測定に用いられる生化学⮬ື分析⿦⨨にも組み㎸まれており㸪環境・医療

分野でᗈくỗ用され㸪さらなる性能ᨵၿが社会ࢽーࢬとなっている。イ࢜ンをឤ知する I6( ⭷あ

るいはその⭷成分の物理的性質と化学的性質の୧方が性能にᙳ㡪することは᫂らかであるが㸪I6(

⭷の物理的性質の評価法はᮍだ☜❧されていない。そこでᡃ々は㸪ྵ㔞の多い成分の評価が୺య

となる通常の物性評価法とは異なり㸪分Ꮚ㐠ື性にᑐᛂする成分の測定が可能という௚に౛を見

ない物性評価法である �+ ᰾☢Ẽ横⦆࿴᫬間 7�測定に着目し㸪I6( ⭷の新たな物性評価法の☜❧お

よࡧ数್としての可視化を目ᣦしてきた。これまでの研究で㸪I6( ⭷の┦⁐性・ᰂ๛性・可ረ化

度合い㸦㸻分Ꮚ㐠ື性㸧のᕪ

異が㸪7� ್の違いとして可視

化㸦⦆࿴ス࣌クトル㸧できる

ことを᫂らかにしている。�

� 本研究では㸪重合度の異な

る 39& を用いた医療分析用

1D�
)ンサーI6ࢭ  ⭷の物性の

ᕪ異が 7� ್の違いとして検出

可能であることを論ドし㸪ま

たそれを⦆࿴ス࣌クトルとし

て可視化した。 
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⏕䛝䛯⣽⬊䛾䇾ရ㉁䇿をホ౯するᡭἲ䛾㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚD4002࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 12 日㸦᭶㸧09㸸15 㹼 09㸸30 

࠙講演タイトルࠚ☢場⢏Ꮚ測定法を用いた⣽⬊の新つ評価法の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ生物をᵓ成する最ᑠ༢఩である⣽⬊は㸪今や人ᕤ的にᇵ㣴され㸪様々な研究に用いられ

ている。その研究分野は㸪医⸆品の有ຠ性評価や環境化学物質のẘ性試㦂㸪食品や化⢝品の機能

性評価➼にまでᗈがり㸪㏆年では෌生医療分野への発展が目ぬましい。一方㸪ᇵ㣴された⣽⬊は㸪

᫂☜な品質評価方法が定められていないため㸪୙Ⰻ品のุ断㸦活性化がపい㸪奇ᙧなど㸧はᇵ㣴

⇍⦎者による「࢝ン」を㢗りにしており㸪ಶ人ᕪが生じやすい問題があった。本研究では㸪⣽⬊

の評価に「☢ẼὋື法」という新しい手法を㐺用した。☢ẼὋື法によれࡤ㸪生きたまま⣽⬊を

評価することが可能であり㸪かつⰋ⣽⬊を分㞳することが可能となった。�

 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᰴᘧ会社࢝ワࣀラ࣎ 

�᳃ࠐ Ύ㤶・Ἑ野� ㄔ

ᮾி㒔Ụᮾ༊富ᒸ 2-11-6HASEMAN ルࣅ 1F㸪㟁ヰ 03-5875-8024㸪mori@kawanoparticle.com

 

⣽⬊はわたしたち生物をᵓ成する最ᑠの༢఩であり㸪それらが集合することによって生࿨యを

ᵓ成している。今や⣽⬊は in vitro としてᗈくᇵ㣴され様々な研究に用いられている。その研究分

野は㸪医⸆品の有ຠ性の評価や環境化学物質のẘ性試㦂㸪さらに食品や化⢝品の機能性評価にま

でᗈがり㸪㏆年では෌生医療分野への発展が目ぬましい。このように多ᒱにわたりᇵ㣴⣽⬊が用

いられているものの㸪多くの⣽⬊では᫂☜とした品質評価方法は定められていない。㑇ఏᏊゎ析㸪

⣽⬊ᰁⰍ㸪発⌧したタンࣃク質などの評価は行われてはいるが㸪試㦂に㝿して౑用した⣽⬊はኻ

われるため㸪全⣽⬊の評価はできないという問題点がある。෌生医療に㛵わる iPS ⣽⬊㸪ES ⣽⬊

の研究がᛴ㏿に発展しているが㸪౑用する⣽⬊が͆୙Ⰻ品͇かどうかのุ断㸦活性化がపい㸪奇

ᙧなど㸧はᇵ㣴⇍⦎者による「࢝ン」を㢗りとしており㸪ಶ人ᕪが生じやすい方法で行われてい

る。そこで㸪ᇵ㣴⣽⬊についての᫂☜でᐈほ的な評価方法がᶍ⣴されている。�

� 本研究では㸪☢ẼὋື法という新しい⢏Ꮚ分析手法を㐺用し㸪⣽⬊の≧ែを生きたまま評価す

ることを試みた。その⤖果㸪本手法を

用いると㸪⣽⬊を生きたまま測定する

ことができ㸪かつⰋ⣽⬊を分㞳できる

可能性が♧された。☢ẼὋື法にて⣽

⬊を評価することで㸪これまで「࢝ン」

に㢗っていた⣽⬊評価について㸪分析

್による⟶理が期待され㸪⣽⬊評価に

新しい可能性をもたらした。 
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 � �� �

⾑ᾮ䝉䞁䝃䞊䛾≀ᛶホ౯䛜ྍ⬟に 

࠙講演␒ྕࠚ<����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ重合度の異なる 39& を用いたイ࢜ン㑅ᢥ性㟁ᴟ⭷のࣃルス 105 法による物性

評価 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ㧗分Ꮚᾮ⭷ᆺイ࢜ン㑅ᢥ性㟁ᴟ㸦I6(㸧は㸪ࢭンサーとして⾑ᾮなどの⮬ື分析⿦⨨に組

み㎸まれるなど㸪環境・医療分野でᗈく用いられている。I6( ⭷あるいは⭷成分の物理的ཬࡧ化

学的性質がࢭンサー性能をᕥྑするが㸪物理的性質の評価法は☜❧されていなかった。講演者ら

は �+ ᰾☢Ẽ横⦆࿴᫬間 7�に着目し㸪I6( ⭷の分Ꮚ㐠ື性のᕪ異が 7�್に཯ᫎされることを᫂ら

かにしてきた。本研究では㸪重合度の異なる 39& を用いた医療分析用 1D� ࢭンサーI6( ⭷の物性

のᕪ異が 7�್の違いとして検出できることを♧し㸪⦆࿴ス࣌クトルとして可視化した。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 㜰ᕤ኱ᕤ �・රᗜ┴኱㝔ᕤ ��  

᳃内�ᕝ上�㝯௦ ᮧ科学ྜྷۑ・� �・ᾆ℈ᆂᙯ �

኱㜰ᗓ኱㜰ᕷ᪫༊኱ᐑ ������㸪㟁ヰ ����������7�㸪WDND\R�PRULXFKL#RLW�DF�MS

 

� 化学ࢭンサーである㧗分Ꮚᾮ⭷ᆺイ࢜ン㑅ᢥ性㟁ᴟ㸦I6(㸧は㸪医療分析用 1D� ࢭンサーといっ

た⾑ᾮなどの生య試ᩱ測定に用いられる生化学⮬ື分析⿦⨨にも組み㎸まれており㸪環境・医療

分野でᗈくỗ用され㸪さらなる性能ᨵၿが社会ࢽーࢬとなっている。イ࢜ンをឤ知する I6( ⭷あ

るいはその⭷成分の物理的性質と化学的性質の୧方が性能にᙳ㡪することは᫂らかであるが㸪I6(

⭷の物理的性質の評価法はᮍだ☜❧されていない。そこでᡃ々は㸪ྵ㔞の多い成分の評価が୺య

となる通常の物性評価法とは異なり㸪分Ꮚ㐠ື性にᑐᛂする成分の測定が可能という௚に౛を見

ない物性評価法である �+ ᰾☢Ẽ横⦆࿴᫬間 7�測定に着目し㸪I6( ⭷の新たな物性評価法の☜❧お

よࡧ数್としての可視化を目ᣦしてきた。これまでの研究で㸪I6( ⭷の┦⁐性・ᰂ๛性・可ረ化

度合い㸦㸻分Ꮚ㐠ື性㸧のᕪ

異が㸪7� ್の違いとして可視

化㸦⦆࿴ス࣌クトル㸧できる

ことを᫂らかにしている。�

� 本研究では㸪重合度の異な

る 39& を用いた医療分析用

1D�
)ンサーI6ࢭ  ⭷の物性の

ᕪ異が 7� ್の違いとして検出

可能であることを論ドし㸪ま

たそれを⦆࿴ス࣌クトルとし

て可視化した。 
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⏕䛝䛯⣽⬊䛾䇾ရ㉁䇿をホ౯するᡭἲ䛾㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚD4002࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 12 日㸦᭶㸧09㸸15 㹼 09㸸30 

࠙講演タイトルࠚ☢場⢏Ꮚ測定法を用いた⣽⬊の新つ評価法の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ生物をᵓ成する最ᑠ༢఩である⣽⬊は㸪今や人ᕤ的にᇵ㣴され㸪様々な研究に用いられ

ている。その研究分野は㸪医⸆品の有ຠ性評価や環境化学物質のẘ性試㦂㸪食品や化⢝品の機能

性評価➼にまでᗈがり㸪㏆年では෌生医療分野への発展が目ぬましい。一方㸪ᇵ㣴された⣽⬊は㸪

᫂☜な品質評価方法が定められていないため㸪୙Ⰻ品のุ断㸦活性化がపい㸪奇ᙧなど㸧はᇵ㣴

⇍⦎者による「࢝ン」を㢗りにしており㸪ಶ人ᕪが生じやすい問題があった。本研究では㸪⣽⬊

の評価に「☢ẼὋື法」という新しい手法を㐺用した。☢ẼὋື法によれࡤ㸪生きたまま⣽⬊を

評価することが可能であり㸪かつⰋ⣽⬊を分㞳することが可能となった。�

 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᰴᘧ会社࢝ワࣀラ࣎ 

�᳃ࠐ Ύ㤶・Ἑ野� ㄔ

ᮾி㒔Ụᮾ༊富ᒸ 2-11-6HASEMAN ルࣅ 1F㸪㟁ヰ 03-5875-8024㸪mori@kawanoparticle.com

 

⣽⬊はわたしたち生物をᵓ成する最ᑠの༢఩であり㸪それらが集合することによって生࿨యを

ᵓ成している。今や⣽⬊は in vitro としてᗈくᇵ㣴され様々な研究に用いられている。その研究分

野は㸪医⸆品の有ຠ性の評価や環境化学物質のẘ性試㦂㸪さらに食品や化⢝品の機能性評価にま

でᗈがり㸪㏆年では෌生医療分野への発展が目ぬましい。このように多ᒱにわたりᇵ㣴⣽⬊が用

いられているものの㸪多くの⣽⬊では᫂☜とした品質評価方法は定められていない。㑇ఏᏊゎ析㸪

⣽⬊ᰁⰍ㸪発⌧したタンࣃク質などの評価は行われてはいるが㸪試㦂に㝿して౑用した⣽⬊はኻ

われるため㸪全⣽⬊の評価はできないという問題点がある。෌生医療に㛵わる iPS ⣽⬊㸪ES ⣽⬊

の研究がᛴ㏿に発展しているが㸪౑用する⣽⬊が͆୙Ⰻ品͇かどうかのุ断㸦活性化がపい㸪奇

ᙧなど㸧はᇵ㣴⇍⦎者による「࢝ン」を㢗りとしており㸪ಶ人ᕪが生じやすい方法で行われてい

る。そこで㸪ᇵ㣴⣽⬊についての᫂☜でᐈほ的な評価方法がᶍ⣴されている。�

� 本研究では㸪☢ẼὋື法という新しい⢏Ꮚ分析手法を㐺用し㸪⣽⬊の≧ែを生きたまま評価す

ることを試みた。その⤖果㸪本手法を

用いると㸪⣽⬊を生きたまま測定する

ことができ㸪かつⰋ⣽⬊を分㞳できる

可能性が♧された。☢ẼὋື法にて⣽

⬊を評価することで㸪これまで「࢝ン」

に㢗っていた⣽⬊評価について㸪分析

್による⟶理が期待され㸪⣽⬊評価に

新しい可能性をもたらした。 
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≢⨥ᤚᰝにᙺ❧䛴䠈ேᕤ▱⬟を⏝䛔るศᯒᢏ⾡を㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚB3007࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 11 日㸦᭶㸧13㸸00 㹼 13㸸15 

࠙講演タイトルࠚFT-IR ATR による法科学的యᾮ試ᩱの識ู分析に向けた多ኚ㔞ゎ析手法の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ犯罪஦実の❧ドやಶ人識ูに㛵わる DNA の由᮶を᫂らかにするために㸪యᾮの分析は

重要である。しかし⌧行の方法では㸪試ᩱを◚ቯするという問題がある。本研究では㸪試ᩱに㉥

外⥺を↷ᑕし㸪ගのἼ㛗ẖのᙉ度ࣃターン㸦ス࣌クトル㸧を調べる㉥外分ග法による生య⾑とṚ

య⾑試ᩱの識ูを検ウした。生య⾑とṚయ⾑のス࣌クトルࣃターンは㓞ఝし㸪目視による識ูは

୙可能であったが㸪機Ე学⩦㸦人ᕤ知能㸧にᇶ࡙いて㸪ス࣌クトルのわࡎかな違いからこれらを

識ูする方法を開発した。この識ูࣔࢹルは㸪ᕸにしみこんだ⾑⑞にも㐺用でき㸪今ᚋ様々なయ

ᾮ分析への展開が期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ኱㝔理 1・科㆙研 2・ிᗓ医኱ 3�  

㧘ᮧᙬ㔛ۑ 1,2・Ώ㑔� ㈼ 2・㜿ஂὠᬛᏊ 2・ụ㇂� ༤ 3・ᑠ⃝ᓅᫀ 1

ᮾி㒔ᩥி༊本㒓 7-3-1㸪㟁ヰ 03-5841-4351㸪ozawa@chem.s.u-tokyo.ac.jp

 

� 犯罪捜査において㸪⾑ᾮをጞめとするయᾮ試ᩱは㢖⦾に㑇␃され㸪その種類を識ู・同定する

ことは㸪犯罪஦実の❧ドやಶ人識ูに㛵わる DNA の由᮶を᫂らかにする上で㸪ᴟめて重要となる。

⌧行のయᾮ検査は㸪యᾮ種に≉異的な㓝素やタンࣃク質を検出する生化学の手法により行われて

いるが㸪試ᩱのᾘ㈝が୙可㑊な点や検査作業の↹㞧さが問題となっている。そこで㏆年では㸪試

ᩱにගを↷ᑕし㸪ගのἼ㛗ẖのᙉ度ࣃターン㸦ス࣌クトル㸧を調べる㸪分ග分析手法の฼用に㛵

心が㧗まっている。測定が⡆౽で試ᩱを◚ቯせࡎ㸪また様々な試ᩱに㐺用出᮶るという฼点が得

られるためである。本研究では㉥外分ග法を฼用し㸪犯行の⤒⦋や犯罪性の᥎定に㛵わる生య⾑・

Ṛయ⾑試ᩱの識ูのための㸪ス࣌クトルゎ析法の開発に取り組んだ。生య⾑とṚయ⾑はともに⾑

ᾮ試ᩱであるため㸪そのス࣌クトルࣃターンは㓞ఝし㸪目視による識ูは୙可能である。そこで㸪

ス࣌クトル上の₯ᅾ的ᕪ異を見つけ出し㸪ᐈほ的識ูを行うため㸪機Ე学⩦にᇶ࡙くス࣌クトル

識ูࣔࢹルのᵓ⠏を行った。さらに㸪これまでᅔ㞴であった⾑⑞試ᩱ㸦ᕸなどにᰁみ㎸んだ⾑ᾮ

試ᩱ㸧の識ูにもᑐᛂできるよう㸪ᕸ由᮶のᙳ㡪を⢭⣽に㝖ཤするス࣌クトルゎ析法を開発し㸪

上グ識ูࣔࢹルにより㧗⢭度な識ูが可能となることを見出した。 

本成果は㸪非◚ቯかつᐈほ的に⾑ᾮ試ᩱの由᮶識ูを可能にするものである。また本手法は㸪

⾑ᾮに㝈らࡎ㸪⢭ᾮ㸪ᒀ㸪

ၚᾮなど様々なయᾮ試ᩱの

分析にもᛂ用できる可能性

があり㸪犯罪捜査における

新たなỗ用ࢶールとしての

☜❧を目ᣦしていく。�

新素ᮦ・新技術 

 � �� �

ඖ⣲を䠈より㧗ឤᗘに ᐃする 

࠙講演␒ྕࠚ*����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦ⅆ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚI&3�06 用ഴᩳシリンࢲーᆺスࣞࣉーチャンバーの設計開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚス࣐ート࢛ࣇンやࢹジタル࣓࢝ラにᦚ㍕されている༙ᑟయイ࣓ージࢭンサの㧗性能化に

ともない㸪ᴟᚤ㔞にᏑᅾする㔠ᒓ୙⣧物のᙳ㡪による≉性ຎ化が問題となっている。そのため㸪

༙ᑟయイ࣓ージࢭンサのᇶᯈとなるシリࢥンウ࢙ーࣁのΎί度⟶理は非常に重要であり㸪より㧗

ឤ度にඖ素を測定可能な分析方法がồめられている。本研究では㸪㧗ឤ度なඖ素分析法であるㄏ

ᑟ⤖合ࣉラ࣐ࢬ質㔞分析法㸦I&3�06�の᭦なる㧗ឤ度化をᅗるため㸪「ഴᩳシリンࢲーᆺスࣞࣉー

チャンバー」と࿧ࡪ部品を新つに開発した。その⤖果㸪ᚑ᮶のスࣞࣉーチャンバーを用いた場合

にẚべ㸪I&3�06 のឤ度を ��� ಸ向上させることができた。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 680&O�・⏘⥲研 ��  

Ỉ野Ὀ㍜ۑ �・✄垣࿴୕ �・⸨஭⤀一㑻 �・⺬ᕝ㡰༤ �・Ỉ⏣໷ᙪ �

బ㈡┴ఀ୓㔛ᕷᮾᒣ௦⏫㛗὾ �����㸪㟁ヰ ������������㸪WPL]XQR�#VXPFRVL�FRP

 

㏆年㸪ス࣐ート࢛ࣇンやࢹジタル࣓࢝ラにᦚ㍕されている༙ᑟయイ࣓ージࢭンサの㧗性能化に

ともない㸪ཎᏊࣞベルの㔠ᒓ୙⣧物のᙳ㡪による≉性ຎ化が問題となっている。そのため༙ᑟయ

イ࣓ージࢭンサのᇶᯈとなるシリࢥンウ࢙ーࣁのΎί度⟶理は非常に重要であり㸪ㄏᑟ⤖合ࣉラ

 SDUWV� IQGXFWLYLW\ &RXSOHG 3ODVPD � 0DVV 6SHFWURPHWHU㸸I&3�06� を用いて㸪SST� 質㔞分析⿦⨨࣐ࢬ

SHU TXDGULOOLRQ� ࢜ーࢲーの㉸ᚤ㔞㔠ᒓ୙⣧物測定を行なっている。�

本研究では㸪᭦なる㧗ឤ度測定を実⌧するため㸪I&3�06 の試ᩱᑟ入部をᨵⰋし㸪ࣉラ࣐ࢬへの

試ᩱᑟ入㔞を向上させることで㸪出力されるಙྕᙉ度の増加を試みた。�

試ᩱᑟ入部には㸪一⯡的にスࢥットᆺのス

ーチャンバーが用いられるが㸪より試ᩱࣞࣉ

ᑟ入ຠ⋡を㧗めるため㸪ഴᩳシリンࢲーᆺス

�。ーチャンバーを新たに開発した㸦ᅗ㸧ࣞࣉ

本スࣞࣉーチャンバーは㸪ಙྕᙉ度の安定

性にᙳ㡪する኱きなᾮ⁲を重力ᕪで㝖ཤで

きるようにഴᩳさせており㸪また⣽かいᾮ⁲

をࣉラ࣐ࢬ方向にᑟくために⿵ຓ࢞スを෇

㗹部にᑟ入できる設計とした。その⤖果㸪ス

ットᆺとẚ㍑して測定ಙྕᙉ度を⣙ࢥ ��� ಸ

向上させることができており㸪᭦なる㔠ᒓ୙

⣧物の㧗ឤ度測定へのᛂ用が期待できる。 

 

 

 

 

 
ᅗ� ഴᩳシリンࢲーᆺスࣞࣉーチャンバー 

上㸸I&3�06 ⿦着ᅗ ୗ㸸試作スࣞࣉーチャンバー෗┿

ࢨライࣈࢿ

⿵ຓ࢞スᑟ入

I&3�06 

�トーチ࣐ࢬラࣉ
ഴᩳチャンバー

試ᩱᾮをࣈࢿライࢨーでᚤ⣽ᾮ⁲化し㸪�

スࣞࣉーチャンバーで኱きいᾮ⁲を�

㝖ཤしてࣉラ࣐ࢬへᑟ入�

─24─



新素ᮦ・新技術 

 - 25 -

≢⨥ᤚᰝにᙺ❧䛴䠈ேᕤ▱⬟を⏝䛔るศᯒᢏ⾡を㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚB3007࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 11 日㸦᭶㸧13㸸00 㹼 13㸸15 

࠙講演タイトルࠚFT-IR ATR による法科学的యᾮ試ᩱの識ู分析に向けた多ኚ㔞ゎ析手法の開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ犯罪஦実の❧ドやಶ人識ูに㛵わる DNA の由᮶を᫂らかにするために㸪యᾮの分析は

重要である。しかし⌧行の方法では㸪試ᩱを◚ቯするという問題がある。本研究では㸪試ᩱに㉥

外⥺を↷ᑕし㸪ගのἼ㛗ẖのᙉ度ࣃターン㸦ス࣌クトル㸧を調べる㉥外分ග法による生య⾑とṚ

య⾑試ᩱの識ูを検ウした。生య⾑とṚయ⾑のス࣌クトルࣃターンは㓞ఝし㸪目視による識ูは

୙可能であったが㸪機Ე学⩦㸦人ᕤ知能㸧にᇶ࡙いて㸪ス࣌クトルのわࡎかな違いからこれらを

識ูする方法を開発した。この識ูࣔࢹルは㸪ᕸにしみこんだ⾑⑞にも㐺用でき㸪今ᚋ様々なయ

ᾮ分析への展開が期待される。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾ኱㝔理 1・科㆙研 2・ிᗓ医኱ 3�  

㧘ᮧᙬ㔛ۑ 1,2・Ώ㑔� ㈼ 2・㜿ஂὠᬛᏊ 2・ụ㇂� ༤ 3・ᑠ⃝ᓅᫀ 1

ᮾி㒔ᩥி༊本㒓 7-3-1㸪㟁ヰ 03-5841-4351㸪ozawa@chem.s.u-tokyo.ac.jp

 

� 犯罪捜査において㸪⾑ᾮをጞめとするయᾮ試ᩱは㢖⦾に㑇␃され㸪その種類を識ู・同定する

ことは㸪犯罪஦実の❧ドやಶ人識ูに㛵わる DNA の由᮶を᫂らかにする上で㸪ᴟめて重要となる。

⌧行のయᾮ検査は㸪యᾮ種に≉異的な㓝素やタンࣃク質を検出する生化学の手法により行われて

いるが㸪試ᩱのᾘ㈝が୙可㑊な点や検査作業の↹㞧さが問題となっている。そこで㏆年では㸪試

ᩱにගを↷ᑕし㸪ගのἼ㛗ẖのᙉ度ࣃターン㸦ス࣌クトル㸧を調べる㸪分ග分析手法の฼用に㛵

心が㧗まっている。測定が⡆౽で試ᩱを◚ቯせࡎ㸪また様々な試ᩱに㐺用出᮶るという฼点が得

られるためである。本研究では㉥外分ග法を฼用し㸪犯行の⤒⦋や犯罪性の᥎定に㛵わる生య⾑・

Ṛయ⾑試ᩱの識ูのための㸪ス࣌クトルゎ析法の開発に取り組んだ。生య⾑とṚయ⾑はともに⾑

ᾮ試ᩱであるため㸪そのス࣌クトルࣃターンは㓞ఝし㸪目視による識ูは୙可能である。そこで㸪

ス࣌クトル上の₯ᅾ的ᕪ異を見つけ出し㸪ᐈほ的識ูを行うため㸪機Ე学⩦にᇶ࡙くス࣌クトル

識ูࣔࢹルのᵓ⠏を行った。さらに㸪これまでᅔ㞴であった⾑⑞試ᩱ㸦ᕸなどにᰁみ㎸んだ⾑ᾮ

試ᩱ㸧の識ูにもᑐᛂできるよう㸪ᕸ由᮶のᙳ㡪を⢭⣽に㝖ཤするス࣌クトルゎ析法を開発し㸪

上グ識ูࣔࢹルにより㧗⢭度な識ูが可能となることを見出した。 

本成果は㸪非◚ቯかつᐈほ的に⾑ᾮ試ᩱの由᮶識ูを可能にするものである。また本手法は㸪

⾑ᾮに㝈らࡎ㸪⢭ᾮ㸪ᒀ㸪

ၚᾮなど様々なయᾮ試ᩱの

分析にもᛂ用できる可能性

があり㸪犯罪捜査における

新たなỗ用ࢶールとしての

☜❧を目ᣦしていく。�
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ඖ⣲を䠈より㧗ឤᗘに ᐃする 

࠙講演␒ྕࠚ*����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦ⅆ㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚI&3�06 用ഴᩳシリンࢲーᆺスࣞࣉーチャンバーの設計開発 
� �  
࠙ᴫ要ࠚス࣐ート࢛ࣇンやࢹジタル࣓࢝ラにᦚ㍕されている༙ᑟయイ࣓ージࢭンサの㧗性能化に

ともない㸪ᴟᚤ㔞にᏑᅾする㔠ᒓ୙⣧物のᙳ㡪による≉性ຎ化が問題となっている。そのため㸪

༙ᑟయイ࣓ージࢭンサのᇶᯈとなるシリࢥンウ࢙ーࣁのΎί度⟶理は非常に重要であり㸪より㧗

ឤ度にඖ素を測定可能な分析方法がồめられている。本研究では㸪㧗ឤ度なඖ素分析法であるㄏ

ᑟ⤖合ࣉラ࣐ࢬ質㔞分析法㸦I&3�06�の᭦なる㧗ឤ度化をᅗるため㸪「ഴᩳシリンࢲーᆺスࣞࣉー

チャンバー」と࿧ࡪ部品を新つに開発した。その⤖果㸪ᚑ᮶のスࣞࣉーチャンバーを用いた場合

にẚべ㸪I&3�06 のឤ度を ��� ಸ向上させることができた。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 680&O�・⏘⥲研 ��  

Ỉ野Ὀ㍜ۑ �・✄垣࿴୕ �・⸨஭⤀一㑻 �・⺬ᕝ㡰༤ �・Ỉ⏣໷ᙪ �

బ㈡┴ఀ୓㔛ᕷᮾᒣ௦⏫㛗὾ �����㸪㟁ヰ ������������㸪WPL]XQR�#VXPFRVL�FRP

 

㏆年㸪ス࣐ート࢛ࣇンやࢹジタル࣓࢝ラにᦚ㍕されている༙ᑟయイ࣓ージࢭンサの㧗性能化に

ともない㸪ཎᏊࣞベルの㔠ᒓ୙⣧物のᙳ㡪による≉性ຎ化が問題となっている。そのため༙ᑟయ

イ࣓ージࢭンサのᇶᯈとなるシリࢥンウ࢙ーࣁのΎί度⟶理は非常に重要であり㸪ㄏᑟ⤖合ࣉラ

 SDUWV� IQGXFWLYLW\ &RXSOHG 3ODVPD � 0DVV 6SHFWURPHWHU㸸I&3�06� を用いて㸪SST� 質㔞分析⿦⨨࣐ࢬ

SHU TXDGULOOLRQ� ࢜ーࢲーの㉸ᚤ㔞㔠ᒓ୙⣧物測定を行なっている。�

本研究では㸪᭦なる㧗ឤ度測定を実⌧するため㸪I&3�06 の試ᩱᑟ入部をᨵⰋし㸪ࣉラ࣐ࢬへの

試ᩱᑟ入㔞を向上させることで㸪出力されるಙྕᙉ度の増加を試みた。�

試ᩱᑟ入部には㸪一⯡的にスࢥットᆺのス

ーチャンバーが用いられるが㸪より試ᩱࣞࣉ

ᑟ入ຠ⋡を㧗めるため㸪ഴᩳシリンࢲーᆺス

�。ーチャンバーを新たに開発した㸦ᅗ㸧ࣞࣉ

本スࣞࣉーチャンバーは㸪ಙྕᙉ度の安定

性にᙳ㡪する኱きなᾮ⁲を重力ᕪで㝖ཤで

きるようにഴᩳさせており㸪また⣽かいᾮ⁲

をࣉラ࣐ࢬ方向にᑟくために⿵ຓ࢞スを෇

㗹部にᑟ入できる設計とした。その⤖果㸪ス

ットᆺとẚ㍑して測定ಙྕᙉ度を⣙ࢥ ��� ಸ

向上させることができており㸪᭦なる㔠ᒓ୙

⣧物の㧗ឤ度測定へのᛂ用が期待できる。 

 

 

 

 

 
ᅗ� ഴᩳシリンࢲーᆺスࣞࣉーチャンバー 

上㸸I&3�06 ⿦着ᅗ ୗ㸸試作スࣞࣉーチャンバー෗┿

ࢨライࣈࢿ

⿵ຓ࢞スᑟ入

I&3�06 

�トーチ࣐ࢬラࣉ
ഴᩳチャンバー

試ᩱᾮをࣈࢿライࢨーでᚤ⣽ᾮ⁲化し㸪�

スࣞࣉーチャンバーで኱きいᾮ⁲を�

㝖ཤしてࣉラ࣐ࢬへᑟ入�
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 � �7 �

⣬䛸䝣䜱䝹䝮䛷䛴䛟るయእデ᩿䜻䝑䝖 

࠙講演␒ྕࠚ*����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ⣬と࢕ࣇルムでつくる多㡯目分析チッࣉとయ外デ断࢟ットへのᛂ用 
� �  
࠙ᴫ要ࠚㄡでもその場で手㍍に検査ができる試㦂⣬は㸪素ᮦの安さ㸪⡆౽性などから実用的であ

る。しかしながら㝧性・㝜性のุ断はできるが㸪「どの⛬度あるのか」といった定㔞的な試㦂が㞴

しいこと㸪多㡯目を同᫬に検査できないことなどがㄢ題である。本研究では㸪㧗⢭度な検査でも

手㍍にᢅ࠼るయ外デ断࢟ットの๰出を目ᣦし㸪͆ ⣬と࢕ࣇルム´でᵓ成された定㔞性にඃれた分析

チッࣉを新たに開発した。本チッࣉは㸪ᑓ用ࢹバイスと組み合わせることで㸪試⸆の⁲ୗから཯

ᛂ検出᧯作を⮬ືで⧞り㏉し行うことができ㸪多㡯目同᫬試㦂も可能である。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ⏘⥲研健康ᕤ学 ��  

ῲ⬥㞝௓ۑ �・合㇂㈼἞ �・⏣୰ṇ人 �

㤶ᕝ┴㧗ᯇᕷᯘ⏫ ���7���㸪㟁ヰ ��7���������㸪\X�IXFKLZDNL#DLVW�JR�MS

 

� ㄡでも㸪その場で㸪手㍍に検査ができる「⣬」を用いたデ断ࢹバイスは㸪素ᮦの安さや⡆౽で

あることなどから実用的な࣓リットをഛ࠼ている。しかしㄢ題として㸪「㝧性か」「㝜性か」の定

性分析はできるが㸪「どの⛬度あるのか」といった定㔞分析のឤ度があがらない点や㸪複数の分Ꮚ

を検出するには多くのᅔ㞴をともなう。これらをゎỴするため㸪ᅗ㸯のような新しい分析チッࣉ

を開発した。 

「⣬」にᾐみ㎸んだᾮయはⰍムラやにじみが生じて㸪⣬のなかでᾮయをືかすことが㞴しい。

これにᑐして本分析チッࣉは㸪「流す」「Ṇめる」「⛗㔞する」「ᾮを入れ᭰࠼る」といったポンࣉ

のような᧯作を㸪͆ ᾮを⁲ୗするだけ͇で⧞り㏉し行うことができる。また発ගや⺯ගといった㸪

分Ꮚの㔞にᛂじたගのᙉさをはかる❆には୙㏱᫂な⣬ではなく㸪㏱᫂な࢕ࣇルムを用いた。これ

によりᚤᙅなගでも⣬より �� ಸ௨上᫂░に検知できる。さらに㸪この分析チッࣉとేせて複数の

試⸆を⮬ື的に⁲ୗ・౪⤥できる㸪౑いᤞてᆺの࢝ートリッジを開発した㸦ᅗ㸰㸧。ᑓ用のࣟࣉト

タイࣉ機にࢭットすると㸪多㡯目のための཯ᛂと検出が⮬ື的に㐍ࡴ。ண㜵・ಶู化医療の᪩期

デ断には㸪複数の分Ꮚの್をもとに἞療㑅ᢥ・ᢞ⸆可ྰ➼のุ断を行うことが望ましいが㸪その

ような㧗⢭度な検査でも手㍍にᢅ࠼るయ外デ断࢟ットの๰出を目ᣦす。 

 

 

 

 

 

 

 

 ᅗ �㸸⣬と࢕ࣇルムの多㡯目分析チッࣉ ᅗ �㸸౑いᤞて࢝ートリッジとࣟࣉトタイࣉ機
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 � �� �

䝗䞊䝥ịを⏝䛔䛯㧗ឤᗘศᯒ䛾ྍ⬟ᛶ 

࠙講演␒ྕࠚO����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ෾⤖⃰⦰を用いる⁐Ꮡ物質㧗ឤ度検出への検ウ 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᚤ㔞成分をྵࡴỈを෾らせると㸪そのᚤ㔞成分は一見ịに取り㎸まれているように見࠼

る。このịをドーࣉịと࿧ࡪ。しかし㸪このドーࣉịはᚤ視的には⣧⢋なᚤᑠịとその間㝽にᚤ

㔞成分をྵࡴỈ⁐ᾮに分かれている。このỈ⁐ᾮは⁐፹であるỈをᅛయのị┦としてዣわれてい

るため㸪ᚤ㔞成分⃰度はඖのỈ⁐ᾮよりかなり㧗い。一方㸪この⃰⦰されたỈ⁐ᾮを取り出せれ

 ịに✰を作成し㸪ࣉ㸪ᚤ㔞成分の㧗ឤ度検出が可能になる可能性がある。本研究では㸪ドーࡤ

度を調⠇することでこの✰にỈ⁐ᾮを཰集できた。Ỉ⁐ᾮ୰のᴟᚤ㔞分析へのᛂ用が期待される。

 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾᕤ኱理㝔 ��  

�⏣ཎۑ ㄔ �・ᚨ増ᏹᇶ �・ᒸ⏣ဴ⏨ �

ᮾி㒔目㯮༊኱ᒸᒣ ������㸪㟁ヰ ����7�������㸪KPDNRWR#FKHP�WLWHFK�DF�MS

 

� Ỉ⁐ᾮを෾⤖させると㸪一見㸪Ỉ⁐ᾮにྵまれる⁐Ꮡ物質も一緒に෾⤖した

ịができているように見࠼る。౛ࡤ࠼㸪ᾏỈのようにሷ化ࢼトリウムをྵࡴỈ

⁐ᾮを෾⤖させると㸪ሷ分をྵんだሷ㎞いịができる。このようなịをドーࣉ

ịというが㸪ドーࣉịをᚤ視的に見ると㸪ሷ化ࢼトリウムはᕥᅗのようにᆒ一

に分ᩓしているのではないことがわかる。ሷ化ࢼトリウムをྵまない⣧⢋でᚤᑠなịとそのᚤᑠ

ịの㝽間にỈ⁐ᾮがᏑᅾしている。一見㸪࢞チ࢞チに෾り௜いているが㸪ドーࣉị内部にはỈ⁐

ᾮがᏑᅾするのである。このỈ⁐ᾮは⁐፹であるỈをị┦にዣわれているため㸪ඖのỈ⁐ᾮより

も⃰度が㧗くなる。いわࡺる෾⤖⃰⦰である。෾⤖⃰⦰は⁐質の種類やịの

 度によって⃰⦰⋡をไᚚできるẚ㍑的✜やかな⃰⦰法であるので㸪ᚤ㔞物

質の検出などの㧗ឤ度測定にᛂ用できる。しかしながら⃰⦰ᾮ┦がドーࣉị

全యに分ᩓしているため㸪⃰⦰ᾮを取り出すことがᅔ㞴である。そこで㸪ド

ーࣉịに✰を作成し㸪 度を調⠇することで㸪この✰の୰にᾮ┦を཰集する

ことを試みた。ྑᅗはᾮ┦でගる⺯ග物質を入れたドーࣉịをほᐹした⤖果

であるが㸪᫬間が⤒つと✰㸦点⥺部分㸧の୰にᾮ┦が⛣ືしていく様Ꮚがほ

測された。またୗᅗは㸪ᚤ㔞⁐かした㔠ᒓイ࢜ンがドーࣉị内でどのように分ᕸしているかを⺯

ග㹖⥺によって検出した⤖果である。ྛ㔠ᒓイ࢜ンがᾮ┦と共にịに開けた✰に⛣ືしていく様

Ꮚがほ測された。෾⤖⃰⦰法を฼用したᚤ㔞物質の㧗ឤ度検出の可能性が♧၀できたのである。 

純粋な氷

濃縮⽔溶液
 

820秒後

Cl Mn Co Cu Zn
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⣬䛸䝣䜱䝹䝮䛷䛴䛟るయእデ᩿䜻䝑䝖 

࠙講演␒ྕࠚ*����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ⣬と࢕ࣇルムでつくる多㡯目分析チッࣉとయ外デ断࢟ットへのᛂ用 
� �  
࠙ᴫ要ࠚㄡでもその場で手㍍に検査ができる試㦂⣬は㸪素ᮦの安さ㸪⡆౽性などから実用的であ

る。しかしながら㝧性・㝜性のุ断はできるが㸪「どの⛬度あるのか」といった定㔞的な試㦂が㞴

しいこと㸪多㡯目を同᫬に検査できないことなどがㄢ題である。本研究では㸪㧗⢭度な検査でも

手㍍にᢅ࠼るయ外デ断࢟ットの๰出を目ᣦし㸪͆ ⣬と࢕ࣇルム´でᵓ成された定㔞性にඃれた分析

チッࣉを新たに開発した。本チッࣉは㸪ᑓ用ࢹバイスと組み合わせることで㸪試⸆の⁲ୗから཯

ᛂ検出᧯作を⮬ືで⧞り㏉し行うことができ㸪多㡯目同᫬試㦂も可能である。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ⏘⥲研健康ᕤ学 ��  

ῲ⬥㞝௓ۑ �・合㇂㈼἞ �・⏣୰ṇ人 �

㤶ᕝ┴㧗ᯇᕷᯘ⏫ ���7���㸪㟁ヰ ��7���������㸪\X�IXFKLZDNL#DLVW�JR�MS

 

� ㄡでも㸪その場で㸪手㍍に検査ができる「⣬」を用いたデ断ࢹバイスは㸪素ᮦの安さや⡆౽で

あることなどから実用的な࣓リットをഛ࠼ている。しかしㄢ題として㸪「㝧性か」「㝜性か」の定

性分析はできるが㸪「どの⛬度あるのか」といった定㔞分析のឤ度があがらない点や㸪複数の分Ꮚ

を検出するには多くのᅔ㞴をともなう。これらをゎỴするため㸪ᅗ㸯のような新しい分析チッࣉ

を開発した。 

「⣬」にᾐみ㎸んだᾮయはⰍムラやにじみが生じて㸪⣬のなかでᾮయをືかすことが㞴しい。

これにᑐして本分析チッࣉは㸪「流す」「Ṇめる」「⛗㔞する」「ᾮを入れ᭰࠼る」といったポンࣉ

のような᧯作を㸪͆ ᾮを⁲ୗするだけ͇で⧞り㏉し行うことができる。また発ගや⺯ගといった㸪

分Ꮚの㔞にᛂじたගのᙉさをはかる❆には୙㏱᫂な⣬ではなく㸪㏱᫂な࢕ࣇルムを用いた。これ

によりᚤᙅなගでも⣬より �� ಸ௨上᫂░に検知できる。さらに㸪この分析チッࣉとేせて複数の

試⸆を⮬ື的に⁲ୗ・౪⤥できる㸪౑いᤞてᆺの࢝ートリッジを開発した㸦ᅗ㸰㸧。ᑓ用のࣟࣉト

タイࣉ機にࢭットすると㸪多㡯目のための཯ᛂと検出が⮬ື的に㐍ࡴ。ண㜵・ಶู化医療の᪩期

デ断には㸪複数の分Ꮚの್をもとに἞療㑅ᢥ・ᢞ⸆可ྰ➼のุ断を行うことが望ましいが㸪その

ような㧗⢭度な検査でも手㍍にᢅ࠼るయ外デ断࢟ットの๰出を目ᣦす。 

 

 

 

 

 

 

 

 ᅗ �㸸⣬と࢕ࣇルムの多㡯目分析チッࣉ ᅗ �㸸౑いᤞて࢝ートリッジとࣟࣉトタイࣉ機
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࠙講演␒ྕࠚO����࠙講演日᫬ࠚ� ᭶ �� 日㸦日㸧��㸸�� 㹼 ��㸸�� 

࠙講演タイトルࠚ෾⤖⃰⦰を用いる⁐Ꮡ物質㧗ឤ度検出への検ウ 
� �  
࠙ᴫ要ࠚᚤ㔞成分をྵࡴỈを෾らせると㸪そのᚤ㔞成分は一見ịに取り㎸まれているように見࠼

る。このịをドーࣉịと࿧ࡪ。しかし㸪このドーࣉịはᚤ視的には⣧⢋なᚤᑠịとその間㝽にᚤ

㔞成分をྵࡴỈ⁐ᾮに分かれている。このỈ⁐ᾮは⁐፹であるỈをᅛయのị┦としてዣわれてい

るため㸪ᚤ㔞成分⃰度はඖのỈ⁐ᾮよりかなり㧗い。一方㸪この⃰⦰されたỈ⁐ᾮを取り出せれ

 ịに✰を作成し㸪ࣉ㸪ᚤ㔞成分の㧗ឤ度検出が可能になる可能性がある。本研究では㸪ドーࡤ

度を調⠇することでこの✰にỈ⁐ᾮを཰集できた。Ỉ⁐ᾮ୰のᴟᚤ㔞分析へのᛂ用が期待される。

 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 ᮾᕤ኱理㝔 ��  

�⏣ཎۑ ㄔ �・ᚨ増ᏹᇶ �・ᒸ⏣ဴ⏨ �

ᮾி㒔目㯮༊኱ᒸᒣ ������㸪㟁ヰ ����7�������㸪KPDNRWR#FKHP�WLWHFK�DF�MS

 

� Ỉ⁐ᾮを෾⤖させると㸪一見㸪Ỉ⁐ᾮにྵまれる⁐Ꮡ物質も一緒に෾⤖した

ịができているように見࠼る。౛ࡤ࠼㸪ᾏỈのようにሷ化ࢼトリウムをྵࡴỈ
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測された。またୗᅗは㸪ᚤ㔞⁐かした㔠ᒓイ࢜ンがドーࣉị内でどのように分ᕸしているかを⺯

ග㹖⥺によって検出した⤖果である。ྛ㔠ᒓイ࢜ンがᾮ┦と共にịに開けた✰に⛣ືしていく様

Ꮚがほ測された。෾⤖⃰⦰法を฼用したᚤ㔞物質の㧗ឤ度検出の可能性が♧၀できたのである。 

純粋な氷

濃縮⽔溶液
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会場 部屋番号

会場別講演区分表は概略を表示したものです。
※ 受賞講演の（奨）は奨励賞講演、（技）は技術功績賞講演、（論文）は分析化学論文賞講演、（先端）は先端分析技術賞講演の略です。
※ ポスター発表の（　）内の時間は掲示時間を示します。
※ Asia/CJK関連の講演及びポスター（9月9日・10日）の詳細は本区分表に掲載していません。

特別シンポジウム
7．センサIoTと分析化学の融合展開

13：00-17：00

チュートリアルセッション(公開）

13：10-16：40

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

O 511

M 504

N 507

L 411

K 407

I 403

J 404

G 311

H 402

F 307

E 306

D 305

C 304

B 302

特別シンポジウム
3．ナノ・マイクロ化学分析の最前線

13：10-17：10

A
図書館棟
大ホール

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00

午　前 午　後

13:00-
13:30

第６６年会 会場別講演区分

１日目 ９月９日（土）

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

9:00-
9:30

特別シンポジウム
8．実試料に挑む電気分析化学

13:15-17:30

【Asia/CJK 関連講演】

future session
日時 9月9日（土）9：00-12：00
会場 Y会場（101教室） 講義棟1階

CJK ポスター発表
日時 9月9日（土）・9月10日（日）

会場 X会場（掲示板スペース） 講義棟1階

CJK 口頭発表
日時 9月9日（土）午後から、9月10日（日）

会場 Y会場（101教室）、Z会場（102教室） 講義棟1階

新素ᮦ・新技術 
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పศᏊ໬ྜ≀䛾䝭䜽䝻ศᕸゎᯒᢏ⾡を㛤Ⓨ 

࠙講演␒ྕࠚHS2007࠙講演日᫬9ࠚ ᭶ 10 日㸦日㸧16㸸45 㹼 17㸸15 

࠙講演タイトルࠚPt ⵨着支᥼⬺㞳イ࢜ン化を用いた様々な表面の MS イ࣓ージングゎ析 
� �  
࠙ᴫ要ࠚ科学技術のᇶ┙として重要な࣑クࣟ分析のうち㸪ほᐹ技術は発㐩しているが㸪成分の分

ᕸをゎ析する技術は発展㏵上である。有機化合物試ᩱ୰の有機成分の分ᕸなど複㞧な成分分ᕸを

調べる方法として質㔞分析イ࣓ージングが着目されている。⌧ᅾ୺に用いられている方法では㸪

測定のために有機化合物試⸆を試ᩱにῧ加するため㸪ప分Ꮚの有機化合物の分析がཎ理的に㞴し

いという問題があった。本研究では㸪ⓑ㔠ࣀࢼ⢏Ꮚを࣐トリクスとすることでこのㄢ題をゎỴし

た。᳜物に౑用したẅ⹸๣がどのように分ᕸし㸪⛣ືするかをゎ析できることを♧した。 
 
࠙発表者㸦ۑ㸸Ⓩቭ者㸭ୗ⥺㸸㐃⤡担当者ࠚ㸧 日⏘化学 1・໭㝣ඛ端኱ 2・㛵す኱ 3 

ᑠ⃝ᬛ行ۑ 1,3・኱ᆏ一生 2・ᕝᓮⱥஓ 3・Ⲩᕝ㝯一 3

▼ᕝ┴能⨾ᕷ᪫ྎ 1-1㸪㟁ヰ 0761-51-1476㸪o-issey@jaist.ac.jp

 

� ものの表面㸪断面を見て㸪調べる技術は㸪ᡃ々の生活において非常に重要である。౛ࡤ࠼㸪⑓

㝔で行われている CT 測定では㸪⮚ჾの断面⏬ീにより⑓Ẽをデ断している。表面や断面の⏬ീ

をほᐹする技術は発㐩しているが㸪⏬ീ୰にどのような成分が分ᕸしているか調べる技術は発展

㏵上である。その୰で㸪成分分ᕸをみる技術として MS㸦質㔞分析㸧イ࣓ージングという技術が

着目されている。これは㸪表面の成分をイ࢜ンにして㸦イ࢜ン化㸧㸪分Ꮚ㔞㸦イ࢜ンの重さ㸧を測

定して㸪表面の成分分ᕸを調べる技術である。MS イ࣓ージングにおいて㸪イ࢜ン化技術が重要

であり㸪⏣୰⪔一さんが発᫂した MALDI 法㸦࣐トリクス支᥼⬺㞳ࣞーࢨーイ࢜ン化法㸧が୺に

用いられている。MALDI 法は㸪試ᩱの表面に有機化合物の試⸆をのせてイ࢜ン化する方法で㸪タ

ンࣃク質などの測定が得意であるが㸪試⸆⮬㌟のイ࢜ン化によるప分Ꮚ成分のゎ析のጉᐖし㸪試

ᩱにᑟ㟁性㸦㟁Ẽを通す性質㸧がないものは測定で

きないなどの問題があった。そこでᡃ々は㸪イ࢜ン

化試⸆に Pt㸦ⓑ㔠㸧ࣀࢼ⢏Ꮚを౑用した。Pt ࣀࢼ

⢏Ꮚは⮬㌟がイ࢜ン化しないためጉᐖがなく㸪試ᩱ

にᑟ㟁性を௜与できるため様々な試ᩱの測定が可

能となった。本≉ᚩを生かして㸪ᅬⱁ用᳜物の᰿に

ప分Ꮚのᾐ㏱性ẅ⹸๣をᩓᕸして㸪ᩓᕸ日数ࡈとの

ẅ⹸๣の成分分ᕸを MS イ࣓ージングでゎ析した

㸦ᅗ㸧。ᚑ᮶法ではほ測が㞴しいⴥの上のẅ⹸๣成

分が本手法で可能となり㸪1 㐌間⛬度で᰿からⴥに

ᾐ㏱してᚎ々にඛ端にᗈがっていく様Ꮚがゎ析で

きた。 
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会場 部屋番号

会場別講演区分表は概略を表示したものです。
※ 受賞講演の（奨）は奨励賞講演、（技）は技術功績賞講演、（論文）は分析化学論文賞講演、（先端）は先端分析技術賞講演の略です。
※ ポスター発表の（　）内の時間は掲示時間を示します。
※ Asia/CJK関連の講演及びポスター（9月9日・10日）の詳細は本区分表に掲載していません。
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をほᐹする技術は発㐩しているが㸪⏬ീ୰にどのような成分が分ᕸしているか調べる技術は発展

㏵上である。その୰で㸪成分分ᕸをみる技術として MS㸦質㔞分析㸧イ࣓ージングという技術が

着目されている。これは㸪表面の成分をイ࢜ンにして㸦イ࢜ン化㸧㸪分Ꮚ㔞㸦イ࢜ンの重さ㸧を測

定して㸪表面の成分分ᕸを調べる技術である。MS イ࣓ージングにおいて㸪イ࢜ン化技術が重要

であり㸪⏣୰⪔一さんが発᫂した MALDI 法㸦࣐トリクス支᥼⬺㞳ࣞーࢨーイ࢜ン化法㸧が୺に

用いられている。MALDI 法は㸪試ᩱの表面に有機化合物の試⸆をのせてイ࢜ン化する方法で㸪タ

ンࣃク質などの測定が得意であるが㸪試⸆⮬㌟のイ࢜ン化によるప分Ꮚ成分のゎ析のጉᐖし㸪試

ᩱにᑟ㟁性㸦㟁Ẽを通す性質㸧がないものは測定で

きないなどの問題があった。そこでᡃ々は㸪イ࢜ン

化試⸆に Pt㸦ⓑ㔠㸧ࣀࢼ⢏Ꮚを౑用した。Pt ࣀࢼ

⢏Ꮚは⮬㌟がイ࢜ン化しないためጉᐖがなく㸪試ᩱ

にᑟ㟁性を௜与できるため様々な試ᩱの測定が可

能となった。本≉ᚩを生かして㸪ᅬⱁ用᳜物の᰿に

ప分Ꮚのᾐ㏱性ẅ⹸๣をᩓᕸして㸪ᩓᕸ日数ࡈとの

ẅ⹸๣の成分分ᕸを MS イ࣓ージングでゎ析した

㸦ᅗ㸧。ᚑ᮶法ではほ測が㞴しいⴥの上のẅ⹸๣成

分が本手法で可能となり㸪1 㐌間⛬度で᰿からⴥに

ᾐ㏱してᚎ々にඛ端にᗈがっていく様Ꮚがゎ析で

きた。 
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会場 部屋番号

09:
༏分
析

13:15-

13:30

03:ἾーἈー分ή
分析

9:00-10:15

16:電気
පѣ分析

9:15-10:00

01:Ҿ܇スἬクト
ル分析

9:00-10:15

01:Ҿ܇スἬクトル分析

13:15-15:0012:00῍12:50

受賞
講演
（奨）

10:00-10:30

イỼンクロマト
ἂἻἧỵーটᛩ

会

11:00-12:00

電気පѣ分析
টᛩ会

13:00-14:00

16:電気
පѣ
分析

14:00-14:30

受賞
講演

(論文)

14:30-
15:00

403

ᒉ৖
ポスター

(09:45-11:15)

10:00-11:00

ɟᑍ
ポスター

(13:15-14:45)

13:30-14:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

M 504

O 511

N 507

K 407

L 411

03:ἾーἈー分ή分析

13:15-14:45

I

J 404

29:ஊೞ・᭗分܇
஬料分析

9:30-10:45

᭗分܇分析
টᛩ会

307

G 311

H 402

10:45-11:45

29:ஊೞ・
᭗分܇஬
料分析

13:15-14:00

Ἳンチョン
(ἳルク)

F

Ỿスクロマトἂ
Ἳἧỵーটᛩ会

11:00-12:00

D 305

E 306

15:Ỿスクロ
マトἂἻ
ἧỵー

10:15-11:00

12:00῍12:50

Ἳンチョン
(日本電܇、

ԧήኝᕤ߻ಅ)B 302

9:00-11:45

02:分܇スἬクトル分析

A

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

図書館棟
大ホール

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

13:30-
14:00

第６６年会 会場別講演区分

ᾂ日目 ９月１１日（月）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

学会賞ሁ੉賞
ࡸ

10：30῍11：40

学会賞受賞講演

15：00῍17：10

C 304
19:分析化学Ӓࣖؕᄽ論

9：00῍10：55

๋෩Ӓࣖ化学
টᛩ会

11:00-12:00

に関すỦ分析化学ྶע・ܬܢ:24

13：00῍15：10

特別シンポジウム
᣽分析ඥとしてのᵬᵫᵰのॖ፯とࣖဇܭ．2

13：00῍15：00

Ἳンチョン
（JAIᵫA：޽඾、

ؗ場）

12：00῍12:50

༏分析
টᛩ会

13:30-14:30

04:ᵶ線分析・電܇分ή分析

9:00-11:15

ᵶ線分析
টᛩ会

13:15-14:15

受賞
講演

(先端)

14:30-
15:00

04:ᵶ
線・
電܇分
ή分析

15:15-
15:45

12:00῍12:50

Ἳンチョン
（アジἾント）

会場 部屋番号

9:30-11:40

特別シンポジウム
11．最先端分ᩉ化学とẸのࣖဇ

13:00-17:40
特別シンポジウム

5．分ᩉἳỽἝἌムのо঺῍前ϼྸと分ᩉ౨
Јのૼ展開῍

9：00-12：00

特別シンポジウム
5．分ᩉἳỽἝἌム
のо঺῍前ϼྸと
分ᩉ౨Јのૼ展開
῍

13:00-14:00

受賞
講演
（技）

9:45-10:15

関連分析ؾ࿢ྶע:25

10:25-11:40

表示・ឪ
เ分析
技術

টᛩ会

13:15-13:45

関連分析ؾ࿢ྶע:25

14:00-16:25

特別シンポジウム
11．最先端分ᩉ化学とẸのࣖဇ

Ἳンチョン
(JAIᵫA：日ᇌἡイ
Ἐク、ிʣἙỵー

ἃーἃー）

12:00῍12:50

特別シンポジウム
4．්ủ分析ඥとẸの関連技術のૼ展開

13:00-17:25

分析試ᕤ
টᛩ会

11:00-12:00

18:分ᩉ・分析試ᕤのᚨᚘ

13:00-16:10

特別シンポジウム
9．சஹをᏋむ୥Ụしのܤμ・࣎ܤと分析化

学

9：00-12：00

特別シンポジウム
10．細Ꮨ分析のૼ展開

13:00-16:15

12:00῍12:50

Ἳンチョン
（Ῠ῝ Ό῕῜ῩῙ῝)

12:00῍12:50

08:センサー・
センシンἂシスἘム

9：00-11：10

受賞
講演
（奨）

11:15-11:45

31:ἢイỼ
分析・イ

ἳージンἂ

13:15-14:00

30:ҔᕤԼ・ᐮ࠿分析

13:15-15:45

31:ἢイỼ分析・イἳージンἂ

9：00-11：40

受賞講
演(先

端)(奨)

14:00-15:10

31:ἢイỼ分析・イἳージンἂ

15:10-17:20

特別シンポジウム
6．分析化学をリーἛすỦᒉ৖ᄂᆮᎍシンポジウム

Ἳンチョン
(ῡ ΰ​῝)

第６６年会 会場別講演区分

ᾁ日目 ９月１὿日（日）

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

ᒉ৖
ポスター

(14:45-16:15)

15:00-16:00

ᒉ৖
ポスター

(10:15-11:45)

10:30-11:30

ɟᑍ
ポスター

(12:45-14:15)

13:00-14:00

511
23:မ᩿・ࣇቩ܇分析

9：00-10：45

๋෩မ᩿
টᛩ会

11:00-12:00

受賞
講演

(先端)

13:00-13:30

23:မ᩿・ࣇቩ܇分析

13:30-17:00

O

M 504

N 507

L 411

K 407

࿢ྶע:25
関連分ؾ

析

9：00-9：45

特別シンポジウム
1．分析技術にợỦ˖ಅ内ᵰᵄᵢਖ਼ᡶ

とᛢ᫆ᚐൿ

9：00-11：30

I 403

J 404

13:15-17:15

H 402

F 307

G 311

E 306

11:ឋ᣽分析
21:೅แ試料

06:ᵬᵫᵰᵊᵣᵱᵰᵊᄬ気分析

ஊೞࣇ᣽分析
টᛩ会

9：00-11：00 16:30-17:30

22:Ῠ Ό‌  ῥ​・
前ϼྸ

10:ஊೞࣇ᣽分
析

15:30-16:15

D 305
Ἶアἳタル分析

টᛩ会

13:00-14:00

14:෩クロ

14：15-15：00

෩クロ
টᛩ会

15:00-16:00

12:マイクロ分析
ኒ

13ᵌἧローイン
ジỹクション分析

10：40-11：35

受賞
講演
（技）

11:35-
12:05

A
図書館棟
大ホール

B 302

特別シンポジウム（公開）
ငಅမシンポジウム

13:00῍16:15

12:マイクロ分析
ኒ

13：15-14：15

9:00-12：05

07:電気化学分析
26ᵌエ἟ルἀー関連

C 304
12:マイクロ分

析ኒ

受賞
講演
（奨）

9：00-10：00 10:10-
10:40
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会場 部屋番号

09:
༏分
析

13:15-

13:30

03:ἾーἈー分ή
分析

9:00-10:15

16:電気
පѣ分析

9:15-10:00

01:Ҿ܇スἬクト
ル分析

9:00-10:15

01:Ҿ܇スἬクトル分析

13:15-15:0012:00῍12:50

受賞
講演
（奨）

10:00-10:30

イỼンクロマト
ἂἻἧỵーটᛩ

会

11:00-12:00

電気පѣ分析
টᛩ会

13:00-14:00

16:電気
පѣ
分析

14:00-14:30

受賞
講演

(論文)

14:30-
15:00

403

ᒉ৖
ポスター

(09:45-11:15)

10:00-11:00

ɟᑍ
ポスター

(13:15-14:45)

13:30-14:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

M 504

O 511

N 507

K 407

L 411

03:ἾーἈー分ή分析

13:15-14:45

I

J 404

29:ஊೞ・᭗分܇
஬料分析

9:30-10:45

᭗分܇分析
টᛩ会

307

G 311

H 402

10:45-11:45

29:ஊೞ・
᭗分܇஬
料分析

13:15-14:00

Ἳンチョン
(ἳルク)

F

Ỿスクロマトἂ
Ἳἧỵーটᛩ会

11:00-12:00

D 305

E 306

15:Ỿスクロ
マトἂἻ
ἧỵー

10:15-11:00

12:00῍12:50

Ἳンチョン
(日本電܇、

ԧήኝᕤ߻ಅ)B 302

9:00-11:45

02:分܇スἬクトル分析

A

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

図書館棟
大ホール

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

13:30-
14:00

第６６年会 会場別講演区分

ᾂ日目 ９月１１日（月）

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

学会賞ሁ੉賞
ࡸ

10：30῍11：40

学会賞受賞講演

15：00῍17：10

C 304
19:分析化学Ӓࣖؕᄽ論

9：00῍10：55

๋෩Ӓࣖ化学
টᛩ会

11:00-12:00

に関すỦ分析化学ྶע・ܬܢ:24

13：00῍15：10

特別シンポジウム
᣽分析ඥとしてのᵬᵫᵰのॖ፯とࣖဇܭ．2

13：00῍15：00

Ἳンチョン
（JAIᵫA：޽඾、

ؗ場）

12：00῍12:50

༏分析
টᛩ会

13:30-14:30

04:ᵶ線分析・電܇分ή分析

9:00-11:15

ᵶ線分析
টᛩ会

13:15-14:15

受賞
講演

(先端)

14:30-
15:00

04:ᵶ
線・
電܇分
ή分析

15:15-
15:45

12:00῍12:50

Ἳンチョン
（アジἾント）

会場 部屋番号

9:30-11:40

特別シンポジウム
11．最先端分ᩉ化学とẸのࣖဇ

13:00-17:40

特別シンポジウム
5．分ᩉἳỽἝἌムのо঺῍前ϼྸと分ᩉ౨

Јのૼ展開῍

9：00-12：00

特別シンポジウム
5．分ᩉἳỽἝἌム
のо঺῍前ϼྸと
分ᩉ౨Јのૼ展開
῍

13:00-14:00

受賞
講演
（技）

9:45-10:15

関連分析ؾ࿢ྶע:25

10:25-11:40

表示・ឪ
เ分析
技術

টᛩ会

13:15-13:45

関連分析ؾ࿢ྶע:25

14:00-16:25

特別シンポジウム
11．最先端分ᩉ化学とẸのࣖဇ

Ἳンチョン
(JAIᵫA：日ᇌἡイ
Ἐク、ிʣἙỵー

ἃーἃー）

12:00῍12:50

特別シンポジウム
4．්ủ分析ඥとẸの関連技術のૼ展開

13:00-17:25

分析試ᕤ
টᛩ会

11:00-12:00

18:分ᩉ・分析試ᕤのᚨᚘ

13:00-16:10

特別シンポジウム
9．சஹをᏋむ୥Ụしのܤμ・࣎ܤと分析化

学

9：00-12：00

特別シンポジウム
10．細Ꮨ分析のૼ展開

13:00-16:15

12:00῍12:50

Ἳンチョン
（Ῠ῝ Ό῕῜ῩῙ῝)

12:00῍12:50

08:センサー・
センシンἂシスἘム

9：00-11：10

受賞
講演
（奨）

11:15-11:45

31:ἢイỼ
分析・イ

ἳージンἂ

13:15-14:00

30:ҔᕤԼ・ᐮ࠿分析

13:15-15:45

31:ἢイỼ分析・イἳージンἂ

9：00-11：40

受賞講
演(先

端)(奨)

14:00-15:10

31:ἢイỼ分析・イἳージンἂ

15:10-17:20

特別シンポジウム
6．分析化学をリーἛすỦᒉ৖ᄂᆮᎍシンポジウム

Ἳンチョン
(ῡ ΰ​῝)

第６６年会 会場別講演区分

ᾁ日目 ９月１὿日（日）

午　前 午　後

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

14:00-
14:30

14:30-
15:00

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

ᒉ৖
ポスター

(14:45-16:15)

15:00-16:00

ᒉ৖
ポスター

(10:15-11:45)

10:30-11:30

ɟᑍ
ポスター

(12:45-14:15)

13:00-14:00

511
23:မ᩿・ࣇቩ܇分析

9：00-10：45

๋෩မ᩿
টᛩ会

11:00-12:00

受賞
講演

(先端)

13:00-13:30

23:မ᩿・ࣇቩ܇分析

13:30-17:00

O

M 504

N 507

L 411

K 407

࿢ྶע:25
関連分ؾ

析

9：00-9：45

特別シンポジウム
1．分析技術にợỦ˖ಅ内ᵰᵄᵢਖ਼ᡶ

とᛢ᫆ᚐൿ

9：00-11：30

I 403

J 404

13:15-17:15

H 402

F 307

G 311

E 306

11:ឋ᣽分析
21:೅แ試料

06:ᵬᵫᵰᵊᵣᵱᵰᵊᄬ気分析

ஊೞࣇ᣽分析
টᛩ会

9：00-11：00 16:30-17:30

22:Ῠ Ό‌  ῥ​・
前ϼྸ

10:ஊೞࣇ᣽分
析

15:30-16:15

D 305
Ἶアἳタル分析

টᛩ会

13:00-14:00

14:෩クロ

14：15-15：00

෩クロ
টᛩ会

15:00-16:00

12:マイクロ分析
ኒ

13ᵌἧローイン
ジỹクション分析

10：40-11：35

受賞
講演
（技）

11:35-
12:05

A
図書館棟
大ホール

B 302

特別シンポジウム（公開）
ငಅမシンポジウム

13:00῍16:15

12:マイクロ分析
ኒ

13：15-14：15

9:00-12：05

07:電気化学分析
26ᵌエ἟ルἀー関連

C 304
12:マイクロ分

析ኒ

受賞
講演
（奨）

9：00-10：00 10:10-
10:40
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会場 部屋番号

31:ἢイỼ分析・イἳージンἂ

9：00-11：40

01:Ҿ܇スἬクトル分析

9：00-12：00

507

403

P
図書館棟

ホワイエ(3F)

M 504

O 511

N

K 407

L 411

I

J

F 307

G

H 402

311

E

15:00-
15:30

15:30-
16:00

16:00-
16:30

16:30-
17:00

17:00-
17:30

14:00-
14:30

14:30-
15:00

B 302

11:30-
12:00

12:00-13:00
13:00-
13:30

13:30-
14:00

9:00-
9:30

9:30-
10:00

10:00-
10:30

10:30-
11:00

11:00-
11:30

A

第６６年会 会場別講演区分

ᾃ日目 ９月１ᾁ日（້）

午　前 午　後

図書館棟
大ホール

C 304

02:分܇スἬクトル分析

9:00-12:15

に関すྶע・ܬܢ:24
Ủ分析化学

9：00-10：15
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